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三
条
西
家
本
系
統
を
中
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と
し
た
室
町
時
代
諸
本
の
様
相





伝
周
桂
筆
『
源
氏
物
語
』
の
様
相

　
　
　
　
　
― 

胡
蝶
巻
を
中
心
に 

―

菅
　
原
　
郁
　
子

【
要
旨
】

　

三
条
西
実
隆
と
交
流
の
あ
っ
た
中
世
の
連
歌
師
の
一
人
に
「
周し
ゅ
う
け
い桂」
が
い
る
。
周
桂
は
宗
祇
の
孫
弟
子
で
紹
巴
の
師
と
い
う
。
本
論
で
は
、
ま
ず
、
現
存
す
る
伝
周
桂
本
《
天

正
四
年
本
》《
文
禄
二
年
本
》
の
流
れ
を
確
認
す
る
。
次
に
、
伝
周
桂
本
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
『
源
氏
物
語
』、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
伝
周
桂
筆

『
源
氏
物
語
』、
吉
川
史
料
館
蔵
大
内
家
伝
来
『
源
氏
物
語
』
の
胡
蝶
巻
を
比
較
検
討
し
、
三
種
の
近
似
性
や
校
異
箇
所
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
三
条
西
家
本
〈
文
明
本
〉

〈
永
正
本
〉〈
大
永
本
〉〈
享
禄
本
〉
と
の
近
似
性
に
つ
い
て
提
示
し
、
伝
周
桂
本
と
三
条
西
家
本
が
ど
の
よ
う
な
影
響
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一　

は
じ
め
に

　

中
世
の
戦
乱
の
世
に
お
い
て
、
日
本
中
を
飛
び
回
り
、
縦
横
無
尽
に
活
躍
し
て
い

た
の
が
連
歌
師
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
は
連
歌
の
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
武
士

同
士
、
武
士
と
公
家
を
繋
ぐ
交
渉
役
、
仲
介
役
の
よ
う
な
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
。

室
町
時
代
に
活
躍
し
た
連
歌
師
の
一
人
で
あ
る
宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
、
多
く

の
連
歌
師
た
ち
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
の
が
三
条
西
実
隆
で
あ
る
。
そ
の

実
隆
と
交
流
の
あ
っ
た
連
歌
師
の
一
人
に
〈
周
桂
〉
と
い
う
人
物
が
い
る
。
周
桂
は

宗
祇
の
孫
弟
子
に
あ
た
り
、
紹
巴
の
師
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
紅
梅

文
庫
旧
蔵
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、「
紅
梅
本
」
と
す
る
）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
蔵
伝
周
桂
筆
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、「
天
理
本
」
と
す
る
）、
吉
川
史
料
館
蔵

大
内
家
伝
来
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、「
吉
川
本
」
と
す
る
）
の
三
つ
の
本
文
の
胡
蝶

巻
を
比
較
検
証
し
、
伝
周
桂
本
が
三
条
西
家
本
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

伝
周
桂
本
と
は
何
か

　

周
桂

（
１
）［

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
生
―
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
没
］
は

室
町
末
期
に
連
歌
師
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
宗
碩
の
門
人
で
、
直
接
は
学

ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
宗
祇
の
孫
弟
子
に
あ
た
り
、
最
晩
年
の
弟
子
に
紹
巴
が

い
る
。
肥
前
有
馬
（
長
崎
県
）
出
身
で
号
は
桑
宿
齋
と
い
い
、
三
条
西
実
隆
や
兄
弟

子
の
肖
柏
に
も
古
典
や
歌
学
を
学
び
、
師
の
宗
碩
と
と
も
に
九
州
、
中
国
、
近
畿
地

方
を
し
ば
し
ば
旅
し
て
連
歌
を
指
導
し
た
。師
亡
き
後
は
谷
宗
牧
と
並
び
称
さ
れ
た
。

天
文
十
三
年
二
月
九
日
に
七
五
歳
で
死
去
す
る
。
著
作
に
「
連
歌
新
式
和
歌
」、
句

集
に
「
周
桂
発
句
帖
」
な
ど
が
あ
る
。
実
隆
の
雑
務
や
庶
務
を
行
い
、『
源
氏
物
語
』

の
書
写
や
校
合
を
手
伝
い
、
苧
公
事
な
ど
で
朝
倉
氏
な
ど
の
地
方
の
大
名
と
の
パ
イ

プ
役
を
も
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
論
で
対
象
と
す
る
三
つ
の
本
文

（
２
）（

紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川
本
）

に
つ
い
て
確
認
す
る
前
に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
三
条
西
家
本
の
流
れ
を
押
さ
え
て
お

き
た
い
。
上
野
英
子
氏

（
３
）

に
よ
る
と
、
三
条
西
家
本
の
写
本
の
流
れ
は
以
下
の
通

り
と
な
る
。

（
１
）
文
明
本
→
（
２
）
永
正
本
→
（
３
）
大
永
本
→
（
４
）
享
禄
本

　

文
明
本
（
１
）
は
、
実
隆
が
全
冊
を
一
人
で
書
写
し
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）

閏
三
月
二
十
一
日
に
完
成
、
一
条
兼
良
の
揮
毫
に
よ
る
銘
が
付
け
ら
れ
、
実
隆
は
こ

れ
を
宗
祇
や
肖
柏
の
源
氏
講
義
を
受
け
た
際
、
自
ら
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た

と
い
う
。
永
正
本
（
２
）
は
、
実
隆
が
資
金
繰
り
の
た
め
に
文
明
本
を
売
却
し
た
当

日
か
ら
作
成
さ
れ
、底
本
や
校
合
本
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

疑
問
の
多
い
本
文
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
閏
十
一
月
頃
に
完

成
し
た
と
い
う
。
大
永
本
（
３
）
は
、
永
正
本
よ
り
も
最
初
に
作
成
さ
れ
た
文
明
本

に
近
い
本
文
で
あ
り
、
桐
壺
・
帚
木
巻
に
の
み
実
隆
が
関
与
し
、
残
巻
の
書
写
は
二

人
の
息
子
た
ち
（
公
順
・
公
条
）
に
任
せ
て
い
た
よ
う
で
、
物
語
が
完
成
し
た
の
は

大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
十
月
で
あ
る
と
い
う
。
享
禄
本
（
４
）
は
、
大
永
本
を
売

却
し
た
後
、
二
人
の
息
子
た
ち
（
公
順
・
公
条
）
と
と
も
に
実
隆
が
書
写
し
た
も
の

で
、
読
合
・
校
合
過
程
な
ど
を
含
め
る
と
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
二
月
に
完
成

し
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
実
隆
が
作
成
し
た
三
条
西
家
証
本
と
関
わ
る
本
文
の
一
つ
に
、
周
桂
本

が
あ
る
。
上
野
氏

（
４
）

に
よ
る
と
、
文
明
本
の
転
写
本
系
統
が
紅
梅
本
に
あ
た
り
、

永
正
本
は
吉
川
本
に
影
響
を
与
え
た
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
大
永
本
に
影
響
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を
与
え
た
の
が
天
理
本
で
あ
り
、
そ
の
天
理
本
の
影
響
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
の
が

享
禄
本
で
、そ
の
享
禄
本
が
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
証
本（
以
下
、「
日
大
本
」と
す
る
）

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

そ
こ
で
、
三
条
西
家
本
と
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
伝
周
桂
本
の
流
れ
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川
本
の
三
つ
の
本
文
の
伝
本
書
誌
を
整
理
・
明
示
し

た
う
え
で
、
具
体
的
な
本
文
比
較
を
行
い
、
検
証
し
て
み
た
い
。

　
『
実
隆
公
記

（
５
）』

に
よ
れ
ば
、周
桂
本
は
大
永
年
間
に
書
写
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
（
１
）	源
氏
橋
姫
・
椎
木
巻
周
桂
借
請
之
（
大
永
五
年
七
月
十
七
日
条
）

　
　
（
２
）	周
桂
宇
治
二
帖
返
之
、
又
二
帖
遣
之
（
大
永
五
年
七
月
二
十
三
日
条
）

　
　
（
３
）	周
桂
源
氏
本
借
用
、
二
帖

絵
合
、

松
風
、

遣
之
（
大
永
六
年
三
月
二
十
三
日
条
）

　
　
（
４
）	周
桂
源
氏
本
書
寫
功
終
云
々
、
今
日
花
散
里
巻
持
来
之
、
一
部
全
備
神

妙
ゝ
ゝ
（
大
永
七
年
六
月
五
日
条
）

　
　
（
５
）	周
桂
来
、
源
氏
本
持
来
令
見
之
、
外
題
所
望
也
、
色
帋
又
源
氏
銘
等
所

望
（
大
永
八
年
五
月
十
四
日
条
）

　
　
（
６
）	周
桂
遣
状
、
源
氏
本
六
冊
返
之
、
残
三
冊
也
、
近
日
可
返
遣
也
（
享
禄

四
年
五
月
二
十
二
日
条
）

　

こ
う
し
た
『
実
隆
公
記
』
の
記
述
を
ふ
ま
え
る
と
、
周
桂
本
の
流
れ
は
以
下
の
通

り
と
な
る
。

　
　
（
１
）	大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
七
月
十
七
日
よ
り
、
周
桂
が
〈
周
桂
本
〉
の　

作
成
を
開
始
し
、実
隆
か
ら〈
大
永
本
〉の
橋
姫
・
椎
本
巻
を
借
り
て
い
る
。

　
　
（
２
）	大
永
五
年
七
月
二
十
三
日
、
宇
治
の
二
帖
（
橋
姫
・
椎
木
巻
）
を
返
し

た
上
で
、
更
に
二
帖
（
巻
名
は
不
明
）
を
借
り
て
い
る
。

　
　
（
３
）	大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
三
月
二
十
三
日
、
二
帖
（
絵
合
・
松
風
巻
）
を

実
隆
よ
り
借
り
て
い
る
。

　
　
（
４
）	大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
六
月
五
日
、
師
の
宗
碩
と
と
も
に
来
て
、
周

桂
筆
源
氏
物
語
を
書
写
し
終
え
、
花
散
里
巻
を
持
参
し
て
い
る
。

　
　
（
５
）	大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
五
月
十
四
日
に
、完
成
し
た
周
桂
本
を
持
参
し
、

実
隆
に
外
題
の
揮
毫
を
所
望
し
て
い
る
。

　
　

＊
〈（
５
）
と
（
６
）
の
期
間
に
、
実
隆
は
大
永
本
を
売
却
〉

　
　
（
６
）	享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
五
月
二
十
二
日
に
、実
隆
は
新
た
な
源
氏
本
〈
＝

享
禄
本
〉
を
作
成
す
る
た
め
、
周
桂
か
ら
大
永
八
年
に
完
成
し
た
と
思
わ

れ
る
周
桂
本
の
う
ち
、
合
計
で
九
帖
（
周
桂
本
作
成
時
に
周
桂
が
実
隆
か

ら
元
々
借
り
受
け
た
橋
姫
・
椎
本
・
絵
合
・
松
風
・
花
散
里
巻
の
五
帖
か
、

他
四
帖
は
帖
名
不
明
）
を
借
り
受
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
周
桂
は
実
隆
よ
り
数
冊
の
〈
大
永
本
〉
を
借
り
受
け
、
大
永
七
年

に
と
り
あ
え
ず
完
成
さ
せ
、大
永
八
年
に
実
隆
に
外
題
の
揮
毫
を
所
望
し
て
い
る（
以

下
、「
大
永
八
年
周
桂
本
」
と
す
る
）。
さ
ら
に
、
大
永
八
年
周
桂
本
は
実
隆
が
〈
享

禄
本
〉
を
作
る
際
に
借
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、大
永
八
年
周
桂
本
が
〈
享
禄
本
〉

に
一
部
転
写
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
え
る
。
つ
ま
り
、
大
永
八
年
周
桂
本
は

三
条
西
家
本
の
元
々
取
り
混
ぜ
本
の
可
能
性
も
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

上
野
氏

（
６
）

に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
周
桂
本
に
は
、
大
別
す
る
と
《
天
正
四
年
本
》

Ａ
～
Ｅ
と
、《
文
禄
二
年
本
》
Ｆ
の
二
つ
の
流
れ
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
　
［《
天
正
四
年
本
》
に
関
す
る
書
誌
］

　
		

Ａ	

東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
若
菜
上
』（
古
写
本
一
冊
・
函
架
番
号
、

桃
六
―
一
二
〇
）

	
「
周
桂
以
自
筆
本
校
合
畢
」「
紹
巴
所
持
本
也
」（
後
遊
紙
二
丁
ウ
に
あ
る
二

つ
の
識
語
）

　

		

Ｂ	

東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』（
写
本
四
十
六
冊
、
桐
壺
・
箒
木
・
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空
蝉
・
夕
顔
・
若
紫
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
少
女
巻
欠
。
函
架
番
号
、
桃
六

―
三
十
四
）

	
令
校
合
之
奥
書　

此
源
氏
物
語
者
桑
宿
周
桂
一
筆
也　

但
四
冊
不
足
予
書
続

畢　

校
合
及
数
度
者
也

	

　

天
正
四
年
孟
秋
中
澣　

臨
江
齋
紹
巴
在
判
（
夢
浮
橋
巻
末
の
識
語
）

　

		

Ｃ	

東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』（
写
本
七
冊
、
存
桐
壺
・
箒
木
・
空
蝉
・

夕
顔
・
若
紫
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
。
函
架
番
号
、
桃
六
―
五
二
）

	
	「

一
、
此
物
語
書
ハ
シ
ム
ル
ハ
寛
弘
ノ
始
ル
也　

康
和
ニ
流
布
殊
五
条
三
品

京
極
黄
門
ノ
比
賞
翫
云
　々

寛
弘
元
年
ヨ
リ
寬
永
二
十
年
迄
千
百
八
十
一
年

歟
（
桐
壺
巻　

前
遊
紙
の
巻
頭
注
の
注
記
）

	

紹
巴
自
判
ノ
本
ニ
テ
句

ニ
文

ニ
遂
再
校
畢
（
箒
木
巻
末
の
識
語
）

　

		

Ｄ	

花
園
大
学
土
岐
武
治
文
庫
蔵

	

此
源
氏
物
語
者
桑
宿
周
桂
一
筆
也　

但
四
冊
不
足　

予
書
続
畢　

	

校
合
及
数

度
者
也

	

　

天
正
四
年
孟
秋
中
澣　

臨
江
齋
紹
巴
判

	

慶
安
元
仲
夏　

周
桂
筆
紹
巴
奥
書
之
以
本　

校
合
点
句
切
無
相
違
書
写
畢　

（
桐
壺
奥
）

　

		

Ｅ	

天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』（
写
本
五
十
四
冊
、
天
理
図
書
館
目
録
番
号

七
五
九
）

　
　
　
（
墨
筆
）「
天
正
七
九
四
書　

五
日
一
校
了　

臨
江
本
也
」（
以
上
、
第
十
八

冊
目
）

　
　
　
（
墨
筆
）「
右
本
者
周
桂
筆
臨
江
齋
所
持
以
本
一
校
了
」（
墨
筆
）「
天
正
十
八

月
廿
三
日
一
校
了
」（
朱
筆
）「
朱
点
了
」（
以
上
、
第
二
十
三
冊
目
）

　
　
　
（
朱
筆
）「
天
正
十
一
八
廿
六
日
朱
了
」（
朱
筆
）「
以
臨
江
斎
本
校
了
」（
以
上
、

第
四
十
冊
目
）

　
　
　
（
墨
書
）「
天
正
八
十
月
廿
日
一
校
了
」（
夢
浮
橋
奥
）

　
　
［《
文
禄
二
年
本
》
に
関
す
る
書
誌
］

　

		

Ｆ	

天
理
図
書
館
蔵
伝
周
桂
筆
源
氏
物
語
（
写
五
十
四
冊
＋
目
録
・
函
架
番
号

九
一
三
・
三
六
／
イ
八
三
・
一
～
五
四
）

	

「
連
歌
師
周
桂
筆　
源
氏
物
語
全
部
／
奥
書
者
紹
巴
」（
添
付
目
録
の
極
め
）

	

「
此
源
氏
物
語
遂
一
覧
了　

文
禄
二
年
三
月
望　

法
橋
紹
巴
（
花
押
）」（
夢

浮
橋
巻
末
）

	

「
三
千
二
百
五
十
七
号　

源
氏
周
桂
筆
筐
入
／
朱
書
奥
書
紹
巴
筆　

五
十
四
帖
」（
各

冊
表
紙
右
肩
に
近
年
の
付
箋
貼
付
）

　

こ
の
よ
う
な
書
誌
を
明
示
し
た
う
え
で
、
上
野
氏

（
７
）

に
よ
れ
ば
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）、
紹
巴
五
十
二
歳
時
に
、
亡
師
周
桂
の
一
筆
本
源
氏
物
語
（
五
十
一

帖
）
に
不
足
分
の
四
帖
を
自
ら
書
写
し
て
揃
い
本
と
し
、
全
冊
を
数
度
に
わ
た
っ
て

校
合
し
た
と
い
う
。
こ
の
写
本
を
〈
天
正
四
年
紹
巴
補
写
周
桂
本
〉
と
仮
称
す
る
な

ら
、
Ａ
は
そ
の
端
本
ま
た
は
転
写
本
、
Ｂ
Ｃ
は
ツ
レ
で
、〈
天
正
四
年
紹
巴
補
写
周

桂
本
〉
を
用
い
て
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
頃
に
校
合
し
た
も
の
、
Ｄ
は
慶
安
元

年
（
一
六
四
八
）
の
校
合
本
、Ｅ
は
「
周
桂
筆
臨
江
斎
所
持
」
の
表
記
の
み
で
あ
り
、

紹
巴
補
写
の
記
述
が
無
い
が
、〈
天
正
四
年
紹
巴
補
写
周
桂
本
〉
で
校
合
し
た
本
文

の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
三
月
に
、
紹
巴
は

Ｆ
の
周
桂
筆
源
氏
物
語
を
一
覧
し
、
識
語
を
揮
毫
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
書
誌
、
上
野
氏
の
見
解
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
存
す
る
周
桂
本
の
流
れ
は

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
１
）	天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
七
月
、
周
桂
自
筆
源
氏
物
語
五
一
帖
に
紹
巴
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が
四
帖
追
補
し
た
も
の
か
。〈
＝
天
正
四
年
本
〉

　
　
（
２
）	Ａ
は
〈
天
正
四
年
本
〉
の
端
本
ま
た
は
転
写
本
か
。

　
　
（
３
）	Ｂ
Ｃ
は
ツ
レ
で
、〈
天
正
四
年
本
〉
を
用
い
て
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）

に
校
合
し
た
も
の
か
。

　
　
（
４
）	Ｄ
は
〈
天
正
四
年
本
〉
を
用
い
て
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
校
合
し

た
も
の
か
。

　
　
（
５
）	Ｅ
は
〈
天
正
四
年
本
〉
を
用
い
て
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
九
月
か
ら

十
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月
ま
で
に
校
合
し
た
も
の
か
。

　
　
（
６
）	Ｆ
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
三
月
、紹
巴
が
周
桂
筆
五
四
帖
を
一
覧
し
、

朱
を
入
れ
た
も
の
か
。

　

つ
ま
り
、
現
存
す
る
周
桂
本
は
《
天
正
四
年
本
》
と
《
文
禄
二
年
本
》
と
い
う
二

つ
の
流
れ
に
大
別
さ
れ
、
Ａ
～
Ｅ
は
《
天
正
四
年
本
》、
Ｆ
は
《
文
禄
二
年
本
》
の

流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
実
隆
公
記
』
に
み
え
る
大

永
八
年
周
桂
本
が
、
二
つ
の
ど
ち
ら
の
流
れ
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｆ
の
書

誌
に
「
文
禄
二
年
三
月
望
法
橋
紹
巴
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
今
回
比
較
対
象

と
し
て
掲
げ
た
天
理
本
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

　

天
理
本
に
つ
い
て
は
、『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録（

８
）』に

次
の
よ
う
に
書
誌
が
あ
る
。

源
氏
物
語　

寫　

五
十
四
巻　

五
十
四
冊　

二
三
〇
七

紫
式
部
著　

傳
周
桂
筆　

綴
葉
装　

栗
皮
色
表
紙　

用
紙
鳥
の
子　

一
八
糎

一
六
・
五
糎　

九
行　

題
簽
中
央
金
銀
泥
雲
紙
「（
各
巻
名
）」
内
題
な
し

識
語
（
里
村
紹
巴
筆
）
此
源
氏
物
語
遂
一
／
覧
了
／
文
禄
二
年
三
月
望
法

橋
紹
巴
（
花
押
）（
第
一
冊
表
紙
附
箋
）
源
氏
五
十
四
帖
周
桂
筆
／
朱
書
入

奥
書
紹
巴
筆
（
青
表
紙
本　

室
町
時
代
末
期
寫　

同
時
代
筆
朱
書
入
あ
り

「
連
歌
師
周
桂
筆
源
氏
物
語
全
部
奥
書
著
紹
巴
」
と
あ
る
古
筆
極
札
を
附
す　

九
一
三
・
三
六
―
イ
八
三
）

　

書
誌
を
見
る
限
り
で
は
、
前
述
Ｆ
の
書
誌
と
一
致
す
る
箇
所
が
見
え
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
加
藤
昌
嘉

（
９
）

氏
は
、

室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
で
あ
る
。
連
歌
師
周
桂
（
一　

四
七
〇
～
一
五
四
四
）
が
書
写
し
た
と
い
う
極
め
札
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
夢
浮
橋
」
巻
の
裏
見
返
し
に
「
此
源
氏
物
語　

遂
一
覧
了　

文
禄
二
年

三
月
望
法
橋
紹
巴
［
花
押
］」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
連
歌
師
紹
巴
（
一
五
二
五

～
一
六
〇
二
）
が
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
こ
の
本
を
通
読
し
終
え
た
こ
と

が
わ
か
る
。

本
文
の
行
間
に
、
朱
筆
で
多
く
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

セ
リ
フ
の
発
話
者
が
誰
か
、
ど
う
い
う
含
意
の
表
現
か
、
と
い
っ
た
注
釈
を
、

紹
巴
が
記
し
留
め
た
も
の
。
古
注
釈
書
類
に
見
え
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
解
説
が
ま

ま
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。
本
文
の
方
も
、〈
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
〉
諸
本
と

は
異
な
る
部
分
を
持
ち
、
肖
柏
本
や
古
活
字
本
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
室
町

時
代
後
期
～
江
戸
時
代
初
期
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
を
知
る
た
め
の
重
要
資
料

で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
周
桂
の
兄
弟
子
に
あ
た
る
肖
柏
の
肖
柏
本
や
、
古
活
字
本
と
重
な

る
部
分
の
あ
る
重
要
な
本
文
資
料
で
あ
り
、
周
桂
の
弟
子
紹
巴
に
よ
る
朱
筆
の
独
特

の
書
き
込
み
が
数
多
く
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
吉
川
本

（
10
）

は
、
吉
川
史
料
館
が
所
蔵
す
る
『
源
氏
物
語
』
で
あ
り
、

五
十
四
帖
揃
、
枡
形
本
（
縦
十
六
・
八
×
横
十
七
・
○
糎
）、
列
帖
装
、
各
帖
各
筆
の

寄
合
書
き
、
一
面
十
行
書
で
和
歌
は
改
行
一
～
二
字
下
げ
、
厚
手
の
鳥
の
子
料
紙
、

中
央
に
竜
文
様
の
統
一
題
簽
が
貼
ら
れ
、
夢
浮
橋
巻
末
に
は
次
の
よ
う
な
識
語
が
み

え
る
。
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此
物
語
全
部
依
多
々
良

　
　

持
長
勧
発
諸
家
励
筆
功

　
　

須
為
将
来
之
至
宝
而
巳

　
　

槐
陰
桑
門
尭
空
記
（
二
八
ウ
）」

　

識
語
に
よ
れ
ば
、
吉
川
本
は
「
多
々
良
持
長
」
の
依
頼
に
よ
り
、「
尭
空
（
三
条

西
実
隆
）」
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
実
隆
出
家
後
（
永
正
十
三
年

（
一
五
一
六
）
四
月
十
三
日
）
以
降
の
奥
書
と
さ
れ
る
。

　

奥
書
に
み
え
る
「
多
々
良
持
長
」
と
は
、『
大
内
氏
実
録

（
11
）』

に
よ
れ
ば
、

陶
持
長
、
兵
庫
頭
に
任
ず
。（
古
文
書
）
天
文
六
年
正
月
八
日
、
従
五
位
下
に

叙
す
。（
歴
名
土
代
）
○
系
図
に
見
え
ず
。
按
る
に
兵
庫
頭
の
名
、
ま
た
陶
隆

満
こ
の
持
長
の
子
と
お
ぼ
し
く
て
安
房
守
と
い
ひ
、（
中
略
）
且
風
土
注
進
所

載
保
寧
日
記
に
、
陶
安
房
守
妻
卒
、
就
豊
田
妙
栄
寺
喪
礼
、
と
あ
る
を
以
て
見

る
に
、
持
長
は
弘
詮
の
子
な
る
べ
く
お
も
は
る
。

と
あ
り
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
一
月
八
日
、
多
々
良
（
陶
）
持
長
は
従
五
位
下

に
叙
さ
れ
て
い
る
。『
歴
名
土
代

（
12
）』

に
よ
れ
ば
、「
従
五
位
下
」
の
項
に
、「
多陶

兵
庫
頭々

良
持
長　

同天
文

六
正
八
、四
十
一
歳
」
と
兵
庫
頭
と
し
て
持
長
の
名
が
み
え
、
明
応
六

年
（
一
四
九
七
）
生
ま
れ
の
四
十
一
歳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
保
寧
日
記
抄

（
13
）』

の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
同弘

治

三
年
丁
巳
云
々
、
八
月
十
九
日
陶
安
房
守
妻
卒
、
就
豊
田

妙
栄
寺
喪
礼
焼
香
規
盛
和
尚
」
と
あ
り
、
子
と
覚
し
き
陶
安
房
守
（
陶
隆
満
）
の
妻

が
亡
く
な
り
、
妙
栄
寺
が
喪
に
服
し
た
と
あ
る
。
妙
栄
寺
と
は
陶
弘
詮
の
母
の
菩
提

寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
大
内
氏
実
録
』
は
持
長
が
陶
弘
詮
の
子
で
は
な
い
か
と
い

う
。
さ
ら
に
大
内
家
の
家
来
大
庭
賢
兼
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
源
氏
物

語
（
14
）』

の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
宗
碩
の
源
氏
物
語
講
釈
が
行
わ
れ
た
の
が
弘
詮
宅
で

あ
っ
た
と
い
う
。
持
長
が
弘
詮
の
子
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
弘
詮
の
子
孫
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
実
隆
の
影
響
下
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
吉
川
本
に
は
、

「
逍
遙
院
殿
御
奥
書
源
氏
之
御
本
筆
者
目
録

（
15
）」（

以
下
、「
逍
遙
院
筆
者
目
録
」

と
す
る
）
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、「
逍
遙
院
（
三
条
西
実
隆
）」
を
は
じ
め
、
約
四
十

名
に
よ
る
寄
合
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
目
録
の
書
写
者
の
中
に
周
桂
筆
と

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　
　

こ
て
う　

周
桂
法
師　

不
得
考

　
　

連
歌
師
古

キ
懐
氏

ノ
中

ニ
有
之

　
「
逍
遙
院
筆
者
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
胡
蝶
巻
が
周
桂
筆
で
あ
る
と
い
う
。「
逍
遙
院

筆
者
目
録
」
に
よ
っ
て
伝
周
桂
筆
と
さ
れ
る
の
は
胡
蝶
巻
の
他
、「
総
角
」「
東
屋
」

の
み
で
あ
り
、
吉
川
本
は
実
隆
が
〈
永
正
本
〉
を
所
持
し
て
い
た
時
期
に
作
成
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
本
文
で
あ
る
。

　

ま
た
、
周
桂
は
師
の
宗
碩
と
と
も
に
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
七
月
か
ら
天
文

二
年（
一
五
三
三
）の
三
年
間
に
か
け
て
中
国
九
州
旅
行
に
出
か
け
て
い
る（

16
）。『

実

隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
、

周
防
国
便
宜
藤
田
下
向
云
々
、
状
共
遣
宗
牧
、
長
恨
哥
下
之
、
周
桂
点
共
遣
之

（
天
文
二
年
二
月
十
七
条
）

と
あ
り
、
周
桂
は
天
文
二
年
頃
に
は
大
内
家
の
あ
る
周
防
国
に
い
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
。「
逍
遙
院
筆
者
目
録
」
に
は
周
桂
の
他
、
実
隆
邸
へ
よ
く
出
入
り
し
て
い
た

連
歌
師
「
宗
碩
」「
宗
牧
」「
等
運
」
の
名
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
大
内
義

隆
の
も
と
で
、
多
々
良
（
陶
）
持
長
の
発
案
に
よ
り
、
実
隆
を
中
心
と
す
る
公
家
と
、

義
隆
・
持
長
が
親
し
く
し
て
い
た
連
歌
師
た
ち
へ
の
書
写
依
頼
に
よ
っ
て
、
吉
川
本

ま
た
は
陶
家
（
持
長
）
本
と
も
言
え
る
『
源
氏
物
語
』
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
、〈
文
明
本
〉と
関
連
の
あ
る
紅
梅
本
、〈
永
正
本
〉と
関
連
の
あ
る
吉
川
本
、〈
大

永
本
〉
と
関
連
の
あ
る
天
理
本
の
書
誌
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
三
種
の

本
文
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
近
似
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

三　

紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川
本
の
胡
蝶
巻
比
較

　

そ
れ
で
は
、
周
桂
本
に
関
わ
る
こ
う
し
た
書
誌

（
17
）

を
ふ
ま
え
て
、
実
際
に
、

周
桂
本
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川
本
の
胡
蝶
巻
の
本
文
を

比
較
検
討
し
、
そ
の
近
似
性
に
つ
い
て
解
き
明
か
し
た
い
。
三
種
の
本
文
を
比
較
検

討
し
た
結
果
、
胡
蝶
巻
の
三
種
の
校
異
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
18
）。

　
　
（
Ａ
）
紅
梅
本
と
天
理
本
と
の
校
異
…
七
二
例

　
　
（
Ｂ
）
吉
川
本
と
天
理
本
と
の
校
異
…
六
五
例

　
　
（
Ｃ
）
紅
梅
本
と
吉
川
本
と
の
校
異
…
三
六
例

　
（
Ａ
）
が
一
番
校
異
数
が
多
く
、（
Ｃ
）
が
一
番
校
異
数
が
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、（
Ａ
）
～
（
Ｃ
）
の
校
異
例
を
具
体
的
に
挙
げ
て
み
る
。

　
（
Ａ
）
紅
梅
本
〈
紅
〉
と
天
理
本
〈
天
〉
の
校
異
例
〈
全
七
二
例
中
十
七
例
〉

　
　
〈
紅
〉
か
る
ゝ
か
に　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
か
ち
と
り
の

　
　
〈
天
〉
か
る
ら
か
に　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
か
ち
と
り

　
　
〈
紅
〉
つ
か
ひ
を　
　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
わ
か
心
々
に

　
　
〈
天
〉
つ
か
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
心
々
に

　
　
〈
紅
〉
た
ち
そ
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
ま
か
り
に
け
な
ま
し

　
　
〈
天
〉
あ
そ
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
ま
か
り
に
け
侍
り
な
ま
し

　
　

　
　
〈
紅
〉
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉《
該
当
本
文
な
し
》

　
　
〈
天
〉
風
す
こ
し　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
日

　
　
〈
紅
〉
ひ
と
か
さ
ね　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
き
こ
え
給

　
　
〈
天
〉
ひ
と
へ
か
さ
ね　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
ナ
シ

　
　
〈
紅
〉
君
を
な
む　
　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
け
た
か
う

　
　
〈
天
〉
宮
を
な
む　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
け
ち
か
う

　
　
〈
紅
〉
お
ほ
い
て
さ
ら
は
世
の
た
と
ひ
の
の
ち
の
を
そ
れ
と
お
ほ
い
て

　
　
〈
天
〉
お
ほ
ひ
て
さ
ら
は
世
の
喩
の
後
の
お
や
を
そ
れ
と
お
ほ
ひ
て

　
　
〈
紅
〉
う
し
ろ
め
た
く
こ
そ
と　
　
　
〈
紅
〉
の
た
ま
へ
と

　
　
〈
天
〉
う
し
ろ
め
た
く
の
み
こ
そ
と　
〈
天
〉
聞
え
給
へ
と

　
　
〈
紅
〉
み
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
か
た
よ
り
に

　
　
〈
天
〉
見
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
か
た
よ
り
に

　　

字
母
レ
ベ
ル
の
相
違
に
お
い
て
、
天
理
本
は
紅
梅
本
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
漢
字
表

記
が
多
く
、
両
者
は
あ
ま
り
相
関
性
が
み
ら
れ
な
い
。
紅
梅
本
と
天
理
本
の
校
異
に

お
い
て
は
、「
る
」「
ら
」、「
君
」「
宮
」、「
た
」「
ち
」
な
ど
の
一
字
程
度
の
差
異
、「
わ
か
」
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「
の
」「
を
」「
侍
り
」「
す
こ
し
」「
日
」「
き
こ
え
給
」「
お
や
」「
の
み
」「
見
て
こ
そ
」

「
か
た
よ
り
に
」
の
有
無
、「
た
ち
」「
あ
そ
」、「
ひ
と
」「
ひ
と
へ
」、「
の
た
ま
へ
」「
聞

え
給
へ
」
の
差
異
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
一
字
や
二
字
程
度
の
差
異
が
多
く
、
表
記
と

し
て
は
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
誤
字
脱
字
の
域
を
超
え
る
表
記
の
違

い
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
大
元
は
同
じ
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
他
本
も

校
合
し
た
よ
う
な
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
他
の
諸
写
本
と
の
校
異
は
後
程
改
め
て
述
べ

る
。

　
（
Ｂ
）
吉
川
本
〈
吉
〉
と
天
理
本
〈
天
〉
の
校
異
例
〈
全
六
五
例
中
十
九
例
〉

　
　
〈
吉
〉
給
へ
と　
　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
こ
し
ま
よ
り

　
　
〈
天
〉
の
給
へ
と　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
岸
よ
り

　
　
〈
吉
〉
つ
か
ひ
を　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
は
か
な

　
　
〈
天
〉
つ
か
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
は
か
な
く

　
　
〈
吉
〉
と
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
た
ち
そ
ひ
て

　
　
〈
天
〉
楽
と
も　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
あ
そ
ひ
て

　
　
〈
吉
〉
わ
た
れ
る　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
ま
へ
き

　
　
〈
天
〉
あ
た
れ
る　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
さ
る
へ
き

　
　
〈
吉
〉
き
こ
え
給
ふ

　
　
〈
天
〉《
該
当
本
文
な
し
》

　
　
〈
吉
〉
心
く
る
し
う

　
　
〈
天
〉
心
く
る
し
う
な
む
女
君
は
お
ほ
し
け
る

　
　
〈
吉
〉
兵
部
卿
の
宮
の　
　
　
　
　
〈
吉
〉
君
を
な
ん

　
　
〈
天
〉
兵
部
卿
宮　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
宮
を
な
む

　
　
〈
吉
〉
心
は
え
を　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
け
た
か
う

　
　
〈
天
〉
心
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
け
ち
か
う

　
　
〈
吉
〉
く
ち
お
し
か
へ
う

　
　
〈
天
〉
く
ち
お
し
か
る
へ
う

　
　
〈
吉
〉
お
り
は
か
り
な
む　
　
　
　
〈
吉
〉
い
と
ま
め
や
か
に
て

　
　
〈
天
〉
は
か
り
な
む　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
い
と
ま
め
や
か
に

　
　
〈
吉
〉
す
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
た
ま
ふ
へ
か
め
る
か
な
と

　
　
〈
天
〉
う
ち
す
し　
　
　
　
　
　
　
〈
天
〉
給
め
る
か
な
と

　
　

　

天
理
本
は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
字
母
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
吉
川
本
に
比
べ
て

漢
字
表
記
が
圧
倒
的
に
多
く
、
あ
ま
り
相
関
性
が
み
ら
れ
な
い
。
吉
川
本
と
天
理
本

の
校
異
に
お
い
て
は
、「
君
」「
宮
」、「
た
」「
ち
」
な
ど
の
一
字
程
度
の
差
異
、「
の
」

「
を
」「
く
」「
楽
」「
日
」「
き
こ
え
給
」「
な
む
女
君
は
お
ほ
し
け
る
」「
は
え
」「
る
」

「
お
り
」「
て
」「
う
ち
」「
へ
か
」
の
有
無
、「
こ
し
ま
」「
岸
」、「
た
ち
」「
あ
そ
」、「
わ

た
」「
あ
た
」、「
ま
」「
さ
る
」
の
差
異
な
ど
が
見
ら
れ
る
。（
Ａ
）
紅
梅
本
と
天
理
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本
の
比
較
と
同
様
に
、
一
字
や
二
字
程
度
の
差
異
が
多
く
、
表
記
と
し
て
は
近
似
し

て
い
る
と
い
え
る
。
全
体
と
し
て
は
、（
Ａ
）
紅
梅
本
と
天
理
本
よ
り
も
、（
Ｂ
）
吉

川
本
と
天
理
本
の
ほ
う
が
わ
ず
か
に
近
似
性
が
高
い
。
吉
川
本
は
天
理
本
の
表
記
態

度
と
比
較
す
る
と
、
誤
字
や
脱
字
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
大
元
は
同
じ
系
統
の

本
文
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
他
本
を
校
合
し
た
と
す
れ
ば
、
天
理
本
は
、〈
文
明
本
〉

の
流
れ
を
く
む
紅
梅
本
よ
り
も
、〈
永
正
本
〉
の
流
れ
を
く
む
吉
川
本
に
よ
り
近
似

し
て
い
る
本
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
Ｃ
）
紅
梅
本
〈
紅
〉
と
吉
川
本
〈
吉
〉
の
校
異
例
〈
全
三
六
例
中
十
六
例
〉

　
　
〈
紅
〉
の
た
ま
へ
と　
　
　
　
　

	
〈
紅
〉
か
る
ゝ
か
に

　
　
〈
吉
〉
給
へ
と　
　
　
　
　
　
　

	

〈
吉
〉
か
る
ら
か
に

　
　
〈
紅
〉
ゝ
し
よ
り
（
き
し
よ
り
）	

〈
紅
〉
わ
か
心
々
に

　
　
〈
吉
〉
こ
し
ま
よ
り　
　
　
　
　

	

〈
吉
〉
心
〳
〵
に

　
　
〈
紅
〉
か
く
と
も	

〈
紅
〉
ま
か
り
に
け
な
ま
し

　
　
〈
吉
〉
と
も　
　
　
　
　
　
　
　

	

〈
吉
〉
ま
か
り
に
け
侍
な
ま
し

　
　

　
　
〈
紅
〉
お
れ
つ
　ゝ
　
　
　
　
　

	

〈
紅
〉
さ
る
へ
き

　
　
〈
吉
〉
お
れ
て　
　
　
　
　
　
　

	

〈
吉
〉
ま
へ
き

　
　
〈
紅
〉
心
く
る
し
う
な
む
女
は
お
ほ
し
け
る

　
　
〈
吉
〉
心
く
る
し
う

　
　
〈
紅
〉
人
し
れ
す　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
お
ほ
え
け
れ

　
　
〈
吉
〉
人
し
れ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
お
も
ほ
え
け
れ

　
　
〈
紅
〉
ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
わ
な
ゝ
か
る
ゝ

　
　
〈
吉
〉
ま
つ
こ
の　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
わ
な
ゝ
か
る

　
　
〈
紅
〉
う
し
ろ
め
た
く
こ
そ
と	

　
　
〈
吉
〉
う
し
ろ
め
た
く
の
み
こ
そ
と

　
　
〈
紅
〉
み
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
か
た
よ
り
に

　
　
〈
吉
〉
み
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
か
た
よ
り
に

　

紅
梅
本
は
吉
川
本
と
非
常
に
近
似
性
が
高
い
。
字
母
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
紅
梅

本
と
吉
川
本
は
漢
字
表
記
が
と
も
に
少
な
く
、
共
通
し
た
漢
字
表
記
が
多
い
。
紅
梅

本
と
吉
川
本
の
校
異
に
お
い
て
は
、「
る
」「
ら
」、「
す
」「
ぬ
」
な
ど
の
一
字
程
度

の
差
異
、「
の
」「
わ
か
」「
か
く
」「
侍
」「
な
む
女
君
は
お
ほ
し
け
る
」「
も
」「
こ
の
」

「
る
」「
の
み
」
の
有
無
、「
ゝ
し
（
き
し
）」「
こ
し
ま
」、「
つ
ゝ
」「
て
」、「
ま
」「
さ
る
」

の
差
異
な
ど
が
見
ら
れ
る
。（
Ａ
）
紅
梅
本
と
天
理
本
、（
Ｂ
）
吉
川
本
と
天
理
本
と

同
様
に
、
一
字
や
二
字
程
度
の
差
異
が
多
く
、
表
記
と
し
て
は
近
似
し
て
い
る
と
い

え
る
。
全
体
と
し
て
は
、（
Ａ
）（
Ｂ
）
と
の
比
較
よ
り
も
、
圧
倒
的
に
（
Ｃ
）
紅
梅

本
と
吉
川
本
の
方
が
近
似
性
が
高
い
。
大
元
は
同
じ
系
統
の
本
文
で
あ
り
、
紅
梅
本

の
も
と
と
さ
れ
る
〈
文
明
本
〉
の
流
れ
を
く
む
〈
永
正
本
〉
を
参
考
と
し
て
、
吉
川

本
が
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
の
諸
写
本
を
参
考
に
し
た
よ

う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
（
Ａ
）（
Ｂ
）
と
同
じ
よ
う
に
次
節
で
改
め
て
述
べ
る
。
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四　

三
種
の
胡
蝶
巻
と
諸
写
本
と
の
比
較

　

そ
れ
で
は
、
三
節
の
比
較
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
一
番
近
似
し
て
い
た
（
Ｃ
）
紅
梅

本
〈
紅
〉
と
吉
川
本
〈
吉
〉
の
比
較
を
も
と
に
、
紅
梅
本
と
大
島
本

（
19
）〈

大
〉
と

の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
参
考
と
し
て
、
紅
梅
本
と
大
島
本
の
校
異
例
に
吉
川
本
の

表
記
を
添
え
た
。

　
（
Ｄ
）
大
島
本
〈
大
〉
と
紅
梅
本
〈
紅
〉
の
校
異
例
〈
全
三
四
例
中
十
六
例
〉

　
　
〈
大
〉
か
る
ら
か
に　
　
　
　
　
　
〈
大
〉
は
か
な

　
　
〈
紅
〉
か
る
ゝ
か
に　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
は
か
な
き

　
　
〈
吉
〉
か
る
ら
か
に　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
は
か
な

　
　
〈
大
〉
心
々
に　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
〉
ま
か
り
に
け
侍
な
ま
し

　
　
〈
紅
〉
わ
か
心
々
に　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
ま
か
り
に
け
な
ま
し

　
　
〈
吉
〉
心
〳
〵
に　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
ま
か
り
に
け
侍
な
ま
し

　
　

　
　
〈
大
〉
心
く
る
し
う
／
〈
朱
〉
△
△
△
〈
削
〉

　
　
〈
紅
〉
心
く
る
し
う
な
む
女
は
お
ほ
し
け
る

　
　
〈
吉
〉
心
く
る
し
う

　
　
〈
大
〉
人
し
れ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
〈
大
〉
は
か
〳
〵
し
う
も

　
　
〈
紅
〉
人
し
れ
す　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
は
か
〳
〵
し
う
物
も

　
　
〈
吉
〉
人
し
れ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
は
か
〳
〵
し
う
も

　
　
〈
大
〉
け
ち
か
う　
　
　
　
　
　
　
〈
大
〉
み
てる

こ
を
そ
〈
朱
〉

こ
そ
を

　
　
〈
紅
〉
け
た
か
う　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
み
る
こ
を

　
　
〈
吉
〉
け
た
か
う　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
み
る
こ
を

　
　
〈
大
〉
お
ほ
い
て
さ
ら
は
世
の
た
と
ひ
の
ゝ
ち
の
お
や
を
そ
れ
と
お
ほ
い
て

　
　
〈
紅
〉
お
ほ
い
て
さ
ら
は
世
の
た
と
ひ
の
の
ち
の
を
そ
れ
と
お
ほ
い
て

　
　
〈
吉
〉
お
ほ
い
て
さ
ら
は
世
の
た
と
ひ
の
ゝ
ち
のを

イ

そ
れ
と
お
ほ
い
て

　
　
〈
大
〉
う
ち
す
し　
　
　
　
　
　
　
〈
大
〉
ま
つ
こ
の

　
　
〈
紅
〉
す
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
ま
つ

　
　
〈
吉
〉
す
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
ま
つ
こ
の

　
　
〈
大
〉
わ
な
ゝ
か
る

　
　
〈
紅
〉
わ
な
ゝ
か
る
ゝ

　
　
〈
吉
〉
わ
な
ゝ
か
る

　
　
〈
大
〉
う
し
ろ
め
た
く
の
み
こ
そ
と

　
　
〈
紅
〉
う
し
ろ
め
た
く
こ
そ
と

　
　
〈
吉
〉
う
し
ろ
め
た
く
の
み
こ
そ
と

　
　
〈
大
〉
見
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
〈
大
〉
か
た
よ
り
に

　
　
〈
紅
〉
み
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
〈
紅
〉
か
た
よ
り
に

　
　
〈
吉
〉
み
て
こ
そ　
　
　
　
　
　
　
〈
吉
〉
か
た
よ
り
に
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胡
蝶
巻
に
お
い
て
、（
Ｃ
）
と
同
じ
く
ら
い
の
校
異
数
で
、（
Ｄ
）
大
島
本
と
紅
梅

本
も
非
常
に
近
似
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
大
島
本
と
紅
梅
本
の
校
異
箇
所
の
大
島
本

の
表
記
は
、
吉
川
本
と
同
じ
場
合
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
本
文
は
大
元
が
同

じ
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
校
合
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
大
島
本
〈
大
〉
以
外
の
諸
写
本
と
、
三
種
（
紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川

本
）
の
校
異
箇
所
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
。

　
（
Ｅ
）
三
種
の
校
異
箇
所
と
他
系
統
写
本
と
の
比
較

　
　

＊
比
較
し
た
諸
写
本

（
20
）

…
大
島
本
〈
大
〉

	

尾
州
家
本
（
尾
）
／
保
坂
本
（
保
）
／
陽
明
家
本
（
陽
）
／
国
冬
本
（
国
）

／
麦
生
本
（
麦
）
／
阿
里
莫
本
（
阿
）

　
　
〈
大
〉
か
ち
と
り
の
（
国
）

　
　
〈
紅
〉
か
ち
と
り
の

　
　
〈
吉
〉
か
ち
と
り
の

　
　
〈
天
〉
か
ち
と
り
（
尾
）（
保
）（
陽
）（
麦
）（
阿
）

　
　

　
　
〈
大
〉
き
し
よ
り
（
尾
）（
麦
）（
国
）

　
　
〈
紅
〉
ゝ
し
よ
り
（
き
し
よ
り
）（
保
）（
陽
）

　
　
〈
吉
〉
こ
し
ま
よ
り

　
　
〈
天
〉
岸
よ
り
（
阿
）

　
　
〈
大
〉
つ
か
ひ
を
（
国
）

　
　
〈
紅
〉
つ
か
ひ
を

　
　
〈
吉
〉
つ
か
ひ
を

　
　
〈
天
〉
つ
か
ひ
（
尾
）（
保
）（
陽
）（
麦
）（
阿
）

　
　
〈
大
〉
は
か
な
（
国
）

　
　
〈
紅
〉
は
か
な
き
（
尾
）（
保
）（
陽
）（
麦
）（
阿
）

　
　
〈
吉
〉
は
か
な

　
　
〈
天
〉
は
か
な
く

　
　
〈
大
〉
心
々
に
（
保
）（
陽
）（
国
）

　
　
〈
紅
〉
わ
か
心
々
に

　
　
〈
吉
〉
心
〳
〵
に

　
　
〈
天
〉
心
々
に

　
　
（
尾
）
こ
ゝ
ろ
〳
〵
に

　
　
（
麦
）
を
い
〳
〵
に

　
　
（
阿
）
を
ひ
〳
〵
に

　
　
〈
大
〉
た
ち
そ
ひ
て
（
尾
）（
保
）（
陽
）（
国
）

　
　
〈
紅
〉
た
ち
そ
ひ
て

　
　
〈
吉
〉
た
ち
そ
ひ
て

　
　
〈
天
〉
あ
そ
ひ
て
（
麦
）（
阿
）

　
　
〈
大
〉
ま
か
り
に
け
侍
な
ま
し
（
国
）

　
　
〈
紅
〉
ま
か
り
に
け
な
ま
し
（
保
）（
陽
）（
麦
）（
阿
）

　
　
〈
吉
〉
ま
か
り
に
け
侍
な
ま
し
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〈
天
〉
ま
か
り
に
け
侍
り
な
ま
し

　
　
（
尾
）
ま
か
り
に
け
は
へ
り
な
ま
し

　
　
〈
大
〉
の
こ
る
な
く
（
尾
）（
保
）（
陽
）

　
　
〈
紅
〉
の
こ
り
な
く
（
国
）（
麦
）

　
　
〈
吉
〉
の
こ
る
な
く

　
　
〈
天
〉
の
こ
る
な
く

　
　
（
阿
）
残
り
な
く

　
　
〈
大
〉《
該
当
本
文
な
し
》（
尾
）（
保
）（
国
）

　
　
〈
紅
〉《
該
当
本
文
な
し
》

　
　
〈
吉
〉《
該
当
本
文
な
し
》

　
　
〈
天
〉
日
（
麦
）（
阿
）

　
　
（
陽
）
ひ

　
　
〈
大
〉
ひ
と
か
さ
ね
（
尾
）（
国
）

　
　
〈
紅
〉
ひ
と
か
さ
ね

　
　
〈
吉
〉
ひ
と
か
さ
ね

　
　
〈
天
〉
ひ
と
へ
か
さ
ね
（
保
）（
陽
）（
麦
）（
阿
）

　
　
〈
大
〉
心
く
る
し
う
〈
朱
〉
△
△
△
〈
削
〉

　
　
〈
紅
〉
心
く
る
し
う
な
む
女
は
お
ほ
し
け
る

　
　
〈
吉
〉
心
く
る
し
う

　
　
〈
天
〉
心
く
る
し
う
な
む
女
君
は
お
ほ
し
け
る

　
　
（
陽
）
く
る
し
く
な
ん
（
麦
）

　
　
（
保
）
こ
ゝ
ろ
く
る
し
く
そ
な
ん

　
　
（
尾
）
こ
ゝ
ろ
く
る
し
う
な
ん

　
　
（
阿
）
心
く
る
し
く
な
ん

　
　
（
国
）
こ
ゝ
ろ
く
る
し
う

　
　
〈
大
〉
き
み
を
な
ん

　
　
〈
紅
〉
君
を
な
む

　
　
〈
吉
〉
君
を
な
ん
（
国
）

　
　
〈
天
〉
宮
を
な
む

　
　
（
麦
）（
阿
）
宮
な
む

　
　
（
陽
）
君
を
な
ん

　
　
（
保
）
き
み
を
な
ん

　
　
（
尾
）
み
や
を
な
ん

　
　
〈
大
〉
け
ち
か
う

　
　
〈
紅
〉
け
た
か
う
（
国
）

　
　
〈
吉
〉
け
た
か
う

　
　
〈
天
〉
け
ち
か
う

　
　
（
陽
）
け
ち
か
く

　
　
（
保
）
け
たち

か
う

　
　
（
尾
）
け
た
か
く
（
麦
）（
阿
）

　
　
〈
大
〉
み
てる

こ
を
そ
〈
朱
〉

こ
そ
を
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〈
紅
〉
み
る
こ
を
（
国
）（
尾
）（
阿
）

　
　
〈
吉
〉
み
る
こ
を

　
　
〈
天
〉
み
る
こ
を

　
　
（
陽
）
し
ゝ
う
を

　
　
（
保
）
み
しる

こ

と

こ
そ
を

　
　
（
麦
）
み
こ
を

　
　

　

三
種
の
校
異
箇
所
と
諸
写
本
を
比
較
す
る
と
、
全
体
と
し
て
は
、
河
内
本
系
統
や

麦
生
本
・
阿
里
莫
本
な
ど
と
近
似
す
る
表
記
が
見
え
る
。
紅
梅
本
は
大
島
本
・
吉
川

本
に
近
似
し
、
大
島
本
と
の
校
異
表
記
は
国
冬
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。
吉
川

本
は
紅
梅
本
・
大
島
本
に
近
似
し
、
こ
の
二
種
と
の
校
異
表
記
は
国
冬
本
・
陽
明
文

庫
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
あ
る
。
吉
川
本
に
関
す
る
独
自
異

文
に
つ
い
て
は
、
誤
字
脱
字
と
思
え
る
箇
所
も
多
い
が
、
そ
れ
以
外
に
複
数
の
本
文

を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
天
理
本
は
紅
梅
本
・
吉
川
本
と
の
校
異

表
記
は
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
諸
写

本
を
校
合
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
伝
周
桂
本
の
本
文
を
中
心
と
し
て
考
察
し
、
紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川
本

の
胡
蝶
巻
本
文
を
比
較
検
証
し
た
。

　

天
理
本
は
紅
梅
本
に
比
べ
て
漢
字
表
記
が
圧
倒
的
に
多
く
、
字
母
レ
ベ
ル
に
お
い

て
あ
ま
り
相
関
性
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
吉
川
本
は
紅
梅
本
と
仮
名
表
記
や
字

母
レ
ベ
ル
で
も
共
通
表
記
が
多
く
、
大
島
本
と
同
じ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
で
紅
梅
本
と

の
近
似
性
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
紅
梅
本
と
天
理
本
よ
り
も
、
紅
梅
本
と
吉
川

本
の
ほ
う
が
よ
り
近
い
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
三
種
の
校
異
箇
所
は
、
河
内
本
系
統
や
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
な
ど
と
近
似

す
る
表
記
が
全
体
と
し
て
散
見
さ
れ
る
。紅
梅
本
の
校
異
表
記
は
国
冬
本
と
一
致
し
、

吉
川
本
の
校
異
表
記
は
国
冬
本
・
陽
明
文
庫
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
一
致
し
、

天
理
本
の
校
異
表
記
は
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
現
存
す
る

他
の
諸
写
本
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、三
条
西
家
本
の
〈
文
明
本
〉
→
〈
永
正
本
〉
→
〈
大
永
本
〉
→
〈
享
禄
本
〉

流
れ
の
中
で
考
え
る
と
、

　
　
〈
文
明
本
〉
→
転
写
本
と
さ
れ
る	

紅
梅
本

　
　
〈
永
正
本
〉
→
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る	

吉
川
（
陶
家
）
本

　
　
〈
大
永
本
〉
→
実
隆
と
周
桂
の
間
で
影
響
を
与
え
合
っ
た
と
さ
れ
る	

天
理
本

　
　
〈
享
禄
本
〉
→	

天
理
本	

を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
本
文
＝
日
大
本

と
い
う
伝
周
桂
本
群
と
三
条
西
家
本
の
相
関
性
が
見
え
て
く
る
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
三
種
の
本
文
（
紅
梅
本
・
天
理
本
・
吉
川
本
）
は
三
条
西
家
本

系
統
の
本
文
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
中
を
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
く
と
、

紅
梅
本
と
吉
川
本
が
よ
り
近
く
、
吉
川
本
と
天
理
本
が
よ
り
近
く
、
紅
梅
本
と
天
理

本
が
少
し
遠
い
本
文
で
あ
る
こ
と
が
、
胡
蝶
巻
の
本
文
の
比
較
検
討
か
ら
も
実
証
さ

れ
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、〈
大
永
本
〉
を
転
写
し
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

天
理
本
の
「
橋
姫
」「
椎
本
」「
絵
合
」「
松
風
」「
花
散
里
」
と
紅
梅
本
と
の
関
わ
り
、

吉
川
本
の
伝
周
桂
筆
と
さ
れ
る
「
総
角
」「
東
屋
」
と
紅
梅
本
と
の
関
わ
り
、そ
し
て
、

天
理
本
と
日
大
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
を
試
み
た
い
。
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注（
１
）	『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
四
年
）、『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第

二
版
）』（
小
学
館Japan	K

now
ledge

、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
年
）、『
日
本
人

名
大
辞
典
』（
講
談
社Japan	K

now
ledge

、
二
〇
〇
一
年
）。
廣
木
一
人
「
連
歌

師
の
一
面	
―
苧
公
事
と
宗
碩
・
宗
坡
・
周
桂
・
宗
仲
な
ど
―
」（『
文
学
』
第
一
二

巻
第
四
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
２
）	

三
種
の
本
文
は
以
下
の
も
の
を
参
照
し
、
自
ら
翻
刻
し
た
。

	

紅
梅
本
…
紅
梅
文
庫
旧
蔵
『
源
氏
物
語
』（
個
人
蔵
、
画
像
）。

	

天
理
本
…
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
伝
周
桂
筆
・
胡
蝶
巻

	

　
　
　
　
（
請
求
記
号
：
九
一
三
・
三
六
／
イ
八
三
、
紙
焼
き
）。

	

吉
川
本
…
吉
川
史
料
館
蔵
大
内
家
伝
来
『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
（
画
像
）。

（
３
）	

上
野
英
子
『
源
氏
物
語
三
条
西
家
本
の
世
界
―
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
』（
武

蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
年
）。

（
４
）	

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
５
）	『
実
隆
公
記
』
巻
五
上
、
巻
六
下
、
巻
七
、
巻
八
（
続
群
書
類
従
完
成
会
太
洋
社
、

一
九
五
七
～
一
九
六
三
年
）、
以
下
引
用
は
す
べ
て
同
じ
。

（
６
）	

上
野
英
子
「
紹
巴
本
源
氏
物
語
の
本
文
史
―
野
村
精
一
先
生
と
潮
廼
舎
文
庫
の
共

同
研
究
を
発
端
と
し
て
―
」（『
實
踐
國
文
學
』
九
四
号
、
二
〇
一
八
年
十
月
）。

（
７
）	

注
（
６
）
に
同
じ
。

（
８
）	『
天
理
図
書
館
叢
書
第
二
十
五
輯　

天
理
図
書
館
稀
書
目
録　

和
漢
書
之
部　

第

三
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
六
〇
年
、
三
五
七
頁
）。

（
９
）	

加
藤
昌
嘉
「
周
桂
本
『
源
氏
物
語
』」
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館

編
『
立
川
移
転
記
念
特
別
展
示
図
録　

源
氏
物
語　

千
年
の
か
が
や
き
』（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
十
月
、
一
三
三
頁
）。

（
10
）	

吉
川
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
源
氏
物
語
の
伝
来
と
享
受
の
研
究
』（
武

蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
11
）	

近
藤
清
石
著
・
三
坂
圭
治
校
訂
『
大
内
氏
実
録
』
列
伝
第
四
親
族
（
マ
ツ
ノ
書
店

復
刻
版
、
一
九
七
四
年
、
二
三
五
頁
）。

（
12
）	『
歴
名
土
代
』（『
群
書
類
従
』
第
二
十
九
、『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世
１
、

一
九
九
六
年
、
六
一
六
頁
）。

（
13
）	『
防
長
風
土
注
進
案
』
第
一
三
巻
、山
口
宰
判
下
「
第
廿
六　

上
宇
野
令
之
七
」（
マ

ツ
ノ
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
六
七
頁
）。

（
14
）	

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』（
請
求
記
号
：
九
一
三
・
三
六
／
イ

一
四
七
／
一
）。

（
15
）	

吉
川
本
の
筆
者
目
録
は
吉
川
史
料
館
蔵
に
拠
る
。
こ
の
「
逍
遙
院
殿
御
奥
書
源
氏

之
御
本
筆
者
目
録
」
は
す
で
に
、
渡
部
榮
『
源
氏
物
語
従
一
位
麗
子
之
研
究
』（
大

道
社
、
一
九
三
六
年
、
七
～
十
頁
）、
遠
藤
和
夫
「
大
内
家
伝
来
『
源
氏
物
語
』

書
写
者
の
人
々
」（『
源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討
と
新
提
言
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇

年
三
月
、
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
）
に
お
い
て
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	

木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）。

（
17
）	

周
桂
本
を
筆
跡
の
観
点
か
ら
も
確
認
し
た
が
、
伝
周
桂
筆
と
さ
れ
る
古
筆
類
、

「
五
四　

伊
予
千
句　

周
桂
」（『
芸
林
拾
葉
』
鶴
見
大
学
図
書
館
新
築
記
念
貴
重

書
図
録
、
一
九
八
六
年
）、「
一
六
一　

短
冊　

周
桂
」「
一
六
二　

書
状　

周
桂
」

（『
日
本
書
蹟
大
鑑
第
八
巻
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
）、「
一
五
二　

書
状　

周
桂
」

（『
古
筆
手
鑑
大
成
第
一
六
巻　

手
鑑
・
古
筆
手
鑑
』
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

蔵
、
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
と
比
較
し
て
み
た
が
、
吉
川
本
胡
蝶
巻
、

天
理
本
胡
蝶
巻
の
筆
跡
と
同
筆
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
18
）	

翻
刻
・
校
異
に
お
け
る
凡
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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・	

送
り
仮
名
の
「
い
・
ひ
・
ゐ
」「
む
・
ん
」「
う
・
く
」「
ほ
・
お
」「
う
・
ふ
」「
へ
・

え
」「
お
・
を
」「
ひ
・
う
」
の
区
別
は
し
な
い
。

	
（
例
）「
思
い
」「
思
ひ
」、「
さ
せ
ん
」「
さ
せ
む
」、「
め
つ
ら
し
う
」「
め
つ
ら
し
く
」、

「
ほ
ほ
え
む
」「
ほ
お
え
む
」、「
思
う
・
思
ふ
」、「
か
え
」「
か
へ
」、「
お
お
ふ
」「
を

お
ふ
」、「
思
ひ
」「
思
う
」
な
ど
。

・	

朱
墨
の
区
別
は
し
な
い
。

・	「
玉
」
は
「
給
」
に
統
一
。

・	

旧
字
体
・
異
体
字
は
、
現
行
の
漢
字
に
改
め
た
。

	

（
例
）「
長
恨
哥
」「
萬
」「
泪
」
→
「
長
恨
歌
」「
万
」「
涙
」
な
ど
。

・	

踊
り
字
の
記
号
は
、仮
名
一
字
の
繰
り
返
し「
ゝ
」、漢
字
一
字
の
繰
り
返
し「
々
」、

複
数
文
字
の
繰
り
返
し
「
〳
〵
」
の
三
種
と
し
た
。「
人
」
が
漢
字
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
続
く
踊
り
字
が
二
文
字
分
の
場
合
は
、「
々
」で
は
な
く
、「
〳
〵
」と
し
た
。

	

（
例
）「
こ
と
ゝ
」「
人
々
」「
ひ
と
〳
〵
」。

	

（
例
）「
事
ゝ
」
→
「
事
と
」
と
読
む
。「
事
々
」
→
「
こ
と
ご
と
」
と
読
む
。

	

（
例
）「
人
〳
〵
」。

・	

語
頭
に
踊
り
字
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
す
べ
て
に
対
し
て
カ
ッ
コ
を
付
し
て
読

み
を
開
い
た
。（
例
）「
ゝ
は
に
は
（
き
は
に
は
）」。

・	

漢
字
表
記
の
漢
字
と
仮
名
表
記
の
字
母
と
が
一
致
す
る
場
合
は
原
則
漢
字
と
し

た
。（
例
）「
見
く
る
し
」「
気
し
き
」
な
ど
。

・	「
无
（
む
・
も
・
ん
）」
→
基
本
的
に
は
「
む
」
と
表
記
し
た
が
、
文
脈
上
「
も
」

と
読
む
と
き
は
→
「
も
〈
判
読
〉」
と
し
た
。

・
傍
記
の
「
イ
」（
異
本
）
な
ど
の
部
分
は
本
文
表
記
で
は
対
象
と
し
な
い
。

・
ミ
セ
ケ
チ
の
あ
る
部
分
は
訂
正
後
の
本
文
表
記
で
対
校
し
た
。

・
補
入
の
部
分
は
補
入
後
の
本
文
表
記
で
対
校
し
た
。

（
19
）	

大
島
本
…
『
大
島
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

（
20
）	

諸
写
本
の
出
典
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・	

尾
州
家
本
…
『
尾
州
家
河
内
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
八
木
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）。

・	

保
坂
本
…
『
保
坂
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
）。

・	

陽
明
文
庫
本
…
『
陽
明
叢
書
国
書
篇　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
思
文
閣
出
版
、

一
九
七
九
年
）。

・	

国
冬
本
／
麦
生
本
／
阿
里
莫
本
…
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
六
巻
（
桜
楓
社
、

一
九
九
三
年
）、『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
六
巻
（
お
う
ふ
う
、二
〇
〇
九
年
）。
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三
条
西
家
本
系
統
諸
本
の
「
篝
火
」
巻
の
字
母
の
分
析

沼
　
尻
　
利
　
通

【
要
旨
】

　

本
稿
は
、
三
条
西
家
本
系
統
諸
本
九
本
の
、「
篝
火
」
巻
の
字
母
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
大
本
を
軸
と
し
て
、
諸
本
の
字
母
を
比
較
し
て
い
く
と
、
日
大
本
と
宸
翰
本

が
一
例
を
除
い
て
す
べ
て
字
母
が
一
致
す
る
。
字
母
の
一
致
と
い
う
点
で
は
、
書
陵
部
本
、
紅
梅
本
、
熊
大
本
が
、
例
え
ば
「
す
」
の
字
母
「
寿
」
が
三
本
と
も
巻
末
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
同
一
の
箇
所
の
字
母
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
三
本
は
関
係
の
あ
る
写
本
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
が
よ
り
近
似
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
り
」

の
字
母
「
李
」
の
使
用
箇
所
が
一
致
す
る
。
字
母
をN

-gram

分
析
に
か
け
、
複
数
字
の
組
み
合
わ
せ
を
考
察
し
て
も
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
近
似
し
て
お
り
、
関
係
の
あ
る
写

本
と
判
断
で
き
る
。
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は
じ
め
に

　
「
篝
火
」
巻
の
諸
本
の
字
母
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。
写
本
を
一
〇
本
、
古
活

字
本
を
四
本
、
整
版
本
を
六
本
の
合
計
二
〇
本
の
、「
篝
火
」
巻
で
の
平
仮
名
の
字

母
を
調
査
し
た

（
１
）。

こ
の
結
果
を
「「
篝
火
」
巻
の
表
記
と
字
母
」
と
し
て
ま
と
め

た
（
２
）。

た
だ
、
目
に
つ
い
た
写
本
を
、
闇
雲
に
考
察
の
対
象
と
し
た
た
め
に
、
い

さ
さ
か
乱
暴
な
考
察
に
な
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
で
き
た
ら
、
写
本
の
同
じ
系
統

（
最
近
は
群
と
す
る
考
え
も
あ
る
）
の
字
母
を
分
析
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

系
統
を
考
え
る
さ
い
に
、
三
条
西
家
本
は
理
想
的
な
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
三
条
西

家
本
は
、
日
大
本
が
一
つ
の
基
準
た
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
日
大
本
は
影
印
が
公
刊

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
認
が
容
易
で
あ
る
。
理
想
的
な
「
も
の
さ
し
」
に
な
る

条
件
が
揃
っ
て
い
る
。例
え
ば
、定
家
本
を
基
準
に
し
た
い
、と
な
る
と
大
変
で
あ
る
。

定
家
本
の
系
統
は
、そ
も
そ
も
「
定
家
本
」
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
つ
き
ま
と
う
。

定
家
本
は
基
準
と
な
る
五
十
四
帖
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
が
な
く
、
ま
た
公
刊
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
古
書
と
し
て
流
通
し
な
い
も
の
も
多
く
、
確
認
に
手
間
取
る
。
大
島
本

が
即
ち
定
家
本
だ
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
島
本

が
公
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
認
が
容
易
で
あ
り
、
池
田
亀
鑑
に
よ
る
大
島
本

を
底
本
と
し
た
『
源
氏
物
語
大
成
』
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
島
本
を
一
つ
の
「
も
の

さ
し
」
と
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
大
島
本
は
定

家
本
と
は
即
断
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、大
島
本
は
そ
の
由
来
が
不
明
で
あ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
三
条
西
家
本
は
、
そ
れ
が
三
条
西
家
本
で
あ
る
と
い
う
由
来
か
ら
、

「
も
の
さ
し
」
に
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
稿
で
は
、
三
条
西
家
本
の
系
統
と
さ
れ
る
写
本
を
用
い
て
、
そ
の
字
母
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
使
用
し
た
三
条
西
家
本
系
統
の
諸
本
と
先
行
研
究

　

本
稿
で
使
用
し
た
三
条
西
家
本
系
統
の
本
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

「
日
大
本
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
』（
第
五
巻　

八
木
書
店　

一
九
九
五
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
た
。
こ
の
本
の
書
誌
等
は
、
こ
の

解
説
に
詳
し
い
（
五
五
九
～
五
六
〇
頁
）。「
宸
翰
本
」
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
桂

宮
本
で
、
請
求
番
号
が
五
五
四
・
八
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
宮
内
府
図
書
寮
編
『
図

書
寮
典
籍
解
題
文
学
篇
』（
国
立
書
院　

一
九
四
八
年　

一
四
一
～
一
四
二
頁
）
に

詳
細
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
本
書
は
延
宝
六
七
年
頃
の
書
写
と
推

定
さ
れ
、
最
後
の
夢
浮
橋
の
巻
は
霊
元
天
皇
の
宸
写
で
あ
る
」
と
あ
り
、
大
津
有
一

の
「
諸
本
解
題
」（
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
事
典
』
下
巻　

東
京
堂　

一
九
六
〇
年　

一
三
五
頁
）
で
は
「
書
陵
部
蔵
霊
元
院
宸
翰
源
氏
物
語
」
と
あ
る
。
結
論
を
先
取
り

す
る
と
、
こ
の
宸
翰
本
は
日
大
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿

で
は
と
り
あ
げ
て
は
い
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
も
う
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
宸
翰

本
の
三
条
西
家
本
系
統
の
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
請
求
番
号
が
五
五
四
・
九
の
も
の

で
、
大
津
有
一
「
諸
本
解
題
」
で
は
「
書
陵
部
蔵
後
陽
成
院
宸
翰
源
氏
物
語
」
と
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
後
陽
成
院
宸
翰
本
は
、「
葵
」
巻
、「
篝
火
」

巻
、「
紅
梅
」
巻
の
三
巻
を
欠
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
篝
火
」
巻
を
調
査
す
る
た
め
、

残
念
な
が
ら
こ
の
本
は
考
察
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い

（
３
）。「

京
大
本
」
は
、
京
都

大
学
中
院
文
庫
本
の
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
入
手
可
能
で
あ
る
。
な
お
、

「
篝
火
」
巻
の
奥
書
に
、
日
大
本
、
宸
翰
本
と
同
じ
く
「
享
禄
三
八
廿
八
書
了
九
月

十
四
校
了
／
五
枚
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。「
書
陵
部
本
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、
宮
内
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庁
書
陵
部
の
三
条
西
家
本
で
あ
る
。
先
に
見
た
、
霊
元
院
宸
翰
本
や
後
陽
成
院
宸
翰

本
と
は
違
う
本
。
新
典
社
か
ら
複
製
本
が
出
て
い
る
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
。
こ

の
本
は
、
山
岸
徳
平
校
注
の
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
の
底
本
に
採
用
さ

れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
発
見
当
時
は
こ
れ
こ
そ
青
表
紙
証
本
と
さ
れ
た
が
、
研

究
が
す
す
む
に
つ
れ
て
諸
家
の
本
と
取
り
集
め
た
寄
合
書
き
の
本
と
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る

（
４
）。

た
だ
し
、「
篝
火
」
巻
だ
け
は
、三
条
西
実
隆
の
筆
で
あ
る

（
５
）。

「
蓬
左
文
庫
本
」
は
、
蓬
左
文
庫
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
本
で
、
伝
貞
敦
親
王
等
寄

合
書
で
あ
る
。「
吉
川
本
」は
、現
在
、吉
川
史
料
館
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

（
６
）。「

篝

火
」
巻
に
は
極
札
が
付
さ
れ
、そ
こ
に
「
逍
遥
院
殿
御
息
／
西
室
殿
公
順
」
と
あ
る
。

筆
者
目
録
で
も
「
篝
火
」
巻
は
「
逍
遥
院
殿
御
息
西
室
殿
公
順
／
天
文
ノ
比
前
ニ
記
」

と
あ
る
。「
紅
梅
本
」
は
、
個
人
蔵
、「
熊
大
本
」
は
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
旧
蔵
、

両
本
と
も
三
条
西
家
の「
文
明
本
」に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る（

７
）。

「
早
大
本
」
は
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
入
手
可
能
で
あ
る
。

新
美
哲
彦
に
よ
る
と
、
嫁
入
本
の
よ
う
で
、
表
紙
裏
反
故
な
ど
か
ら
明
暦
二
年
以
降

元
禄
年
間
あ
た
り
の
製
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
８
）。

以
上
の
九
本
を
使
用
し
た

（
９
）。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
三
条
西
家
本
系
統
の
研
究
史
を
、
上
野

英
子
『
源
氏
物
語
三
条
西
家
本
の
世
界
』（
武
蔵
野
書
院　

二
〇
一
九
年
）
を
参
照

し
つ
つ
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
三
条
西
家
本
系
統
の
本
と
一
口
で
言
っ
て

も
、
そ
こ
に
は
大
ま
か
に
二
種
類
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
一
つ
は
、
三
条
西
家
本
の

家
本
。
い
ま
一
つ
は
、
三
条
西
家
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
写
本
、
と
い
う
違
い
で
あ
る
。

前
者
の
三
条
西
家
本
の
「
家
本
」
を
説
明
し
た
い
。
三
条
西
家
の
家
本
は
、
成
立
順

で
「
文
明
本
」「
永
正
本
」「
大
永
本
」「
享
禄
本
」
が
あ
っ
た
。
最
後
の
享
禄
本
が

日
大
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
五
十
四
帖
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
売
却
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
家
本
と
は
別
に
、
実
隆
は
頻
繁
に
源
氏
物
語
の
写
本
の
作
成
に
か
か
わ

り
、
実
隆
の
監
修
の
も
と
で
寄
合
書
き
の
本
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
実

隆
自
身
が
書
写
に
関
わ
っ
た
巻
は
、
自
身
の
家
本
を
底
本
と
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、

実
隆
が
書
写
し
て
い
な
い
巻
は
、
書
写
者
な
ど
の
家
に
あ
る
本
な
ど
を
底
本
と
し
た

よ
う
で
、
必
ず
し
も
三
条
西
家
の
家
本
と
同
じ
系
統
の
本
を
底
本
と
し
た
と
は
限
ら

な
い
。
こ
れ
ら
の
三
条
西
家
本
は
、
三
条
西
家
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
本
で
あ
り
、
実
隆

な
ど
が
書
写
に
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
実
隆
協
力
本
と
言
え
る
。
な

お
、
書
陵
部
本
は
寄
合
書
き
の
本
で
あ
り
、
三
条
西
家
本
の
家
本
と
し
て
は
扱
え
な

い
。
実
隆
協
力
本
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
「
篝
火
」
巻
は
実
隆
自
筆
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
書
陵
部
本
の
「
篝
火
」
巻
に
限
れ
ば
、
こ
れ
は
三
条
西

家
の
「
家
本
」
を
底
本
と
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
家
本
は
文
明
本
で
間
違
い

は
な
い
。
な
お
、
文
明
本
は
売
却
さ
れ
、
こ
の
文
明
本
の
系
統
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
、
紅
梅
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
紅
梅
本
は
文
明
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
文
明
本

を
転
写
し
た
「
竹
園
上
臈
局
本
」
を
写
し
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
紅
梅
本
に
な
る
。

蓬
左
文
庫
本
は
享
禄
本
の
作
成
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
諸
本
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た

も
の
。
し
た
が
っ
て
、
日
大
本
に
近
似
す
る
と
さ
れ
る
。
吉
川
本
は
書
陵
部
本
と
同

じ
く
寄
合
書
き
で
あ
り
、
取
混
ぜ
本
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
実
隆
協
力
本
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
に
な
る
。
た
だ
、
も
し
実
隆
が
書
写
に
関
与
し
て
い
た
と
し
た
ら
、「
永

正
本
」
を
底
本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
、三
条
西
家
本
諸
本
の
本
文
異
同

　
　
　
　
　

―
日
大
本
の
異
文
注
記
を
軸
に
し
て
―

　

こ
れ
ら
の
三
条
西
家
諸
本
を
も
と
に
、
具
体
的
に
「
篝
火
」
巻
の
本
文
を
比
較
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い

（
10
）。「

篝
火
」
巻
で
は
傍
記
が
一
四
箇
所
あ
る
。
Ａ
「
と
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も
・あ

れ
イか

く
も
」（
一
八
九
頁
）、Ｂ
「
あ
ま
り
ふ

に
イ

か
き
」（
一
八
九
頁
）、Ｃ
「
こ
そ
お

と
イ

や
」

（
一
九
〇
頁
）、
Ｄ
「
ま
し
か
は

に
イ

は
ち
か
ま
し
き
」（
一
九
〇
頁
）、
Ｅ
「
ひ
め
君
お

は
イ	

ほ
し
ゝ
る
」（
一
九
〇
頁
）、
Ｆ
「
す
こ
し
く
も
か
く

れ
る
イ

る
ゝ
」（
一
九
一
頁
）、
Ｇ
「
そ

ひ
ふ
し
給
へ
るり

イ

か
ゝ
る
」（
一
九
二
頁
）、Ｈ
「
お
ほ
せ
は
・わ

た
り
給
な
ん
と
て

御
ま
へ
の
」（
一
九
二
頁
）、

Ｉ	「
け
し
き
・こ

と
に
イひ

ろ
こ
り
」（
一
九
二
頁
）、Ｊ
「
し
た
も
え
な
り
やけ

り
イと

」（
一
九
四
頁
）、

Ｋ
「
い
と
か
け本

无

す
ゝ
し
き
」（
一
九
五
頁
）、Ｌ
「
源
中
将
はイ

本
无は

ん
し
き
て
う
」（
一
九
六

頁
）、
Ｍ
「
頭
中
将
はイ

无

心
つ
か
ひ
し
て
」（
一
九
六
頁
）、
Ｎ
「
し
の
は
ぬ
・こ

とも
こ
そ
と
」

（
一
九
七
頁
）、
で
あ
る
。
こ
の
傍
記
に
は
大
ま
か
に
二
種
類
が
あ
る
。「
イ
」
と
他

本
と
校
合
し
た
痕
跡
が
わ
か
る
も
の
と
、「
イ
」
を
記
さ
ず
ミ
ス
を
後
か
ら
補
填
し

た
よ
う
な
も
の
、以
上
の
二
種
類
で
あ
る
。「
イ
」
の
付
さ
れ
た
も
の
は
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、

Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｉ
、
Ｊ
、
Ｌ
、
Ｍ
。「
イ
」
の
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
Ｈ
、
Ｋ
、

Ｎ
に
な
る
。
日
大
本
は
そ
の
作
成
で
、
様
々
な
本
を
校
合
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
う

し
た
校
合
の
結
果
が
傍
記
と
し
て
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
大
本
の
異
文
注
記
を
、
異
文
注
記
の
ま
ま
、
そ
っ
く
り
引
き
継
い
で
い
る
本
が
、

宸
翰
本
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
大
本
の
Ａ
「
と
も
・あ

れ
イか

く
も
」
の
異
文
注
記
が
、

宸
翰
本
に
お
い
て
も
「
と
も
・あ

れ
イか

く
も
」（
一
丁
表
）
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
異

文
注
記
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
。
宸
翰
本
で
は
、
Ａ
～
Ｎ
一
四
箇
所
が
す
べ

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
京
大
本
は
Ａ
～
Ｍ
一
三
箇
所
は
受
け
継
い
で
い
る
が
、
Ｎ

の
一
箇
所
、
日
大
本
「
し
の
は
ぬ
・こ

と

も
こ
そ
と
」
の
異
文
注
記
が
、
京
大
本
で
は
本

行
本
文
化
し
て
「
し
の
は
ぬ
こ
と
も
こ
そ
」（
五
丁
表
）
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
宸
翰
本
と
京
大
本
は
日
大
本
を
親
本
と
す
る
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

日
大
本
の
見
せ
消
ち
は
三
例
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
見
せ
消
ち
を
施
し
て
か
ら
異
文

注
記
す
る
例
は
Ｇ
の
一
例
あ
る
。
ほ
か
二
例
は
、冒
頭
の
「
こ
の
こ
ろ
の
世
の
人
の
」

（
一
八
九
頁
）
の
「
の
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
宸
翰
本
と
京
大
本
も
受
け
継
い
で
い
る

（
と
も
に
一
丁
表
）。「
ひ
や
ゝ
か
に
て
あ
て
は
か
な
る
」（
一
九
三
頁
）
の
「
て
」
で
、

こ
の
見
せ
消
ち
を
宸
翰
本
は
受
け
継
い
で
お
ら
ず
（
三
丁
表
）、
京
大
本
は
受
け
継

い
で
い
る
。

　

日
大
本
、
宸
翰
本
、
京
大
本
の
三
本
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

し
か
し
、
一
箇
所
、
京
大
本
は
、
日
大
本
の
本
行
本
文
を
、
傍
記
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
書
写
の
ミ
ス
を
傍
記
で
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
大
本
で
「
秋
に
な

り
に
け
り
」（
一
九
五
頁
）
の
と
こ
ろ
、
宸
翰
本
は
同
じ
で
あ
る
（
四
丁
表
）
が
、

京
大
本
は
「
秋
に
な
り
・に

け
り
」（
四
丁
表
）
と
「
に
」
を
傍
記
す
る
。

　

宸
翰
本
、京
大
本
に
つ
い
て
、簡
単
に
振
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。両
本
の
関
係
は
、

日
大
本
を
親
と
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
両
本
の
関
係
性
は
い
わ
ば
兄
弟
の

関
係
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
京
大
本
が
兄
で
宸
翰
本
が
弟
で
あ
る
。
京
大
本
は
、
川

島
絹
江
に
よ
っ
て
「
中
院
文
庫
本
」
と
し
て
簡
潔
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
「
三
条
西
家
旧
蔵
証
本
（
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
）
と
極
め
て

近
く
、
用
字
の
多
少
の
違
い
の
他
は
、
一
面
十
行
、
字
配
り
、
合
点
、
朱
点
、
ミ
セ

ケ
チ
ま
で
一
致
」
と
し
て
、
伝
来
は
「
三
条
西
家
旧
蔵
日
大
証
本
と
同
じ
奥
書
が
あ

る
他
、
江
戸
時
代
前
期
の
年
号
も
奥
書
に
み
ら
れ
、
三
条
西
家
か
ら
借
り
出
し
た
証

本
を
書
写
し
た
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
。
書
写
者
は
通
茂
か
」
と
さ
れ
て
い
る

（
11
）。

こ
の
「
三
条
西
家
旧
蔵
日
大
証
本
と
同
じ
奥
書
」
と
は
、
日
大
本
「
夢
浮
橋
」
巻
巻

末
に
あ
る
享
禄
四
年
の
奥
書
で
あ
り
、「
江
戸
時
代
前
期
の
年
号
も
奥
書
に
み
ら
れ
」

は
、
京
大
本
「
夢
浮
橋
」
巻
巻
末
の
「
慶
安
第
二
仲
夏
末
」
の
奥
書
で
あ
る
。
宸
翰

本
の
詳
細
は
、
先
に
示
し
た
宮
内
府
図
書
寮
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題
文
学
篇
』
に
よ

る
と
延
宝
六
七
年
頃
の
書
写
と
さ
れ
る
。
宸
翰
本
は
、
日
大
本
が
「
夕
霧
」
巻
を
欠

く
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
印
が
出
版
さ
れ
る
に
さ
い
し
て
、
日
大
本
の
欠
を
補
う
た
め
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に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
解
説
で
は
、「
霊
元
院
本
は
他
の
巻
で
調
べ
て
み
る
と
行
詰
、

漢
字
仮
名
は
む
ろ
ん
の
こ
と
字
母
字
形
、
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
い
た
る
ま
で
全
く

原
本
の
姿
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
い
る

（
12
）」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め

る
と
、
京
大
本
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
年
）
頃
の
成
立
で
、
宸
翰
本
は
延
宝
六
年

～
七
年
（
一
六
七
八
～
一
六
七
九
年
）
頃
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
京
大
本
の
方
が

二
〇
年
以
上
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
宸
翰
本
は
原
本
の
日
大

本
を
そ
の
ま
ま
丁
寧
に
臨
模
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

書
陵
部
本
は
寄
合
書
き
で
あ
る
が
、「
篝
火
」
巻
は
三
条
西
実
隆
の
手
に
な
る
本

で
あ
る
。
三
条
西
家
の
家
本
で
は
文
明
本
を
底
本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
紅
梅
本
は
そ
の
文
明
本
を
写
し
た
本
を
転
写
し
た
も
の
を
底
本
と
し
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
日
大
本
と
書
陵
部
本
・
紅
梅
本
・
熊
大
本
の
比
較
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。
書
陵
部
本
の
異
文
注
記
は
二
箇
所
あ
る
が
、
ど
れ
も
日
大
本
と
関
連
す
る
の

で
あ
る
。
書
陵
部
本
で
の
「
し
た
も
え
な
り
やけ

り
イと

」（
六
頁
）
は
、
日
大
本
の
異
文

注
記
の
Ｊ
「
し
た
も
え
な
り
やけ

り
イと

」
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
陵
部
本
「
い
と	

・
す

か
け
イ

ゝ
し
き
」（
七
頁
）
は
、
日
大
本
で
は
Ｋ
「
い
と
か
け本

无

す
ゝ
し
き
」（
一
九
五
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
日
大
本
の
傍
記
「
本
无
」
は
「
か
け
」
の
箇
所
は
校
合
し
た
本
に

は
無
い
、
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
で
あ

る
。
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
前
者
の
日
大
本「
し
た
も
え
な
り
やけ

り
イと

」の
と
こ
ろ
は「
し

た
も
え
な
り
や
と
」（
と
も
に
三
丁
裏
）
と
あ
り
、
異
文
注
記
は
な
い
。
後
者
の
日

大
本
「
い
と
・
す

か
け
イ

ゝ
し
き
」
も
紅
梅
本
・
熊
大
本
は
「
い
と
す
ゝ
し
き
」（
と
も
に

四
丁
表
）
で
あ
り
「
か
け
」
を
本
行
本
文
化
す
る
こ
と
も
、
ま
た
異
文
注
記
に
す
る

こ
と
も
な
い
。
紅
梅
本
・
熊
大
本
に
は
、
日
大
本
と
書
陵
部
本
の
異
文
注
意
記
の
影

響
は
見
ら
れ
な
い
。

　

日
大
本
で
は
異
文
注
記
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
書
陵
部
本
で
は
本
行
本
文
と

な
っ
て
い
る
例
が
一
例
あ
る
。
日
大
本
Ｂ
「
あ
ま
り
ふ

に
イ

か
き
」
が
、
書
陵
部
本
と
紅

梅
本
・
熊
大
本
と
も
に
「
あ
ま
り
に
ふ
か
き
」（
書
陵
部
本
、
一
頁
・
紅
梅
本
、
熊

大
本
と
も
に
一
丁
表
）
と
本
行
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
大
本
で
は
異
文
注

記
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
書
陵
部
本
で
は
見
せ
消
ち
に
な
る
例
も
一
例
あ
る
。
日

大
本
Ｃ
「
こ
そ
お

と
イ

や
」
は
、書
陵
部
本
で
は
「
こ
そ
と
お
や
」（
二
頁
）
で
、紅
梅
本
・

熊
大
本
は「
こ
そ
お
や
」（
と
も
に
一
丁
裏
）と
な
っ
て
い
る
。日
大
本
と
書
陵
部
本
は
、

そ
の
異
文
注
記
箇
所
の
ポ
イ
ン
ト
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
関
連
の
あ
る
本
と
考
え

る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
日
大
本
と
は
い
さ
さ
か
距

離
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

吉
川
本
、
蓬
左
文
庫
本
、
早
大
本
の
三
本
と
日
大
本
の
異
文
注
記
箇
所
の
比
較
を

考
察
し
た
い
。
日
大
本
の
傍
記
の
本
文
が
、
そ
の
ま
ま
本
行
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
、
こ
れ
ら
三
本
に
は
多
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三
本
は
、
日
大
本
を
作
成
す

る
に
さ
い
し
て
参
考
と
な
っ
た
他
本
（
も
し
く
は
、
そ
の
他
本
の
系
統
の
本
）
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
日
大
本
Ａ
「
と
も
・あ

れ
イか

く
も
」

が
、
吉
川
本
、
蓬
左
文
庫
本
、
早
大
本
と
も
に
「
と
も
あ
れ
か
く
も
」（
三
本
と
も

一
丁
表
）
と
本
行
本
文
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
例
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
大
本
で
は

異
文
注
記
と
な
る
と
こ
ろ
が
本
行
本
文
に
な
っ
て
い
る
例
は
、
吉
川
本
は
九
例
、
蓬

左
文
庫
本
、
早
大
本
と
も
に
一
〇
例
が
確
認
で
き
る

（
13
）。

　

日
大
本
の
異
文
注
記
箇
所
を
検
討
し
て
い
く
と
、
日
大
本
の
直
接
の
関
係
に
あ
る

本
は
、
宸
翰
本
と
京
大
本
と
言
え
る
。
そ
し
て
日
大
本
の
異
文
注
記
箇
所
が
、
書
陵

部
本
と
も
い
く
つ
か
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
た
だ
書

陵
部
本
の
底
本
と
し
た
文
明
本
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
紅
梅
本
・
熊
大
本
は
、

日
大
本
と
は
直
接
の
関
係
に
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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三
、 

三
条
西
家
本
諸
本
の
字
母
か
ら
見
た
関
係
性

　

三
条
西
家
本
の
字
母
の
用
い
ら
れ
方
を
、
数
字
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。
調
査
し

た
三
条
西
家
本
諸
本
の
字
母
デ
ー
タ
は
、
本
稿
の
末
尾
に
一
覧
表
で
載
せ
て
い
る
。

字
母
の
用
い
ら
れ
る
数
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

日
大
本
：
九
九　
　
　
　
　

宸
翰
本
：
九
九　
　
　
　

京
大
本
：
八
〇

書
陵
部
本
：
九
九　
　
　
　

紅
梅
本
：
一
〇
〇　
　
　

熊
大
本
：
九
五

蓬
左
文
庫
本
：
九
八　
　
　

吉
川
本
：
九
一　
　
　
　

早
大
本
：
九
〇

　

使
わ
れ
て
い
る
字
母
の
数
の
多
い
順
か
ら
み
る
と
、
紅
梅
本
≳
日
大
本
＝
宸
翰
本

＝
書
陵
部
本
≳
蓬
左
文
庫
本
≳
熊
大
本
≳
吉
川
本
≳
早
大
本
≳
京
大
本
と
な
る
。
し

ば
し
ば
、
使
わ
れ
て
い
る
字
母
の
数
が
多
い
ほ
ど
古
い
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
傾
向
で
あ
り
、
絶
対
的
な
基
準
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
各
本
の
漢
字
含
有
率
を
調
査
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た

（
14
）。

日
大
本
：
合
計
一
四
六
三
、
ひ
ら
が
な
一
三
四
九
、
漢
字
一
一
三
（
七
．
七
％
）

宸
翰
本
：
合
計
一
四
六
三
、
ひ
ら
が
な
一
三
四
九
、
漢
字
一
一
三
（
七
．
七
％
）

京
大
本
：
合
計
一
四
六
四
、
ひ
ら
が
な
一
三
五
〇
、
漢
字
一
一
三
（
七
．
七
％
）

書
陵
本
：
合
計
一
四
七
三
、
ひ
ら
が
な
一
三
五
一
、
漢
字
一
二
二
（
八
．
二
％
）

紅
梅
本
：
合
計
一
四
六
三
、
ひ
ら
が
な
一
三
三
八
、
漢
字
一
二
四
（
八
．
五
％
）

熊
大
本
：
合
計
一
四
五
六
、
ひ
ら
が
な
一
三
二
六
、
漢
字
一
三
〇
（
八
．
九
％
）

蓬
左
本
：
合
計
一
四
六
四
、
ひ
ら
が
な
一
三
四
六
、
漢
字
一
一
八
（
八
．
一
％
）

吉
川
本
：
合
計
一
四
九
八
、
ひ
ら
が
な
一
四
〇
五
、
漢
字
九
三
（
六
．
二
％
）

早
大
本
：
合
計
一
四
九
七
、
ひ
ら
が
な
一
三
九
六
、
漢
字
一
〇
一
（
六
．
八
％
）

　

日
大
本
・
宸
翰
本
・
京
大
本
は
ほ
ぼ
漢
字
含
有
率
は
近
似
し
、
書
陵
部
本
・
紅
梅

本
・
熊
大
本
も
お
お
よ
そ
近
似
す
る
が
、
熊
大
本
が
漢
字
を
い
さ
さ
か
多
く
使
う
傾

向
に
あ
る
。
吉
川
本
と
早
大
本
は
あ
ま
り
漢
字
を
使
わ
な
い
傾
向
が
見
え
た
。

　

三
条
西
家
本
諸
本
の
字
母
に
は
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず

は
、
日
大
本
と
宸
翰
本
の
字
母
の
一
致
で
あ
る
。
諸
本
の
冒
頭
部
分
の
み
を
見
比
べ

て
み
た
い
。
な
お
、
字
母
を
横
に
そ
ろ
え
て
比
較
す
る
た
め
に
、
異
同
箇
所
や
漢
字

等
で
文
字
が
ず
れ
る
と
こ
ろ
に
は
「
・
」
を
付
し
て
あ
る
。

【
翻
刻
】
こ
の
こ
ろ
の
世
の
人
の
こ
と
く
さ
に
う
ち
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
い
ま

【
日
大
】
古
乃
己
路
能
世
乃
人
乃
己
止
久
左
仁
宇
知
乃
大	

・
以
止
能
ゝ
以
末

【
宸
翰
】
古
乃
己
路
能
世
乃
人
乃
己
止
久
左
仁
宇
知
乃
大	

・
以
止
能
ゝ
以
末

【
京
大
】
己
能
己
呂
乃
世
乃
人
能
己
止
久
左
爾
宇
知
能
大	

・
以
止
乃
ゝ
以
末

【
書
陵
】
古
乃
己
呂	

・
世
能
人
乃
古
止
久
佐
爾
宇
知
能
大	

・
以
止
能
ゝ
以
万

【
紅
梅
】
己
乃
己
呂	

・
世
能
人
農
己
止
久
佐
爾
宇
地
乃
於
本
以
止
乃
ゝ
以
万

【
熊
大
】
己
乃
己
呂	

・
世
能
人
乃
己
止
久
佐
爾
宇
地
乃
於
本
以
止
乃
ゝ
以
万

【
吉
川
】
己
能
古
路	

・
世
乃
人
乃
古
登
久
佐
爾
内	

・
能
於
保
以
止
能
ゝ
以
満

【
蓬
左
】
古
乃
己
路	

・
世
乃
人
濃
己
止
久
左
仁
宇
知
乃
於
本
以
止
乃
ゝ
以
満

【
早
大
】
古
乃
己
呂	

・
世
乃
人
農
己
止
久
左
仁
宇
知
能
於
保
以
止
乃
ゝ
以
末

　

日
大
本
と
宸
翰
本
は
字
母
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。
京
大
本
は
日
大
本
を
写
し

て
は
い
る
が
字
母
レ
ベ
ル
ま
で
は
一
致
し
て
い
な
い
。
日
大
本
と
宸
翰
本
を
見
比
べ

る
と
、
一
丁
の
字
配
り
・
改
行
箇
所
な
ど
が
一
致
し
、
そ
れ
は
字
母
レ
ベ
ル
に
お
い

て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
宸
翰
本
は
日
大
本
を
コ
ピ
ー
し
た
か
の
如
く
で
あ

る
。
た
だ
し
、
宸
翰
本
に
は
一
箇
所
の
み
字
母
を
変
え
て
い
る
。
日
大
本
「
あ
た
り

な
と
」（
一
九
三
頁
）
の
字
母
は
「
阿
多
利
奈
止
」
で
あ
る
が
、
宸
翰
本
は
「
阿
多

里
奈
止
」（
三
丁
表
）
と
「
里
」
に
な
っ
て
い
る
。
京
大
本
は
「
安
多
利
奈
止
」（
三

丁
表
）
で
「
り
」
は
日
大
本
と
同
じ
「
利
」
で
あ
る
。
こ
の
一
箇
所
は
、
ケ
ア
レ
ス

ミ
ス
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
こ
の
ミ
ス
以
外
は
、
宸
翰
本
の
字
母
は
日
大
本
の
字
母
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と
す
べ
て
一
致
す
る
。
宸
翰
本
は
字
母
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
日
大
本
の
忠
実
な
臨
模

本
と
評
価
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
京
大
本
は
そ
こ
ま
で
の
配
慮
は
し
て
お
ら
ず
、

書
写
者
の
書
き
や
す
い
字
母
に
変
更
す
る
こ
と
が
多
い
。
京
大
本
は
親
本
の
字
母
に

ま
で
は
配
慮
し
た
書
写
で
は
な
い
。

　

ま
た
、冒
頭
部
分
の
比
較
で
注
目
す
べ
き
は
、紅
梅
本
と
熊
大
本
の
「
ち
」
の
「
地
」

で
あ
る
。「
う
ち
の
お
ほ
い
と
の
」
の
「
ち
」
を
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
「
地
」
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
日
大
本
、
宸
翰
本
、
京
大
本
、
書
陵

部
本
、
蓬
左
文
庫
本
、
早
大
本
が
す
べ
て
「
知
」
を
用
い
、
吉
川
本
は
「
内
」
と
漢

字
に
す
る
。「
ち
」
の
字
母
は
「
知
」
と
「
地
」
が
あ
る
が
、日
大
本
・
宸
翰
本
は
「
知
」

を
多
く
使
い
、「
地
」は
一
例
の
み
。
京
大
本
は「
知
」だ
け
を
使
う
。
書
陵
部
本
は「
地
」

が
一
二
例
、「
知
」
が
一
一
例
で
、「
地
」
を
多
く
使
う
。
紅
梅
本
は
「
知
」
が
一
三

例
、「
地
」
は
一
〇
例
で
、
熊
大
本
は
「
地
」
一
四
例
、「
知
」
九
例
で
あ
る
。
こ
う

し
て
見
る
と
、
書
陵
部
本
は
「
地
」
を
多
く
使
い
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
か
紅
梅
本
、

熊
大
本
と
も
に
「
地
」
を
そ
れ
な
り
に
使
う
傾
向
が
で
て
き
て
い
る
。

　
「
す
」
の
字
母
に
は
、「
春
」「
須
」「
寸
」「
寿
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
寿
」
を

用
い
る
三
条
西
家
本
は
書
陵
部
本
、
紅
梅
本
、
熊
大
本
の
三
本
し
か
な
い
。「
寿
」

を
用
い
る
頻
度
は
、
書
陵
部
本
は
一
例
、
紅
梅
本
は
三
例
、
熊
大
本
は
二
例
で
あ
る
。

こ
の
三
本
と
も
同
じ
箇
所
に
「
寿
」
を
用
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
篝
火
」
巻
の
末

尾
「
か
き
わ
た
さ
す
」
の
「
す
」
で
あ
る
。
書
陵
部
本
「
加
幾
和
多
佐
寿
」（
九
頁
）、

紅
梅
本
「
加
幾
和
多
佐
寿
」（
五
丁
裏
）、熊
大
本
「
加
幾
和
多
佐
寿
」（
五
丁
裏
）
と
、

三
本
そ
ろ
っ
て
「
寿
」
に
す
る
。
日
大
本
は
「
閑
幾
和
多
左
須
」（
一
九
八
頁
）
で

あ
る
。
こ
の
「
寿
」
の
三
本
そ
ろ
い
踏
み
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
こ
の
三
本

が
何
ら
か
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
類
推
さ
せ
る
。
書
陵
部
本
の
底
本
と
な
っ
た
文
明

本
も
「
寿
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
痕
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

書
陵
部
本
、
紅
梅
本
、
熊
大
本
に
は
、
使
用
頻
度
の
少
な
い
字
母
の
一
致
が
一
例

あ
る
。「
ゑ
」
の
「
衛
」
で
あ
る
。
和
歌
の
「
ゆ
く
ゑ
な
き
」
の
「
ゑ
」
で
、書
陵
部
本
、

紅
梅
本
と
も
に
「
由
久
衛
」（
六
頁
・
三
丁
裏
）
で
、
熊
大
本
は
「
行
衛
」（
三
丁
裏
）

で
あ
る
。
他
本
で
は
蓬
左
文
庫
本
が
書
陵
部
本
と
同
じ
く「
由
久
衛
」（
三
丁
裏
）で
、

早
大
本
は
熊
大
本
と
同
じ
く
「
行
衛
」（
四
丁
表
）
と
す
る
。
も
っ
と
も
、「
ゑ
」
は

そ
も
そ
も
使
用
頻
度
は
低
く
、「
篝
火
」
巻
で
は
三
例
し
か
出
て
い
な
い
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
偶
然
の
一
致
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
日
大
本
で
は
こ
こ
は
「
遊
久

恵
」（
一
九
四
頁
）
で
「
ゑ
」
は
「
恵
」
の
字
母
を
用
い
る
こ
と
が
他
本
で
は
多
い
。

こ
こ
の
字
母
の
用
い
ら
れ
方
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

紅
梅
本
と
熊
大
本
が
一
致
し
て
、
書
陵
部
本
と
は
異
な
る
と
い
う
例
も
あ
る
。
先

に
検
討
し
た
字
母
「
寿
」
で
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
が
「
寿
」
で
、
書
陵
部
本
が
「
寸
」

に
す
る
箇
所
が
あ
る
。「
お
ほ
す
に
」の
と
こ
ろ
が
書
陵
部
本「
於
保
寸
耳
」（
六
頁
）で
、

紅
梅
本
、
熊
大
本
と
も
に
「
於
本
寿
仁
」（
と
も
に
三
丁
裏
）
と
一
致
す
る
。
ほ
か
、

使
用
頻
度
の
少
な
い
字
母
で
「
り
」
の
「
李
」
で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
。「
さ
り
と
て
」

の
「
り
」
の
と
こ
ろ
、
書
陵
部
本
「
佐
利
止
天
」（
二
頁
）
で
「
利
」
で
あ
る
。
紅

梅
本
と
熊
大
本
は「
佐
李
止
天
」（
と
も
に
二
丁
表
）で「
李
」で
あ
る
。
字
母
の「
李
」

は
書
陵
部
本
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
「
李
」
を
一
例
用
い

て
い
る
。
こ
う
し
て
見
て
い
る
と
、
書
陵
部
本
と
紅
梅
本
、
熊
大
本
は
使
用
頻
度
の

少
な
い
字
母
を
同
一
箇
所
に
用
い
る
傾
向
が
あ
り
、
特
に
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
近
似

性
は
注
目
で
き
る
。

　

字
母
の
み
を
見
比
べ
て
い
く
と
、
日
大
本
と
宸
翰
本
は
字
母
レ
ベ
ル
で
も
一
例
の

例
外
は
あ
る
が
、
ほ
か
は
す
べ
て
同
一
と
言
っ
て
よ
く
、
ど
う
や
ら
日
大
本
・
宸
翰

本
・
京
大
本
は
ひ
と
ま
と
ま
り
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
書
陵
部

本
、
紅
梅
本
、
熊
大
本
も
ひ
と
ま
と
ま
り
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
で
き
そ
う
だ
が
、
紅
梅
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本
と
熊
大
本
は
よ
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
関
係
の
深
い
写
本
だ
と
判

断
で
き
そ
う
で
あ
る

（
15
）。

四
、 
三
条
西
家
本
諸
本
の
字
母
のN

-gram

分
析

　

三
条
西
家
本
諸
本
の
字
母
デ
ー
タ
を
、N

-gram

分
析
に
か
け
て
み
た
。N

-gram

分
析
は
、
テ
キ
ス
ト
を
ｎ
字
の
文
字
で
分
割
・
検
索
を
す
る
テ
キ
ス
ト
分
析
の
手
法

で
あ
る
。

　
【
参
考
】
に
そ
の
分
析
方
法
を
示
し
た
。
例
え
ば
、「
み
と
り
と
き
み
と
り
」
と
い

う
文
を
、
ｎ
＝
二
字
の
文
字
で
分
析
を
か
け
る
と
、「
み
と
」「
と
り
」「
り
と
」「
と

き
」「
き
み
」「
み
と
」「
と
り
」
の
二
文
字
に
分
割
し
て
、
一
文
字
ぶ
ん
を
ず
ら
し

て
検
索
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
文
に
は
、「
み
と
」
と
「
と
り
」
が
二

例
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
を
ｎ
＝
三
字
の
文
字
で
分
析
す
る
と
「
み
と
り
」

「
と
り
と
」「
り
と
き
」「
と
き
み
」「
き
み
と
」「
み
と
り
」
の
三
文
字
に
分
割
し
て
、

一
文
字
ぶ
ん
を
ず
ら
し
て
検
索
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
文
に
、「
み
と
り
」
が

二
例
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
文
中
よ
り
ｎ
字

の
同
一
の
文
字
列
を

検
出
す
る
の
で
あ
る
。

N
-gram

分
析
は
、
も

と
は
言
語
モ
デ
ル
の
分

野
で
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
文
章
や
話
し
言
葉

の
、
特
定
の
単
語
列
が

出
現
す
る
確
率
分
析
な
ど
を
お
こ
な
う
た
め
に
考
案
さ
れ
た
。
こ
の
手
法
を
古
典
文

学
の
テ
キ
ス
ト
に
応
用
す
る
こ
と
は
、
近
藤
み
ゆ
き
な
ど
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
（
16
）。

ま
た
、
近
年
注
目
で
き
る
の
は
、
齊
藤
鉄
也
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
こ
の

研
究
で
は
源
氏
物
語
の
写
本
の
系
統
分
類
を
お
こ
な
う
た
め
に
、N

-gram

分
析
が

活
用
さ
れ
て
い
る

（
17
）。

齊
藤
鉄
也
に
よ
るN

-gram

分
析
は
、
諸
本
のN

-gram

に
よ
る
テ
キ
ス
ト
分
析
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
の
差
異
を
数
値
化
し
、
諸
本
分
類

に
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
数
値
化
よ
り
も
特
定
の
字
母
の
組
み
合
わ

せ
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
のN

-gram

分
析
の
方
法
は
、
本
行
本
文
の
み
を
対
象
と
し
て
、

異
文
注
記
は
無
視
し
た
。
改
行
、
和
歌
の
空
白
な
ど
も
考
察
の
対
象
外
と
し
て
、「
篝

火
」
巻
の
全
体
の
文
を
一
行
に
し
て
、
そ
れ
にN

-gram

分
析
を
か
け
た
。
そ
の
さ

い
に
は
、
漢
字
、
踊
り
字
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
な
お
、
分
析
を
か
け
た
も
の
は
、

ｎ
＝
二
字
、
三
字
で
あ
る
。

　

仮
名
に
よ
る
三
条
西
家
本
諸
本
の
文
の
ｎ
＝
二
字
の
検
索
結
果
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
用
例
は
一
〇
例
以
上
の
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。

　

日
大
本
：	

た
ま
・
一
五
例
、
い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
し
た
・
一
二
例
、

	

と
も
・
一
一
例
、
な
る
・
一
〇
例
。

　

宸
翰
本
：	

た
ま
・
一
五
例
、
い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
し
た
・
一
二
例
、

	

と
も
・
一
一
例
、
な
る
・
一
〇
例
。

　

京
大
本
：	

た
ま
・
一
五
例
、
い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
し
た
・
一
二
例
、

	

と
も
・
一
二
例
、
な
る
・
一
〇
例
。

　

書
陵
本
：	
い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
し
た
・
一
三
例
、
た
ま
・
一
三
例
、

	
と
も
・
一
一
例
、
な
る
・
一
〇
例
。

　

紅
梅
本
：	

い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
と
も
・
一
一
例
、
こ
と
・
一
〇
例
、
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な
る
・
一
〇
例
。

　

熊
大
本
：	

い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
と
も
・
一
一
例
、
こ
と
・
一
〇
例
、

な
る
・
一
〇
例
。

　

蓬
左
本
：	
い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
こ
と
・
一
三
例
、
き
こ
・
一
二
例
、

と
も
・
一
二
例
、
な
る
・
一
一
例
。

　

吉
川
本
：	

た
ま
・
二
〇
例
、
い
と
・
一
四
例
、
し
き
・
一
四
例
、
き
こ
・
一
二
例
、

と
も
・
一
一
例
、
し
た
・
一
一
例
、
ま
ふ
・
一
一
例
、
こ
と
・
一
〇
例
、

な
る
・
一
〇
例
。

　

早
大
本
：	

た
ま
・
一
九
例
、
こ
と
・
一
四
例
、
い
と
・
一
四
例
、
こ
ゝ
・
一
四
例
、

し
き
・
一
四
例
、
き
こ
・
一
三
例
、
と
も
・
一
二
例
、
し
た
・
一
二
例
、

	

ゝ
ろ
・
一
一
例
、
な
る
・
一
一
例
、
ま
ふ
・
一
〇
例
。

　

仮
名
に
よ
る
三
条
西
家
諸
本
の
文
の
ｎ
＝
三
字
の
検
索
結
果
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
用
例
は
五
例
以
上
の
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。

　

日
大
本
：	

た
ま
ふ
・
七
例
、
き
こ
え
・
七
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
、
た
ま
へ
・
五
例
。

　

宸
翰
本
：	

た
ま
ふ
・
七
例
、
き
こ
え
・
七
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
、
た
ま
へ
・
五
例
。

　

京
大
本
：	

た
ま
ふ
・
七
例
、
き
こ
え
・
七
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
、
た
ま
へ
・
五
例
。

　

書
陵
本
：	

き
こ
え
・
七
例
、
た
ま
ふ
・
六
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
、
し
た
ま
・
五
例
、

た
ま
へ
・
五
例
。

　

紅
梅
本
：	

き
こ
え
・
七
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
。

　

熊
大
本
：	

き
こ
え
・
七
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
。

　

蓬
左
本
：	

き
こ
え
・
七
例
、
こ
ゝ
ろ
・
六
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
、
た
ま
ふ
・
五
例
。

　

吉
川
本
：	

た
ま
ふ
・
一
一
例
、
き
こ
え
・
七
例
、
い
て
ゝ
・
五
例
、
り
た
ま
・
五
例
、

	

た
ま
へ
・
五
例
。

　

早
大
本
：	

こ
ゝ
ろ
・
一
一
例
、
た
ま
ふ
・
一
〇
例
、
き
こ
え
・
七
例
、
た
ま
へ
・
七
例
、

	

い
て
ゝ
・
五
例
、
し
き
こ
・
五
例
、
す
ゝ
し
・
五
例
。

　

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
日
大
本
・
宸
翰
本
・
京
大
本
、
書
陵
部
本
・
紅
梅
本
・
熊

大
本
と
い
う
二
つ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。「
た
ま
」
が
一
五
例
の

も
の
が
日
大
本
・
宸
翰
本
・
京
大
本
で
、「
い
と
」
が
一
四
例
の
も
の
が
書
陵
部
本
・

紅
梅
本
・
熊
大
本
で
あ
る
。
た
だ
、
書
陵
部
本
・
紅
梅
本
・
熊
大
本
は
、
ｎ
＝
二
字

の
場
合
は
三
本
と
も
近
接
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
書
陵
部
本
が
「
し
た
」
一
三
例

で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
を
紅
梅
本
・
熊
大
本
と
も
に
受
け
継
が
な
い
。
ｎ
＝
三
字
の

場
合
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
が
近
く
、
書
陵
部
本
と
は
一
致
し
な
い
。
書
陵
部
本
と
紅

梅
本
・
熊
大
本
は
、
若
干
の
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
本
は
「
い
と
」「
し

き
」
と
も
に
一
四
例
と
い
う
点
で
は
書
陵
部
本
の
グ
ル
ー
プ
と
近
い
が
、
た
だ
「
こ

と
」
一
三
例
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
書
陵
部
本
の
グ
ル
ー
プ
と
は
距
離
が
あ
る
。
書
陵

部
本
吉
川
本
も
日
大
本
の
グ
ル
ー
プ
と
近
そ
う
だ
が
あ
、
た
だ
「
き
こ
」
の
一
二
例

が
多
く
、
こ
れ
が
日
大
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
早
大
本
も
「
こ
ゝ
」
が
一
四
例
な

ど
、
他
と
は
異
な
る
。

　

仮
名
で
は
な
く
、
字
母
に
よ
る
ｎ
＝
二
字
の
検
索
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
用

例
は
一
〇
例
以
上
の
も
の
を
あ
げ
た
。

　

日
大
本
：	

以
止
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
三
例
、
止
毛
・
一
一
例
。

　

宸
翰
本
：	

以
止
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
三
例
、
止
毛
・
一
一
例
。

　

京
大
本
：	

以
止
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
四
例
、
止
毛
・
一
二
例
、
多
末
・
一
一
例
、

奈
留
・
一
〇
例
。

　

書
陵
本
：	

以
止
・
一
三
例
、
止
毛
・
一
一
例
、
之
幾
・
一
一
例
、
太
末
・
一
〇
例
。

　

紅
梅
本
：	
以
止
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
四
例
、
己
止
・
一
〇
例
、
止
毛
・
一
〇
例
。

　

熊
大
本
：	
以
止
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
四
例
、
止
毛
・
一
一
例
、
己
止
・
一
〇
例
。

　

蓬
左
本
：	

以
止
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
二
例
、
己
止
・
一
一
例
、
奈
留
・
一
一
例
。
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吉
川
本
：	

多
末
・
一
四
例
、
止
毛
・
一
一
例
。

　

早
大
本
：	

多
末
・
一
六
例
、
己
ゝ
・
一
四
例
、
之
幾
・
一
四
例
、
己
止
・
一
三
例
、

幾
己
・
一
三
例
、
止
毛
・
一
二
例
、
以
止
・
一
一
例
。

　

字
母
に
よ
る
ｎ
＝
三
字
の
検
索
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。
用
例
は
五
例
以
上

の
も
の
。

　

日
大
本
：	

以
天
ゝ
・
五
例
。

　

宸
翰
本
：	

以
天
ゝ
・
五
例
。

　

京
大
本
：	

多
末
不
・
六
例
、
以
天
ゝ
・
五
例
、
幾
己
衣
・
五
例
。

　

書
陵
本
：	

太
末
不
・
六
例
、
幾
古
衣
・
六
例
、
以
天
ゝ
・
五
例
。

　

紅
梅
本
：	

幾
己
衣
・
六
例
。

　

熊
大
本
：	

幾
己
衣
・
七
例
、
以
天
ゝ
・
五
例
。

　

蓬
左
本
：	

幾
古
衣
・
六
例
、
古
ゝ
呂
・
五
例
。

　

吉
川
本
：	

以
天
ゝ
・
五
例
、
多
末
部
・
五
例
。

　

早
大
本
：	

己
ゝ
呂
・
八
例
、
多
末
不
・
七
例
、
幾
己
衣
・
七
例
、
以
天
ゝ
・
五
例
、

之
幾
己
・
五
例
、
多
末
部
・
五
例
、
寸
ゝ
之
・
五
例
。

　

字
母
の
結
果
と
仮
名
の
結
果
を
見
比
べ
る
と
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
日
大
本

の
「
し
き
」
は
、
仮
名
で
は
一
四
例
だ
が
、
字
母
「
之
幾
」
は
一
三
例
で
あ
る
。
一

例
の
ず
れ
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
「
し
き
」
一
例
は
、「
之
支
」（
一
九
三
頁
）
で
あ
り
、

翻
刻
す
る
と
「
す
ゝ
し
く
を
か
し
き
ほ
と
」
の
箇
所
で
あ
る
。
三
文
字
の
日
大
本
の

三
文
字
の
字
母
は
「
以
天
ゝ
」
が
五
例
で
あ
り
、
こ
れ
は
仮
名
の
「
い
て
ゝ
」
と
同

数
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
大
本
で
の
「
い
て
ゝ
」
は
す
べ
て
「
以
天
ゝ
」
の
字
母

で
書
か
れ
て
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

字
母
の
「
以
止
」
を
考
え
て
い
き
た
い
。
仮
名
で
は
「
い
と
」
は
一
四
例
あ
り
、

諸
本
皆
一
致
す
る
。
字
母
で
見
て
い
く
と
、
日
大
本
・
宸
翰
本
・
京
大
本
・
紅
梅
本
・

熊
大
本
・
蓬
左
文
庫
本
が
「
以
止
」
が
一
四
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
は
「
い
と
」

の
文
字
列
は
必
ず
「
以
止
」
の
字
母
を
用
い
る
。
書
陵
部
本
は
一
三
例
「
以
止
」
で
、

残
り
一
例
が
「
以
登
」。
吉
川
本
は
「
以
登
」
が
八
例
で
「
以
止
」
は
六
例
。
早
大

本
は
「
以
止
」
が
一
一
例
で
、「
以
登
」
が
三
例
。

　

仮
名
の
「
た
ま
」
は
漢
字
「
給
」
な
ど
を
当
て
る
場
合
も
あ
り
、数
は
一
定
し
な
い
。

た
だ
仮
名
の
場
合
、
日
大
本
・
宸
翰
本
・
京
大
本
は
一
五
例
、
書
陵
部
本
は
一
三
例
、

紅
梅
本
は
九
例
、
熊
大
本
は
五
例
、
蓬
左
文
庫
本
は
七
例
、
吉
川
本
は
二
〇
例
、
早

大
本
は
一
九
例
。「
た
ま
」
の
字
母
で
は
、
日
大
本
は
「
太
末
」
九
例
、「
太
万
」
二

例
、「
多
末
」
二
例
、「
堂
末
」
二
例
で
、
宸
翰
本
も
こ
れ
に
同
じ
。
京
大
本
は
「
多

末
」
一
一
例
、「
堂
末
」
二
、「
堂
万
」
二
例
。
書
陵
部
本
は
「
太
末
」
一
〇
例
、「
多

末
」
二
例
、「
太
万
」
一
例
。
紅
梅
本
は
「
多
末
」
九
例
。
熊
大
本
は
「
多
末
」
五
例
。

蓬
左
文
庫
本
は
「
太
末
」
六
例
、「
堂
末
」
一
例
。
吉
川
本
は
「
多
末
」
一
四
例
、「
太

末
」
五
例
、「
堂
末
」
一
例
。
早
大
本
は
「
多
末
」
一
六
例
、「
太
末
」
二
例
、「
多
満
」

一
例
。
こ
の
「
た
ま
」
の
字
母
の
用
い
ら
れ
方
は
示
唆
的
で
あ
る
。
実
隆
筆
の
日
大

本
と
書
陵
部
本
が
近
接
す
る
か
ら
で
あ
る
。
日
大
本
で
は
「
た
ま
」
の
字
母
は
「
太

末
」
を
多
く
用
い
る
。
こ
の
傾
向
と
同
じ
本
は
、
宸
翰
本
を
除
く
と
、
書
陵
部
本
と

蓬
左
文
庫
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
書
陵
部
本
は
実
隆
筆
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
日

大
本
と
似
た
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
注
目
す
べ
き
字
母
に
「
太
万
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
日
大
本
・
宸
翰
本
と
書
陵
部
本
に
特
徴
的
に
用
い
ら
れ
る
字
母
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
。
書
陵
部
本
に
一
例
の
み
用
い
ら
れ
る
「
太
万
」
と
、日
大
本
を
見
比
べ
る
と
、

ま
っ
た
く
同
じ
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。日
大
本「
も
て
な
し
た
ま
は
す
」（
一
九
〇

頁
）
の
「
た
ま
」
は
「
太
万
」
で
、こ
れ
と
同
じ
箇
所
の
書
陵
部
本
は
「
太
万
」（
二
頁
）

で
、
同
じ
字
母
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
こ
は
両
本
と
も
一
丁
裏
の
最

終
行
の
末
尾
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
な
る
。
た
だ
、
実
隆
は
日
大
本
の
作
成
に
さ
い
し
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て
、
書
陵
部
本
を
見
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
書
陵
部
本
の
底
本
と
な
っ
た
文
明
本
も

見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ
う
し
た
一
致
は
偶
然
と
考
え
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
が
、
文
明
本
の
影
響
が
、
日
大
本
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、「
た
ま
」
の
字
母
に
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
が
「
多
末
」
し
か
用
い
て
い

な
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
紅
梅
本
が
九
例
、
熊
大
本
が
五
例
と
、
四
例
の
ず
れ
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
熊
大
本
が
「
給
」
と
漢
字
を
あ
て
る
例
が
多
い
た
め
で
、
紅
梅
本

の
九
例
の
「
多
末
」
の
箇
所
は
、
熊
大
本
も
す
べ
て
「
多
末
」
に
し
て
い
る
。
紅
梅

本
と
熊
大
本
は
近
し
い
関
係
の
本
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
し
き
」
の
字
母
は
、
諸
本
す
べ
て
一
四
例
。
み
な
ほ
と
ん
ど
「
之
幾
」
の
字
母

を
あ
て
て
い
る
。
仮
名
の
「
し
き
」
一
四
例
の
う
ち
、
す
べ
て
「
之
幾
」
の
字
母
を

用
い
る
本
は
、
京
大
本
、
紅
梅
本
、
熊
大
本
、
早
大
本
が
あ
る
。
日
大
本
・
宸
翰
本

は「
之
幾
」は
一
三
例
で
、「
之
希
」が
一
例
。
書
陵
部
本
は「
之
幾
」は
一
一
例
で
、「
之

起
」
が
三
例
。
蓬
左
文
庫
本
は
「
之
幾
」
一
二
例
、「
志
幾
」
一
例
、「
之
気
」
一
例
。

吉
川
本
は
「
之
起
」「
之
幾
」
が
そ
れ
ぞ
れ
七
例
。
蓬
左
文
庫
本
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
「
之
幾
」
を
用
い
る
傾
向
が
高
い
。
ま
た
、吉
川
本
は
諸
本
と
隔
た
り
が
あ
る
。

吉
川
本
は
字
母
の
用
い
ら
れ
方
の
傾
向
は
、
諸
本
と
は
少
し
距
離
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。

　
ｎ
＝
三
字
の
字
母
は
ヒ
ッ
ト
数
が
少
な
い
。「
篝
火
」
巻
は
短
い
巻
で
、
字
数
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、三
字
の
字
母
が
一
致
す
る
数
も
少
な
く
な
る
。「
い
て
ゝ
」の「
以

天
ゝ
」
は
、
日
大
本
・
宸
翰
本
・
京
大
本
・
書
陵
部
本
・
熊
大
本
・
吉
川
本
・
早
大

本
は
五
例
で
あ
る
。
こ
の
「
以
天
ゝ
」
は
、
紅
梅
本
、
蓬
左
文
庫
本
と
も
に
四
例
で

あ
る
。
残
り
の
一
例
は
、紅
梅
本
は「
伊
天
ゝ
」、蓬
左
文
庫
本
は「
以
帝
ゝ
」で
あ
る
。

ほ
か
に
対
立
が
あ
り
そ
う
な
も
の
は
「
き
こ
え
」
で
あ
る
。
字
母
は
用
例
数
が
少
な

い
た
め
に
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
日
大
本
・
宸
翰
本
は
「
幾
古
衣
」
が
四
例
、「
幾

己
衣
」
が
三
例
。
京
大
本
は
「
幾
己
衣
」
は
五
例
、「
幾
古
盈
」
が
二
例
。
書
陵
部

本
は
「
幾
古
衣
」
が
六
例
、「
幾
己
衣
」
が
一
例
。
紅
梅
本
は
「
幾
己
衣
」
が
六
例
、「
幾

古
衣
」
が
一
例
。
蓬
左
文
庫
本
は
「
幾
古
衣
」
は
六
例
、「
幾
己
衣
」
は
一
例
。
吉

川
本
は
「
幾
己
衣
」
が
四
例
、「
幾
古
衣
」
が
三
例
。
熊
大
本
と
早
大
本
は
「
幾
己
衣
」

で
七
例
に
な
る
。「
き
こ
え
」
の
「
え
」
は
諸
本
「
衣
」
が
多
い
が
、京
大
本
は
「
盈
」

が
二
例
あ
る
。
京
大
本
は
「
え
」
に
「
盈
」
の
字
母
を
用
い
る
例
が
六
例
で
多
く
、

日
大
本
、
宸
翰
本
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
お
の
お
の
一
例
の
み
。
ほ
か
は
「
き
こ
え
」

の
「
こ
」
を
「
己
」
と
す
る
か
「
古
」
と
す
る
か
の
違
い
が
あ
る
。「
こ
」
の
字
母
は
、

全
体
か
ら
見
れ
ば
、
日
大
本
・
宸
翰
本
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
己
」
を
多
用
す
る

傾
向
が
あ
る
が
、「
き
こ
え
」
の
「
こ
」
に
つ
い
て
は
、
日
大
本
・
宸
翰
本
は
「
己
」

も
「
古
」
も
そ
れ
な
り
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。
二
字
「
き
こ
」
で
は
、
日
大

本
・
宸
翰
本
は
「
幾
己
」「
幾
古
」
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
四
例
ず
つ
、
計
八
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
京
大
本
は
二
字
「
き
こ
」
は
、「
幾
己
」
が
六
例
、「
幾
古
」
は
二
例
。

京
大
本
は
「
己
」
を
多
用
し
て
い
る
。
京
大
本
は
日
大
本
を
底
本
と
し
た
は
ず
だ
が
、

字
母
レ
ベ
ル
ま
で
は
、
実
隆
の
筆
を
伝
え
る
書
写
で
は
な
い
（
臨
模
で
は
な
い
）
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、書
陵
部
本
は
二
字
「
き
こ
」
は
、「
幾
古
」
が
七
例
、

「
幾
己
」
が
一
例
、「
起
古
」
が
一
例
、
合
計
九
例
あ
り
、「
古
」
を
多
用
し
て
い
る
。

書
陵
部
本
は
実
隆
が
ま
だ
若
い
時
分
で
の
書
写
で
あ
っ
た
た
め
、「
き
こ
え
」
な
ど

で
の
「
き
こ
」
の
「
こ
」
は
「
古
」
を
多
い
に
す
る
の
が
実
隆
の
字
母
の
用
い
方
の

傾
向
だ
っ
た
が
、
後
年
、
年
を
重
ね
て
そ
の
字
母
の
用
い
方
の
傾
向
が
変
わ
り
、
日

大
本
を
書
写
す
る
時
点
で
は
「
き
こ
」
の
「
こ
」
は
あ
「
己
」
と
「
古
」
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
用
い
る
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。こ
う
考
え
る
と
、

同
一
人
物
の
書
写
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
に
よ
っ
て
字
母
の
用
い
ら
れ
方
は
微
妙
な
変

化
が
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
り
そ
う
だ
。
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以
上
、N

-gram

分
析
に
よ
っ
て
析
出
し
た
、
頻
出
す
る
二
字
と
三
字
の
字
母
の

組
み
合
わ
せ
を
、
諸
本
の
使
用
字
母
と
あ
わ
せ
て
考
察
し
た
。
日
大
本
と
書
陵
部
本

は
、
同
じ
実
隆
に
よ
る
筆
で
あ
る
が
、
同
じ
組
み
合
わ
せ
の
字
母
を
使
う
傾
向
が
あ

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
た
だ
ズ
レ
も
見
ら
れ
、
あ
る
い
は
同
一
人
物
の
手
で
あ
っ
て

も
、年
齢
に
よ
り
組
み
合
わ
せ
る
字
母
は
異
な
っ
て
く
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

他
本
で
の
デ
ー
タ
も
多
く
蓄
積
し
て
、
よ
り
詳
し
い
分
析
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

三
条
西
家
本
諸
本
の
、
写
本
の
字
母
の
特
徴
と
、
そ
れ
をN

-gram

分
析
に
か
け

て
、
複
数
字
の
組
み
合
わ
せ
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本

の
特
徴
や
関
係
性
を
考
察
し
て
き
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
日
大
本
を
親
本
と
し
た
宸
翰
本
の
存
在
で
あ
る
。
宸
翰
本
の
字

母
は
、
一
字
だ
け
字
母
の
相
違
が
確
認
で
き
た
が
、
ほ
か
は
す
べ
て
日
大
本
の
字
母

と
一
致
す
る
。
ほ
ぼ
完
璧
な
コ
ピ
ー
と
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
コ
ピ
ー
の
作
成
が
、

天
皇
を
中
心
と
し
た
貴
紳
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
重
い
。

日
大
本
は
、
江
戸
時
代
の
禁
裏
に
お
い
て
源
氏
物
語
の
正カ

ノ
ン典

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

が
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
出
版
文
化
が
花
開
き
、
源
氏
物
語
は
山
本
春
正
の
絵
入
源

氏
や
北
村
季
吟
の
湖
月
抄
と
し
て
庶
民
も
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
地
下
の
源
氏
物
語
の
本
文
環
境
と
は
違
っ
た
も
の
が
、
堂
上
に
あ
り
、
そ
こ

に
は
日
大
本
を
中
心
と
し
た
三
条
西
家
本
の
世
界
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

紅
梅
本
は
、
書
陵
部
本
が
底
本
と
し
た
文
明
本
の
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
文
明
本

は
書
陵
部
本
の
底
本
と
な
り
、
そ
の
後
に
文
明
本
は
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
文
明
本
を

転
写
し
た
竹
園
上
臈
局
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
転
写
し
た
も
の
が
紅
梅
本
と
さ
れ
る
。

字
母
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、「
寿
」
や
「
李
」
の
字
母
の
用
い
ら
れ
方
が
、
紅

梅
本
と
熊
大
本
は
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
近
似
性
は
、N

-gram

分
析
で
の
、
字
母

の
複
数
字
の
組
み
合
わ
せ
で
も
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両
本
と
も
に
、「
た
ま
」
の

字
母
で
「
多
末
」
の
み
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
熊
大
本
の
方
が
「
給
」
の
漢
字

を
あ
て
る
こ
と
が
多
く
、
数
に
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、
紅
梅
本
が
「
多
末
」
と
す
る

箇
所
は
、
熊
大
本
も
「
多
末
」
と
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
三
条
西
家
諸
本
の
字
母
の
特
徴
を
考
え
て
き
た
が
、「
篝
火
」
巻
と

い
う
短
い
巻
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、ま
だ
ま
だ
デ
ー
タ
は
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
よ
り
長
い
巻
で
の
分
析
を
試
み
て
い
き
た
い
。

注（
１
）	

写
本
は
、
保
坂
本
、
東
山
御
文
庫
本
、
陽
明
文
庫
本
、
尾
州
家
河
内
本
、
飯
島
本
、

大
島
本
、
高
松
宮
本
、
大
正
大
学
本
、
国
文
研
正
徹
本
、
東
久
邇
旧
蔵
本
。
古
活

字
本
は
、
慶
長
初
年
刊
本
、
伝
嵯
峨
本
、
東
洋
文
庫
古
活
字
本
、
九
大
古
活
字
本
。

整
版
本
は
、
無
跋
無
刊
記
整
版
本
、
絵
入
源
氏
物
語
の
三
本
（
慶
安
本
・
万
治
本
・

小
本
）、
首
書
源
氏
物
語
、
湖
月
抄
。

（
２
）	

今
西
祐
一
郎
編
『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
【
表
記
情
報
学
】
の
基
盤
構
築
に
関
す

る
研
究
』（
第
四
号　

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
二
〇
一
四
年
度
研

究
成
果
報
告
書　

二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
３
）	
こ
の
霊
元
院
宸
翰
本
・
後
陽
成
院
宸
翰
本
は
加
藤
洋
介
「『
源
氏
物
語
大
成
』
の

三
条
西
家
本
」（「
詞
林
」
第
四
二
号　

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
も
言
及

が
あ
る
。

（
４
）	

岡
野
道
夫
「
証
本
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て	

―
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
と
宮
内
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庁
書
陵
部
蔵
本
の
性
格
―
」（「
語
文
」（
日
本
大
学
）
第
二
一
輯　

一
九
六
五
年

六
月
）。
中
城
さ
と
子
「
三
条
西
家
の
家
本
『
源
氏
物
語
』
と
書
陵
部
本
」（「
中

京
大
学
文
学
会
論
叢
」
第
一
巻
第
一
号　

二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
５
）	「
○
か
ゝ
り
火　
　

逍
遙
院
殿
」（「
源
氏
物
語
筆
者
之
数
」『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
青

表
紙
本
源
氏
物
語　

源
氏
物
語
解
題
』
新
典
社　

一
九
六
八
年　

一
二
四
頁
）。

（
６
）	

岡
野
道
夫
「
吉
川
本
源
氏
物
語
帚
木
巻
の
本
文
に
つ
い
て
」（「
研
究
紀
要
」（
日

本
大
学
）
第
一
六
号　

一
九
七
四
年
三
月
）
で
も
、「
吉
川
本
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
７
）	

上
野
英
子
「
新
出
資
料
、
紅
梅
文
庫
本
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」（『
源
氏
物
語
三

条
西
家
本
の
世
界	

―
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
―
』
武
蔵
野
書
院　

二
〇
一
九

年
）。

（
８
）	「
近
世
前
期
の
写
本
製
作	

―
伝
三
条
西
実
枝
筆『
源
氏
物
語
』表
紙
裏
反
故
か
ら
―
」、	

「
伝
三
条
西
実
枝
筆
『
源
氏
物
語
』
の
表
紙
裏
反
故	
―
翻
刻
と
紹
介
・
文
学
資
料

編
―
」（『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』
武
蔵
野
書
院　

二
〇
〇
八
年
）。

（
９
）	

な
お
、
略
号
に
つ
い
て
は
、
日
大
本
、
宸
翰
本
、
京
大
本
、
書
陵
部
本
、
紅
梅
本
、

熊
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
、
吉
川
本
、
早
大
本
と
用
い
て
い
く
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の

都
合
に
よ
り
、
二
字
に
約
め
て
、
日
大
、
宸
翰
、
京
大
、
書
陵
、
紅
梅
、
熊
大
、

吉
川
、
蓬
左
、
早
大
、
な
ど
と
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
二
字
に
「
本
」

を
付
け
る
こ
と
も
あ
る
。

（
10
）	

各
本
の
引
用
に
さ
い
し
て
は
、
影
印
が
出
版
さ
れ
て
い
る
日
大
本
、
書
陵
部
本
は

頁
数
、
影
印
が
出
版
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
丁
数
表
裏
を
示
し
た
。

（
11
）	

川
島
絹
江
「
中
院
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
」（
石
埜
敬
子
編
集
『
源
氏

物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』
浮
舟　

国
文
学
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊　

至
文
堂　

二
〇
〇
二
年
一
一
月
）。

（
12
）	『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
』
第
七
巻　

八
木
書
店　

一
九
九
五
年　

四
六
三
～

四
六
四
頁
。

（
13
）	

吉
川
本
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｇ
、
Ｈ
、
Ｉ
、
Ｊ
、
Ｍ
、
Ｎ
。
蓬
左
文
庫
本
は
、
Ａ
、

Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｇ
、
Ｈ
，
Ｉ
、
Ｊ
、
Ｍ
、
Ｎ
。
早
大
本
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｆ
、
Ｇ
、

Ｈ
、
Ｉ
、
Ｊ
、
Ｍ
、
Ｎ
。
日
大
本
で
傍
記
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

本
行
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

（
14
）	

漢
字
含
有
率
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
傍
記
な
ど
は
除
い
た
。
ま
た
、「
ゝ
」
や

く
の
字
点
な
ど
の
踊
り
字
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。

（
15
）	

表
を
見
比
べ
て
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。「
わ
」
の
字
母
「
和
」「
王
」

は
、
多
く
の
写
本
は
「
王
」
を
多
く
用
い
る
が
、「
和
」
を
多
く
用
い
る
も
の
は

蓬
左
文
庫
本
と
早
大
本
で
あ
る
。「
け
」
の
字
母
「
个
」
を
多
く
用
い
る
も
の
は
、

日
大
本
、
宸
翰
本
、
紅
梅
本
、
蓬
左
文
庫
本
で
あ
る
。「
計
」
が
多
い
の
は
京
大

本
で
「
遣
」
が
多
い
の
は
書
陵
部
本
、
早
大
本
、「
気
」
が
多
い
の
は
吉
川
本
で

あ
る
。
た
だ
「
个
」
が
多
い
本
は
「
遣
」
も
そ
れ
な
り
に
多
く
用
い
て
い
る
。「
つ
」

の
字
母
は
、「
川
」
を
用
い
る
も
の
が
多
い
が
、「
徒
」
を
多
く
用
い
て
「
川
」
と

ほ
ぼ
同
数
の
も
の
が
吉
川
本
で
あ
る
。「
め
」
の
字
母
で
「
免
」
を
用
い
て
「
女
」

を
用
い
な
い
本
は
紅
梅
本
で
あ
る
。
他
の
本
は
「
女
」
を
多
く
用
い
る
も
の
が
多

い
。「
れ
」
の
字
母
は
、「
連
」
を
多
く
用
い
る
も
の
は
、
紅
梅
本
、
蓬
左
文
庫
本
、

早
大
本
で
あ
る
。
他
本
は
「
礼
」
を
多
く
用
い
る
。
た
だ
し
、
書
陵
部
本
は
「
連
」

と
「
礼
」
が
同
数
で
あ
る
。

（
16
）	

近
藤
み
ゆ
き
「『
恵
慶
百
首
』
論	

―N
-gram

分
析
に
よ
っ
て
見
た
「
返
し
」
の

特
徴
と
成
立
時
期
の
確
定
―
」「N

-gram

統
計
に
よ
る
語
形
の
抽
出
と
複
合
語	

―
平
安
時
代
語
の
分
析
か
ら
―
」「N

-gram

分
析
に
よ
る
古
典
研
究
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら	
―
付
『
古
今
和
歌
集
男
性
特
有
表
現
一
覧
（
改
訂
版
）』
―
」『
王
朝

和
歌
研
究
の
方
法
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
五
年
。
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仮名 日大本・字母 合計 宸翰本・字母 合計 京大本・字母 合計 書陵部本・字母 合計 　紅梅本・ 字母 合計 熊本大本・字母 合計 吉川本・字母 合計 蓬左文庫本・字母 合計 早大本・字母 合計 仮名

あ 安 16 阿 4 20 安 16 阿 4 20 安 20 20 安 18 阿 2 20 安 17 阿 3 20 安 16 阿 3 19 安 21 21 安 14 阿 5 19 安 19 19 あ

い 以 34 34 以 34 34 以 34 34 以 33 33 以 33 伊 1 34 以 34 34 以 33 33 以 31 31 以 32 32 い

う 宇 19 19 宇 19 19 宇 19 19 宇 20 20 宇 20 20 宇 20 20 宇 21 21 宇 22 22 宇 24 24 う

え 衣 15 盈 1 16 衣 15 盈 1 16 衣 10 盈 6 16 衣 16 16 衣 16 16 衣 16 16 衣 16 16 衣 16 盈 1 17 衣 16 16 え

お 於 17 17 於 17 17 於 17 17 於 19 19 於 19 19 於 19 19 於 24 24 於 21 21 於 24 24 お

か 可 49 加 10 閑 3 62 可 49 加 10 閑 3 62 可 52 加 10 62 可 41 加 18 閑 1 60 可 48 閑 9 加 3 60 可 50 加 6 閑 4 60 可 33 加 31 64 可 62 加 1 63 可 46 加 10 閑 5 61 か

き 幾 41 起 5 支 4 50 幾 41 起 5 支 4 50 幾 50 50 幾 33 起 16 49 幾 43 支 3 起 2 48 幾 36 支 12 48 幾 30 起 22 52 幾 36 起 11 支 2 49 幾 45 起 1 46 き

く 久 26 具 2 倶 1 29 久 26 具 2 倶 1 29 久 28 具 1 29 久 28 倶 1 29 久 28 28 久 27 27 久 27 27 久 25 具 1 26 久 20 具 6 26 く

け 个 9 遣 7 計 5 希 2 気 2 25 个 9 遣 7 計 5 希 2 気 2 25 計 14 个 7 遣 3 気 1 25 遣 11 个 6 気 4 計 2 希 1 24 个 7 気 6 希 4 遣 4 計 3 24 个 7 希 7 気 5 遣 4 計 1 24 気 17 个 7 遣 2 26 个 12 気 8 計 6 希 1 27 遣 9 計 7 気 7 个 2 25 け

こ 己 31 古 10 41 己 31 古 10 41 己 35 古 7 42 古 23 己 19 42 己 40 古 2 42 己 41 古 1 42 己 25 古 21 46 己 29 古 21 50 己 56 古 3 59 こ

さ 左 13 佐 6 19 左 13 佐 6 19 左 12 佐 7 19 佐 17 左 3 20 佐 12 左 8 20 左 13 佐 7 20 左 15 佐 6 21 左 11 佐 10 21 左 17 佐 5 22 さ

し 之 80 志 6 86 之 80 志 6 86 之 81 志 5 86 之 73 志 12 85 之 74 志 10 84 之 74 志 10 84 之 72 志 13 85 之 72 志 13 85 之 77 志 8 85 し

す 春 17 須 6 寸 2 25 春 17 須 6 寸 2 25 春 18 須 5 寸 2 25 春 18 寸 3 須 3 寿 1 25 春 13 寸 5 須 4 寿 3 25 春 22 寿 2 寸 1 25 春 18 寸 5 須 2 25 春 21 須 3 寸 1 25 寸 14 春 8 須 3 25 す

せ 世 10 勢 1 11 世 10 勢 1 11 世 11 11 世 10 勢 1 11 世 11 11 世 11 11 世 8 勢 5 13 世 9 勢 2 11 勢 7 世 5 12 せ

そ 曽 15 所 1 16 曽 15 所 1 16 曽 14 所 2 16 曽 17 17 曽 15 所 1 16 曽 15 15 曽 15 15 曽 12 楚 4 16 曽 14 楚 3 17 そ

た 多 30 堂 17 太 14 61 多 30 堂 17 太 14 61 多 50 堂 11 61 多 37 太 13 堂 10 60 多 53 堂 2 太 1 56 多 48 堂 4 52 多 45 堂 15 太 7 67 多 29 太 16 堂 9 54 多 55 堂 8 太 2 65 た

ち 知 22 地 1 23 知 22 地 1 23 知 23 23 地 12 知 11 23 知 13 地 10 23 地 14 知 9 23 地 16 知 6 22 知 22 地 1 23 知 23 23 ち

つ 川 25 徒 5 30 川 25 徒 5 30 川 20 徒 10 30 川 20 徒 7 津 3 30 川 16 徒 13 津 1 30 川 22 徒 8 30 徒 12 川 11 津 8 31 川 17 徒 7 津 5 29 川 22 徒 5 27 つ

て 天 50 50 天 50 50 天 48 帝 2 50 天 48 帝 2 50 天 50 50 天 49 帝 1 50 天 51 51 天 43 帝 8 51 天 46 帝 3 49 て

と 止 81 81 止 81 81 止 82 82 止 80 登 4 84 止 77 登 6 83 止 80 登 4 84 止 62 登 20 82 止 85 登 4 89 止 78 登 13 91 と

な 奈 45 那 6 51 奈 45 那 6 51 奈 51 51 奈 43 那 9 52 奈 51 那 1 52 奈 51 那 1 52 奈 48 那 5 53 奈 44 那 6 50 奈 49 那 3 52 な

に 爾 35 仁 20 耳 2 丹 1 58 爾 35 仁 20 耳 2 丹 1 58 爾 55 丹 1 耳 1 57 爾 41 仁 10 耳 5 丹 4 60 爾 30 仁 23 丹 4 耳 4 61 爾 40 仁 13 丹 6 耳 2 61 爾 31 仁 13 丹 9 耳 6 59 爾 33 仁 23 耳 3 59 耳 27 爾 16 仁 16 59 に

ぬ 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 ぬ

ね 年 4 祢 3 7 年 4 祢 3 7 祢 7 7 祢 6 年 1 7 祢 7 7 祢 4 年 3 7 祢 6 年 1 7 年 4 祢 3 7 祢 5 5 ね

の 乃 35 能 24 59 乃 35 能 24 59 能 32 乃 27 59 乃 35 能 22 農 1 58 乃 46 能 10 農 2 58 乃 54 能 4 58 能 33 乃 26 農 4 63 乃 54 能 1 濃 1 56 乃 37 能 24 農 1 62 の

は 者 23 八 16 波 5 盤 2 46 者 23 八 16 波 5 盤 2 46 者 28 八 16 盤 2 46 八 26 者 8 波 8 42 者 18 八 16 波 9 43 者 21 八 14 波 8 43 者 17 八 15 波 8 盤 3 43 八 22 者 13 波 5 40 者 27 波 14 八 2 盤 1 44 は

ひ 比 18 日 9 飛 1 悲 1 29 比 18 日 9 飛 1 悲 1 29 比 27 日 2 29 比 21 飛 4 日 4 29 比 19 日 5 飛 5 悲 1 30 比 24 日 5 飛 1 30 比 29 日 5 34 比 24 飛 4 日 1 29 飛 19 比 12 31 ひ

ふ 不 18 布 11 婦 3 32 不 18 布 11 婦 3 32 不 28 婦 2 布 2 32 不 20 布 12 婦 2 34 不 19 布 11 婦 2 32 不 18 布 11 婦 3 32 不 13 布 13 婦 12 38 不 16 布 14 婦 1 31 不 28 布 5 婦 1 34 ふ

へ 部 12 12 部 12 12 部 12 12 部 12 12 部 12 12 部 11 遍 1 12 部 13 13 部 10 遍 2 12 部 11 辺 2 13 へ

ほ 本 11 保 2 13 本 11 保 2 13 本 7 保 6 13 本 9 保 4 13 本 8 保 5 13 本 9 保 5 14 保 14 本 1 15 本 10 保 5 15 本 9 保 5 14 ほ

ま 末 32 万 6 満 4 42 末 32 万 6 満 4 42 末 36 万 5 満 1 42 末 26 万 8 満 6 40 末 24 万 7 満 5 36 末 22 満 6 万 4 32 末 37 満 9 万 2 48 末 24 満 8 万 3 35 末 43 満 2 45 ま

み 美 4 三 3 見 1 8 美 4 三 3 見 1 8 美 5 三 3 8 美 5 三 3 8 美 4 三 3 7 美 4 三 3 7 三 6 美 3 9 美 5 三 2 見 1 8 三 6 6 み

む 武 4 4 武 4 4 武 5 5 武 2 無 1 3 武 2 無 1 3 武 2 無 1 3 武 5 無 5 10 武 5 無 2 7 武 2 2 む

め 女 9 免 2 11 女 9 免 2 11 女 9 免 2 11 女 11 11 免 11 11 女 11 11 女 9 免 2 11 女 9 9 免 6 女 4 10 め

も 毛 42 42 毛 42 42 毛 42 42 毛 42 42 毛 40 40 毛 40 40 毛 47 47 毛 41 41 毛 46 46 も

や 也 19 19 也 19 19 也 19 19 也 11 屋 8 19 也 18 屋 1 19 也 18 屋 1 19 也 13 屋 5 18 也 18 18 也 14 屋 4 18 や

ゆ 由 3 遊 1 4 由 3 遊 1 4 由 3 遊 1 4 由 4 4 由 4 4 由 3 3 由 3 3 由 3 3 由 2 2 ゆ

よ 与 10 10 与 10 10 与 10 10 与 10 10 与 10 10 与 10 10 与 10 10 与 10 10 与 9 9 よ

ら 良 24 羅 3 27 良 24 羅 3 27 良 27 27 良 27 羅 1 28 良 27 羅 1 28 良 26 羅 1 27 良 24 羅 3 27 良 23 羅 4 27 良 28 28 ら

り 利 38 里 12 50 利 37 里 13 50 利 47 里 3 50 利 42 里 9 51 利 50 里 1 李 1 52 利 49 里 1 李 1 51 利 45 里 7 52 利 45 里 3 48 利 28 里 22 50 り

る 留 22 累 4 類 1 27 留 22 累 4 類 1 27 留 27 27 留 20 流 5 累 1 26 留 18 累 6 類 1 流 1 26 流 10 留 9 累 6 類 1 26 留 18 流 7 累 1 26 留 24 類 2 26 留 22 類 4 26 る

れ 礼 14 連 7 21 礼 14 連 7 21 礼 21 21 礼 11 連 11 22 連 16 礼 6 22 連 16 礼 6 22 礼 13 連 8 21 連 16 礼 6 22 連 17 礼 6 23 れ

ろ 呂 10 路 2 12 呂 10 路 2 12 呂 12 12 呂 10 路 2 12 呂 12 12 呂 12 12 路 11 呂 3 14 呂 15 路 2 17 呂 17 路 5 22 ろ

わ 王 4 和 1 5 王 4 和 1 5 王 4 和 1 5 王 5 和 1 6 王 5 和 1 6 王 5 和 1 6 王 6 6 和 5 王 1 6 和 4 王 2 6 わ

ゐ 井 1 1 井 1 1 為 1 1 為 1 1 為 1 1 為 1 1 為 1 1 為 3 3 井 2 2 ゐ

ゑ 恵 3 3 恵 3 3 恵 3 3 恵 2 衛 1 3 恵 2 衛 1 3 恵 2 衛 1 3 恵 3 3 恵 1 衛 1 2 恵 2 衛 1 3 ゑ

を 遠 22 越 4 26 遠 22 越 4 26 遠 25 越 1 26 遠 15 越 9 24 遠 21 越 3 24 遠 22 越 2 24 遠 16 越 5 21 遠 19 越 3 22 遠 14 越 4 18 を

ん 无 7 7 无 7 7 无 6 6 无 9 9 无 9 9 无 9 9 无 3 3 无 6 6 无 10 10 ん

1349 1349 1350 1351 1338 1326 1405 1346 1396
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仮名 日大本・字母 合計 宸翰本・字母 合計 京大本・字母 合計 書陵部本・字母 合計 　紅梅本・ 字母 合計 熊本大本・字母 合計 吉川本・字母 合計 蓬左文庫本・字母 合計 早大本・字母 合計 仮名

あ 安 16 阿 4 20 安 16 阿 4 20 安 20 20 安 18 阿 2 20 安 17 阿 3 20 安 16 阿 3 19 安 21 21 安 14 阿 5 19 安 19 19 あ

い 以 34 34 以 34 34 以 34 34 以 33 33 以 33 伊 1 34 以 34 34 以 33 33 以 31 31 以 32 32 い

う 宇 19 19 宇 19 19 宇 19 19 宇 20 20 宇 20 20 宇 20 20 宇 21 21 宇 22 22 宇 24 24 う

え 衣 15 盈 1 16 衣 15 盈 1 16 衣 10 盈 6 16 衣 16 16 衣 16 16 衣 16 16 衣 16 16 衣 16 盈 1 17 衣 16 16 え

お 於 17 17 於 17 17 於 17 17 於 19 19 於 19 19 於 19 19 於 24 24 於 21 21 於 24 24 お

か 可 49 加 10 閑 3 62 可 49 加 10 閑 3 62 可 52 加 10 62 可 41 加 18 閑 1 60 可 48 閑 9 加 3 60 可 50 加 6 閑 4 60 可 33 加 31 64 可 62 加 1 63 可 46 加 10 閑 5 61 か

き 幾 41 起 5 支 4 50 幾 41 起 5 支 4 50 幾 50 50 幾 33 起 16 49 幾 43 支 3 起 2 48 幾 36 支 12 48 幾 30 起 22 52 幾 36 起 11 支 2 49 幾 45 起 1 46 き

く 久 26 具 2 倶 1 29 久 26 具 2 倶 1 29 久 28 具 1 29 久 28 倶 1 29 久 28 28 久 27 27 久 27 27 久 25 具 1 26 久 20 具 6 26 く

け 个 9 遣 7 計 5 希 2 気 2 25 个 9 遣 7 計 5 希 2 気 2 25 計 14 个 7 遣 3 気 1 25 遣 11 个 6 気 4 計 2 希 1 24 个 7 気 6 希 4 遣 4 計 3 24 个 7 希 7 気 5 遣 4 計 1 24 気 17 个 7 遣 2 26 个 12 気 8 計 6 希 1 27 遣 9 計 7 気 7 个 2 25 け

こ 己 31 古 10 41 己 31 古 10 41 己 35 古 7 42 古 23 己 19 42 己 40 古 2 42 己 41 古 1 42 己 25 古 21 46 己 29 古 21 50 己 56 古 3 59 こ

さ 左 13 佐 6 19 左 13 佐 6 19 左 12 佐 7 19 佐 17 左 3 20 佐 12 左 8 20 左 13 佐 7 20 左 15 佐 6 21 左 11 佐 10 21 左 17 佐 5 22 さ

し 之 80 志 6 86 之 80 志 6 86 之 81 志 5 86 之 73 志 12 85 之 74 志 10 84 之 74 志 10 84 之 72 志 13 85 之 72 志 13 85 之 77 志 8 85 し

す 春 17 須 6 寸 2 25 春 17 須 6 寸 2 25 春 18 須 5 寸 2 25 春 18 寸 3 須 3 寿 1 25 春 13 寸 5 須 4 寿 3 25 春 22 寿 2 寸 1 25 春 18 寸 5 須 2 25 春 21 須 3 寸 1 25 寸 14 春 8 須 3 25 す

せ 世 10 勢 1 11 世 10 勢 1 11 世 11 11 世 10 勢 1 11 世 11 11 世 11 11 世 8 勢 5 13 世 9 勢 2 11 勢 7 世 5 12 せ

そ 曽 15 所 1 16 曽 15 所 1 16 曽 14 所 2 16 曽 17 17 曽 15 所 1 16 曽 15 15 曽 15 15 曽 12 楚 4 16 曽 14 楚 3 17 そ

た 多 30 堂 17 太 14 61 多 30 堂 17 太 14 61 多 50 堂 11 61 多 37 太 13 堂 10 60 多 53 堂 2 太 1 56 多 48 堂 4 52 多 45 堂 15 太 7 67 多 29 太 16 堂 9 54 多 55 堂 8 太 2 65 た

ち 知 22 地 1 23 知 22 地 1 23 知 23 23 地 12 知 11 23 知 13 地 10 23 地 14 知 9 23 地 16 知 6 22 知 22 地 1 23 知 23 23 ち

つ 川 25 徒 5 30 川 25 徒 5 30 川 20 徒 10 30 川 20 徒 7 津 3 30 川 16 徒 13 津 1 30 川 22 徒 8 30 徒 12 川 11 津 8 31 川 17 徒 7 津 5 29 川 22 徒 5 27 つ

て 天 50 50 天 50 50 天 48 帝 2 50 天 48 帝 2 50 天 50 50 天 49 帝 1 50 天 51 51 天 43 帝 8 51 天 46 帝 3 49 て

と 止 81 81 止 81 81 止 82 82 止 80 登 4 84 止 77 登 6 83 止 80 登 4 84 止 62 登 20 82 止 85 登 4 89 止 78 登 13 91 と

な 奈 45 那 6 51 奈 45 那 6 51 奈 51 51 奈 43 那 9 52 奈 51 那 1 52 奈 51 那 1 52 奈 48 那 5 53 奈 44 那 6 50 奈 49 那 3 52 な

に 爾 35 仁 20 耳 2 丹 1 58 爾 35 仁 20 耳 2 丹 1 58 爾 55 丹 1 耳 1 57 爾 41 仁 10 耳 5 丹 4 60 爾 30 仁 23 丹 4 耳 4 61 爾 40 仁 13 丹 6 耳 2 61 爾 31 仁 13 丹 9 耳 6 59 爾 33 仁 23 耳 3 59 耳 27 爾 16 仁 16 59 に

ぬ 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 奴 8 8 ぬ

ね 年 4 祢 3 7 年 4 祢 3 7 祢 7 7 祢 6 年 1 7 祢 7 7 祢 4 年 3 7 祢 6 年 1 7 年 4 祢 3 7 祢 5 5 ね

の 乃 35 能 24 59 乃 35 能 24 59 能 32 乃 27 59 乃 35 能 22 農 1 58 乃 46 能 10 農 2 58 乃 54 能 4 58 能 33 乃 26 農 4 63 乃 54 能 1 濃 1 56 乃 37 能 24 農 1 62 の

は 者 23 八 16 波 5 盤 2 46 者 23 八 16 波 5 盤 2 46 者 28 八 16 盤 2 46 八 26 者 8 波 8 42 者 18 八 16 波 9 43 者 21 八 14 波 8 43 者 17 八 15 波 8 盤 3 43 八 22 者 13 波 5 40 者 27 波 14 八 2 盤 1 44 は

ひ 比 18 日 9 飛 1 悲 1 29 比 18 日 9 飛 1 悲 1 29 比 27 日 2 29 比 21 飛 4 日 4 29 比 19 日 5 飛 5 悲 1 30 比 24 日 5 飛 1 30 比 29 日 5 34 比 24 飛 4 日 1 29 飛 19 比 12 31 ひ

ふ 不 18 布 11 婦 3 32 不 18 布 11 婦 3 32 不 28 婦 2 布 2 32 不 20 布 12 婦 2 34 不 19 布 11 婦 2 32 不 18 布 11 婦 3 32 不 13 布 13 婦 12 38 不 16 布 14 婦 1 31 不 28 布 5 婦 1 34 ふ

へ 部 12 12 部 12 12 部 12 12 部 12 12 部 12 12 部 11 遍 1 12 部 13 13 部 10 遍 2 12 部 11 辺 2 13 へ

ほ 本 11 保 2 13 本 11 保 2 13 本 7 保 6 13 本 9 保 4 13 本 8 保 5 13 本 9 保 5 14 保 14 本 1 15 本 10 保 5 15 本 9 保 5 14 ほ

ま 末 32 万 6 満 4 42 末 32 万 6 満 4 42 末 36 万 5 満 1 42 末 26 万 8 満 6 40 末 24 万 7 満 5 36 末 22 満 6 万 4 32 末 37 満 9 万 2 48 末 24 満 8 万 3 35 末 43 満 2 45 ま

み 美 4 三 3 見 1 8 美 4 三 3 見 1 8 美 5 三 3 8 美 5 三 3 8 美 4 三 3 7 美 4 三 3 7 三 6 美 3 9 美 5 三 2 見 1 8 三 6 6 み

む 武 4 4 武 4 4 武 5 5 武 2 無 1 3 武 2 無 1 3 武 2 無 1 3 武 5 無 5 10 武 5 無 2 7 武 2 2 む

め 女 9 免 2 11 女 9 免 2 11 女 9 免 2 11 女 11 11 免 11 11 女 11 11 女 9 免 2 11 女 9 9 免 6 女 4 10 め

も 毛 42 42 毛 42 42 毛 42 42 毛 42 42 毛 40 40 毛 40 40 毛 47 47 毛 41 41 毛 46 46 も

や 也 19 19 也 19 19 也 19 19 也 11 屋 8 19 也 18 屋 1 19 也 18 屋 1 19 也 13 屋 5 18 也 18 18 也 14 屋 4 18 や
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ゑ 恵 3 3 恵 3 3 恵 3 3 恵 2 衛 1 3 恵 2 衛 1 3 恵 2 衛 1 3 恵 3 3 恵 1 衛 1 2 恵 2 衛 1 3 ゑ

を 遠 22 越 4 26 遠 22 越 4 26 遠 25 越 1 26 遠 15 越 9 24 遠 21 越 3 24 遠 22 越 2 24 遠 16 越 5 21 遠 19 越 3 22 遠 14 越 4 18 を

ん 无 7 7 无 7 7 无 6 6 无 9 9 无 9 9 无 9 9 无 3 3 无 6 6 无 10 10 ん
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（
17
）	

齊
藤
鉄
也
「
仮
名
のN

gram

を
用
い
た
源
氏
物
語
写
本
の
系
統
分
類
の
試
み
」

（「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
二
〇
一
七
年
一
二
月
）、「
仮
名

のN
gram

を
用
い
た
源
氏
物
語「
空
蝉
」写
本
の
分
類
」（「
淑
徳
大
学
教
育
学
部
・

経
営
学
部
研
究
年
報
」
第
二
号　

二
〇
一
九
年
三
月
）、「N

gram

を
用
い
た
表
記

か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
付
け
（
一
）
―
書
陵
部
蔵
三

条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
、
日
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
と
の
比
較
を

通
し
て
―
」（「
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
」
第
三
九
号　

二
〇
二
〇

年
）。
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仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け
の
調
査

― 

書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
を
中
心
と
し
た
写
本
と
の
比
較
を
通
し
て 

―齊
　
藤
　
鉄
　
也

【
要
旨
】

　

本
稿
で
は
、
写
本
本
文
に
出
現
す
る
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
を
、
そ
の
奥
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書

写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
た
写
本
と
比
較
し
、
奥
書
の
記
述
を
裏
付
け
る
根
拠
を
探
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
応
四
年
と
近
い
時
期
の
実
隆
筆
か
と
考
え

ら
れ
る
写
本
と
距
離
が
近
い
写
本
を
紅
梅
本
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
は
、
そ
の
時
期
の
実
隆
筆
と
の
関
連
性
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
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一　

は
じ
め
に

　

紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』（

１
）

は
、
そ
の
「
夢
浮
橋
」
の
奥
書
に
よ
り
、

三
条
西
実
隆
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
源
氏
物
語
写
本
を
、
明
応
四
（1495

）
年
と
そ

れ
以
降
の
、
少
な
く
と
も
二
度
転
写
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
写
本
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
写
本
本
文
に
出
現
す
る
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
、
こ
の
紅
梅
文
庫

旧
蔵
本
源
氏
物
語
を
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
源
氏

物
語
を
中
心
と
し
た
写
本
と
比
較
し
、
こ
の
奥
書
の
記
述
を
裏
付
け
る
根
拠
を
探
索

し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
源
氏
物
語
写
本
の
名
称
を
通
称
に
従
い
、
そ
の
他
に
つ
い
て

は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
紅
梅
本
、
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
は
書
陵
部
本
、
大
正
大

学
蔵
本
は
大
正
大
本
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
は
日
大
本
、
吉
川
史
料
館
蔵
青
表

紙
本
は
吉
川
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
は
蓬
左
文
庫
本
、
熊
本
大
学
教
育
学
部

旧
蔵
本
を
熊
大
本
と
略
す
。

　

調
査
対
象
の
中
心
と
な
る
源
氏
物
語
写
本
に
は
、
書
陵
部
本
、
保
坂
本
、
大
正
大

本
に
加
え
、
伝
称
筆
者
と
し
て
三
条
西
実
隆
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
吉
川
本
「
箒
木
」

と
蓬
左
文
庫
本
「
空
蝉
」「
関
屋
」、
実
隆
の
奥
書
が
あ
る
榊
原
家
本
「
桐
壺
」
を
選

択
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
の
中
に
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ

れ
た
実
隆
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
と
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
近
い
写
本
が
存

在
す
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、紅
梅
本
「
横
笛
」

だ
け
は
、
吉
川
本
「
箒
木
」
と
榊
原
家
本
「
桐
壺
」、
蓬
左
文
庫
本
「
空
蝉
」
と
い
っ

た
写
本
と
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
似
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、本
方
法
で
は
、仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
に
よ
っ

て
写
本
間
に
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
が
、
こ
の
調
査
結
果
が
意
味
す
る

こ
と
や
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
関

連
す
る
分
野
か
ら
の
異
な
る
対
象
や
手
法
に
基
づ
い
た
調
査
報
告
が
必
要
で
あ
る
。

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　

本
調
査
の
目
的
は
、
紅
梅
本
の
中
に
、
実
隆
筆
写
本
と
似
た
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
を
持
つ
写
本
の
存
在
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
明
年
間
（1469	

-1487

）
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
と
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
似

た
写
本
が
紅
梅
本
の
中
に
存
在
す
れ
ば
、
奥
書
の
記
述
と
は
別
に
、
紅
梅
本
が
文
明

年
間
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
の
源
氏
物
語
写
本
と
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で

き
、
紅
梅
本
の
位
置
付
け
の
議
論
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
文
の
変
体
仮
名
の
字
母
は
、
本
文
の
意
味
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
集
計
や
処
理
方
法
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
出
現

傾
向
と
書
誌
情
報
の
関
係
の
調
査
結
果
の
報
告
が
少
な
く
、
知
見
も
得
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
調
査
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ
と
が
困

難
な
存
在
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
。
古
典
籍
に
特
徴
的
に
出
現
す
る
変
体
仮
名
の
出

現
傾
向
は
、
書
写
年
代
や
書
写
者
と
い
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
稿
者
は
、
文
章
の

特
徴
を
数
値
化
し
た
デ
ー
タ
に
対
し
て
統
計
手
法
を
用
い
て
分
析
す
る
、
文
献
学
の

一
分
野
で
あ
る
計
量
文
献
学
の
方
法
論
を
古
典
籍
に
適
用
し
て
調
査
す
る
こ
と
を
試

み
て
い
る
。
そ
の
結
果
、変
体
仮
名
の
字
母
の
出
現
傾
向
を
統
計
分
析
す
る
こ
と
で
、

写
本
の
書
写
者
の
推
定
や
、
同
一
書
写
者
に
よ
る
写
本
の
年
代
推
定
が
で
き
る
可
能

性
を
指
摘
し
て
き
た

（
２
）（
３
）（
４
）（
５
）（
６
）。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

か
ら
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
似
た
写
本
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
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筆
跡
が
異
な
り
他
筆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
書
写
者
間
や
写
本
間
に
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
写
本
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

変
体
仮
名
は
、
写
本
本
文
に
大
量
に
存
在
し
、
調
査
し
易
く
、
平
安
時
代
か
ら
江

戸
時
代
ま
で
長
期
間
に
渡
っ
て
存
在
す
る
。
変
体
仮
名
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
で
、

書
写
者
や
書
写
年
代
に
関
す
る
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ

て
い
る
書
誌
情
報
と
は
異
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
、
書
誌
学
や
文
献
学
の
知
見
の
蓋

然
性
の
向
上
や
、写
本
に
関
す
る
新
た
な
仮
説
の
提
案
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、

本
方
法
の
利
点
と
し
て
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
対
す
る
統
計
手
法
の
適
用
に
よ

り
、
書
写
時
期
が
近
い
写
本
や
書
誌
情
報
か
ら
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
量
の
写

本
を
一
括
し
て
「
自
動
的
」
に
分
類
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向

と
い
う
一
視
点
か
ら
写
本
間
に
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
と
し
て
も
、
そ

の
意
味
す
る
こ
と
や
そ
の
原
因
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
関
連
す
る
分
野
の
専
門
家
に

よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
量
の
写
本
の
中
か
ら
関
係
す
る
写
本
を
発

見
す
る
こ
と
や
専
門
家
を
必
要
と
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

本
調
査
方
法
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
調
査
対
象
で
あ
る
大
量
の
写
本
を
、
専
門

家
の
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
な
妥
当
な
数
に
絞
り
込
み
、
関
係
が
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
る
写
本
を
探
索
す
る
方
法
と
し
て
利
用
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
本
調
査
で
も
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
同
様
に
、
本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
を
用
い
て
、
⑴
書
陵
部
本
の
推
定
書
写
年
代
に
近
い
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
写

本
間
距
離
の
近
い
写
本
の
探
索
と
、
⑵
こ
の
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
紅

梅
本
の
写
本
の
存
在
の
有
無
の
確
認
、
加
え
て
、
⑶
新
た
に
追
加
し
た
実
隆
筆
写
本

と
距
離
の
近
い
写
本
の
探
索
を
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
紅
梅
本
の
中
に
、
明
応
四
年

に
近
い
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
が
近
い
写
本
が
存
在
す
れ
ば
、
奥
書
の
記
述
と

は
異
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
述
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。三　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　

調
査
対
象
の
中
心
と
な
る
写
本
は
、「
蓬
生
」「
若
菜
上
」
を
欠
き
、
江
戸
時
代
の

補
写
で
あ
る
「
総
角
」
を
除
く
紅
梅
本
五
十
一
写
本
と
、
明
応
四
（1495

）
年
に
書

写
年
代
が
近
い
写
本
で
あ
る
、書
陵
部
本
と
大
正
大
本
の
そ
れ
ぞ
れ
五
十
四
写
本
と
、

保
坂
本
の
う
ち
、
永
正
年
間
（1504	-	1521

）
頃
の
書
写
か
と
さ
れ
る
室
町
時
代
に

補
写
さ
れ
た
「
桐
壺
」
か
ら
「
絵
合
」
ま
で
の
十
七
写
本
、
享
禄
三
（1530

）
年
か

ら
四
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
日
大
本
の
五
十
三
写
本
で
あ
る
。こ
れ
ら
に
加
え
て
、

長
享
二
（1488

）
年
の
実
隆
筆
と
の
奥
書
が
あ
る
高
松
宮
家
本
「
松
風
」、
明
応
六

（1497

）
年
書
写
の
天
理
図
書
館
蔵
の
実
隆
筆
「
新
撰
菟
玖
波
集
」、
伝
実
隆
筆
で
あ

る
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
「
和
泉
式
部
日
記
」
と
吉
川
本
「
箒
木
」、
実
隆
に
よ
る

享
禄
四
（1531

）
年
書
写
の
奥
書
を
持
つ
榊
原
家
本
「
桐
壺
」
と
、
伝
実
隆
筆
で
あ

る
天
文
二
（1533

）
年
書
写
の
蓬
左
文
庫
本
「
空
蝉
」「
関
屋
」、
伝
公
順
筆
の
吉
川

本
「
明
石
」「
若
菜
上
」
と
し
た
。
加
え
て
、
紅
梅
本
と
同
一
の
奥
書
を
「
夢
浮
橋
」

に
持
つ
熊
大
本
の
う
ち
二
十
五
写
本
も
調
査
し
た
。

　

調
査
対
象
に
用
い
た
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
本
文
と
同
一
の

仮
名
字
母
、
行
数
、
改
行
位
置
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で
の
調
査

（
２
）（
３
）（
４
）（
５
）（
６
）

か

ら
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
調
査
す
る
た
め
に
必
要
な
文
字
数
は
、
少
な
く
と
も

二
千
五
百
字
以
上
、
多
く
と
も
お
お
よ
そ
五
千
字
以
上
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
五
千
字
を
目
安
と
し
て
調
査
し
て
い
る
。

　

本
調
査
で
用
い
た
計
二
百
七
十
一
写
本
の
本
文
デ
ー
タ
の
集
計
結
果
を
本
稿
末
に

表
一
と
し
て
ま
と
め
た
。
表
一
で
は
、
写
本
名
ま
た
は
源
氏
物
語
で
あ
れ
ば
巻
名
、
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調
査
対
象
文
字
数
を
文
字
数
、
調
査
対
象
文
字
数
中
に
出
現
し
た
仮
名
字
母
数
を
字

母
数
と
し
て
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
出
典
は
、
本
稿
末
に
ま
と
め
た
。

四　

調
査
手
法

　

本
調
査
で
は
、
異
な
る
巻
や
異
な
る
作
品
を
比
較
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
特
定
の

仮
名
字
母
で
は
な
く
本
文
に
出
現
す
る
全
仮
名
字
母
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
仮
名
字
母
を
統
一
し
た
方
針
で
収
集
し
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
す
る
。
調

査
対
象
と
し
て
は
本
行
本
文
を
選
択
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
傍
記
を
除
き
、
一
音
の

漢
字
は
仮
名
と
見
做
し
て
文
字
を
収
集
し
て
い
る
。
本
調
査
で
用
い
て
い
る
「
仮
名

字
母
の
出
現
傾
向
」
と
は
、
本
行
本
文
に
出
現
す
る
仮
名
字
母
を
集
計
し
、
同
音
の

仮
名
字
母
ご
と
に
相
対
頻
度
を
求
め
た
全
て
の
字
母
の
集
合
で
あ
る
。
こ
の
出
現
傾

向
に
対
し
て
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
す
る
。

　

こ
こ
で
写
本
の
分
類
に
用
い
た
統
計
的
手
法
は
、
奥
書
に
基
づ
く
書
写
者
や
書
写

年
代
と
い
っ
た
「
正
し
い
」（
と
さ
れ
る
）
書
誌
情
報
（
外
的
徴
証
）
が
知
ら
れ
て

い
な
い
写
本
の
本
文
デ
ー
タ
に
対
し
て
、本
文
デ
ー
タ
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向（
内

的
徴
証
）
だ
け
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
「
教
師
な
し
分
類
」
と
呼
ば
れ

る
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
教
師
な
し
分
類
」手
法
に
よ
る
分
類
結
果
は
、

仮
説
の
提
案
で
あ
り
、
当
該
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
本
調
査

で
は
、
写
本
間
の
関
係
を
分
析
す
る
た
め
に
、
写
本
間
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の

相
違
が
写
本
間
距
離
と
し
て
計
算
さ
れ
、
分
類
結
果
の
詳
細
が
樹
形
図
と
し
て
可
視

化
さ
れ
る
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
た
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
方
法

に
つ
い
て
は
本
稿
末
の
注
に
ま
と
め
た
。

　

分
類
結
果
で
あ
る
樹
形
図
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
一
定
の
写

本
間
距
離
で
切
断
し
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ

る
写
本
は
、
写
本
間
距
離
が1.61

以
下
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
同
一
と
見
做
せ
る
写
本
間
距
離
は

0.66

と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
６
）。

五　

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
基
づ
く
写
本
の
分
類
結
果
と
考
察

　

計
二
百
七
十
一
写
本
の
分
類
結
果
は
巨
大
な
樹
形
図
と
し
て
表
さ
れ
る
た
め
、
論

文
や
書
籍
と
い
っ
た
印
刷
物
に
掲
載
す
る
一
つ
の
図
と
し
て
可
視
化
し
理
解
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
調
査
目
的
に
合
わ
せ
た
複
数
写
本
か
ら
な
る
一
部

分
の
樹
形
図
を
対
象
に
考
察
す
る
。

　

写
本
間
関
係
を
検
討
す
る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
を
示
す
。
図

で
は
、
巻
名
を
示
す
文
字
列
に
、
写
本
名
に
加
え
て
、
実
隆
に
関
係
し
た
写
本
の
場

合
は
伝
承
筆
者
、
書
写
年
代
、
所
蔵
者
を
加
え
た
。
図
を
用
い
て
分
類
す
る
た
め
に
、

写
本
を
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
距
離
を1.61

と
し
て
点
線
を
引
き
、
こ
の
点
線
よ

り
距
離
が
近
い
グ
ル
ー
プ
を
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
と
し
て
検
討
す
る
。
加
え

て
、
写
本
間
距
離
が0.66

よ
り
近
い
場
合
は
、
写
本
間
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向

が
同
一
と
見
做
せ
る
た
め
、
同
様
に
点
線
を
引
い
て
検
討
す
る
。

　

考
察
で
は
、
最
初
に
、
実
隆
筆
写
本
の
分
類
を
試
み
る
。
こ
れ
は
、
⑴
明
応
四
年

に
近
い
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
紅
梅
本
を
探
索
す
る
た
め
に
、
明
応
四

年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
が
分
類
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
こ
の
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆

写
本
が
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
紅
梅
本
と
比
較
し
、
⑵
こ
の
時
期
の
実

隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
紅
梅
本
の
存
在
の
有
無
を
確
認
す
る
。
次
に
、（
３
）
明
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応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
複
数
の
源
氏
物
語
写
本
を
比
較
対
象
と
し
て
、

紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
の
探
索
を
す
る
。
最
後
に
、
紅
梅
本
と
熊
大
本

と
の
比
較
に
関
し
て
述
べ
る
。

五
．
一　

日
大
本
を
中
心
と
し
た
実
隆
筆
写
本
の
分
類

　

伝
称
筆
者
を
含
む
三
条
西
家
の
人
物
に
よ
る
写
本
で
あ
る
、
日
大
本
と
蓬
左
文
庫

本
「
空
蝉
」「
関
屋
」「
絵
合
」「
松
風
」「
初
音
」「
胡
蝶
」「
蛍
」「
紅
梅
」「
橋
姫
」

「
夢
浮
橋
」、
吉
川
本
「
箒
木
」「
明
石
」「
若
菜
上
」、
榊
原
家
本
「
桐
壺
」、
高
松
宮

家
本
「
松
風
」、新
撰
菟
玖
波
集
、和
泉
式
部
日
記
を
対
象
に
分
類
し
た
。
図
一
で
は
、

同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
写
本
を
灰
色
で
強
調
し

て
可
視
化
し
て
い
る
。

　

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
全
て
の
写
本
を
書
誌
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
書
写
者
に
よ
っ
て
分
類
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
多
く
の
場
合
、
書
写
者
に

よ
っ
て
分
類
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

３
）。

図
一
で
は
、上
か
ら
順
に
、

公
条
筆
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
、
日
大
本
か
ら
な
る
二
つ
の
実
隆
筆
の
グ
ル
ー
プ
、
公

順
筆
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
、
上
記
以
外
の
実
隆
筆
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に

分
類
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
写
本
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似

性
を
示
し
て
い
る
の
で
、必
ず
し
も
筆
跡
の
類
似
性
を
示
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、

図
一
下
部
の
実
隆
筆
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
、
日
大
本
「
胡
蝶
」
は
公
順

筆
と
さ
れ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
、親
本
に
実
隆
筆
写
本
を
用
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
順
が
親
本
で
あ
る
実
隆
筆
写
本
を
仮
名
字
母
ま
で
一
致
す
る
書

写
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
実
隆
筆
写
本
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を

指
摘
で
き
る
。
ま
た
、公
順
筆
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
、蓬
左
文
庫
本
「
松

風
」
と
「
初
音
」
は
実
枝
筆
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
親
本
で
あ
る
公
順
筆
写

本
を
実
枝
が
仮
名
字
母
ま
で
一
致
す
る
書
写
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
順
筆
写
本
の

グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
調
査
し
た
文
字
数
が
少
な
い
写
本
は
、
写
本
間

距
離
が
遠
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、
文
字
数
が
少
な
い
た
め
か
、
ま
た

は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
他
写
本
と
異
な
り
偏
在
し
て
い
る
た
め
か
、
ど
ち
ら

か
の
理
由
で
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
安
定
せ
ず
、
写
本
間
距
離
が
遠
く
な
る
傾
向

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
た
め
、同
筆
と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
で
あ
っ
て
も
、「
花

散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
以
下
で
グ
ル
ー
プ
を
構

成
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

次
に
分
類
さ
れ
た
各
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
考
察
す
る
。
以
下
、
図
一
の
上
か
ら
、

公
条
筆
の
グ
ル
ー
プ
、
実
隆
筆
の
グ
ル
ー
プ
、
公
順
筆
を
含
む
グ
ル
ー
プ
の
順
で
述

べ
る
。

　

公
条
筆
は
、
日
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
共
に
同
一
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
公
条
筆
は
、
大
永
五
（1525

）
年
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
、
そ
れ
以
外
の
写

本
に
分
類
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

（
３
）。

奥
書
よ
り
大
永
五
年
に
書
写
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
な
「
桐
壺
」「
箒
木
」「
空
蝉
」
と
書
写
年
代
が
不
明
な
「
夕
顔
」
が
同
一

グ
ル
ー
プ
内
の
小
グ
ル
ー
プ
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
実
隆
筆
は
、
日
大
本
が
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
写
本
が
異
な
る
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

類
さ
れ
る
。
日
大
本
以
外
の
写
本
か
ら
な
る
実
隆
筆
を
中
心
と
し
た
図
一
下
部
の
グ

ル
ー
プ
は
、
異
な
る
書
写
年
代
を
持
つ
写
本
か
ら
な
る
。
公
順
筆
は
、
吉
川
本
と
日

大
本
、
蓬
左
文
庫
本
が
同
一
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
分
類
結
果
か
ら
は
、
文
明
年
間
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
が

存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
異
な
る
書
写
年
代
の
写
本
か
ら
な
る
実
隆
筆
の
グ
ル
ー
プ
に
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分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
実
隆
筆
写
本
と
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ

る
紅
梅
本
の
写
本
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
写
本
は
実
隆
筆
写
本
を
仮
名
字
母

ま
で
忠
実
に
転
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
奥
書
と
は
異
な
る
理
由
で
、
紅

梅
本
が
実
隆
筆
を
転
写
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
、
紅
梅
本
と
こ
の
伝

承
筆
者
を
含
む
実
隆
筆
写
本
と
比
較
す
る
。

五
．
二　

紅
梅
本
と
実
隆
筆
写
本
と
の
比
較

　

同
様
の
方
法
を
用
い
て
、
紅
梅
本
と
実
隆
筆
写
本
を
対
象
に
分
類
し
た
。
そ
の
結

果
を
図
二
に
示
し
た
。
分
類
結
果
は
、
紅
梅
本
の
写
本
と
比
較
対
象
と
し
た
実
隆

筆
の
写
本
は
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
８
）。

ま
た
、

多
く
の
紅
梅
本
の
写
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
か
ら
、
同
筆
の
可
能
性
を
指

摘
で
き
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
の
少
な
く
と
も
二
度
の
転
写
に
よ
っ
て
、

そ
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
の

影
響
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
低
い
、
と
言
え
る
。

　

但
し
、
紅
梅
本
う
ち
「
横
笛
」
は
、
こ
の
他
の
紅
梅
本
と
距
離
が
相
対
的
に
遠
く
、

実
隆
筆
写
本
の
グ
ル
ー
プ
と
距
離
が
近
い
、
隣
接
し
た
位
置
に
分
類
さ
れ
て
い
る
結

果
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
横
笛
」
は
、
他
の
紅
梅
本
の
写
本
と
は
異
な
り
、

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
相
対
的
に
は
実
隆
筆
写
本
と
似
て
い
る
、
と
言
え
る
。
紅

梅
本
の
書
写
年
代
は
足
利
末
期

（
１
）

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
隆
筆
写
本
と
は

書
写
年
代
が
異
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
実
隆
筆
写
本
と
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
て
い

る
日
大
本
「
横
笛
」
は
公
条
筆

（
３
）

で
あ
り
、
日
大
本
「
横
笛
」
を
転
写
し
た
写
本

の
存
在
を
仮
定
す
る
と
、
そ
の
写
本
が
実
隆
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
持
つ
可
能

性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、実
隆
筆
「
横
笛
」
が
存
在
し
、

紅
梅
本
を
書
写
し
た
人
物
が
そ
れ
を
転
写
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も

様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
可
能
性
を
支

持
す
る
根
拠
は
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
以
外
に
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
様
に
本
方
法
を
用
い
た
調
査
で
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
か
ら

写
本
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
残
念
な

が
ら
紅
梅
本
「
横
笛
」
だ
け
が
異
な
る
理
由
や
、
写
本
の
書
写
年
代
の
前
後
関
係
と

い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
調
査
済
み
写
本
と
何
ら
か
の
関
係

が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
未
調
査
の
写
本
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、
未
調
査
の

実
隆
筆
写
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
分
類
結
果
が
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
本
調
査

結
果
だ
け
に
依
拠
し
た
議
論
は
、
今
後
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
覆
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
資
料
の
探
索
や
調
査
、
複
数
の
方
法
の
適
用
や
開
発
に
よ
っ
て
、
そ
の
蓋
然

性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

五
．
三　

紅
梅
本
と
文
明
年
間
に
近
い
時
期
の
写
本
と
の
比
較

　

紅
梅
本
「
夢
浮
橋
」
の
奥
書
の
記
述
に
基
づ
く
明
応
四
年
に
書
写
年
代
が
近
い
、

書
陵
部
本
、
大
正
大
本
、
保
坂
本
を
対
象
に
、
紅
梅
本
と
比
較
し
た
。
そ
の
分
類
結

果
を
図
三
に
示
す
。
こ
の
図
で
は
、
調
査
対
象
と
し
た
百
七
十
六
写
本
の
結
果
で
は

な
く
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
た
写
本
だ
け
を
選
択
し

て
可
視
化
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
と
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離

で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
、
明
応
四
年
に
書
写
年
代
が
近
い
写
本
は
存
在
し
な
か
っ

た
（
７
）（
９
）。

　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
の
中
に
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
写
本
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
は
伝
来
を
同
じ
く
す
る
写
本
か
ら
な

る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
異
な
る
伝
来
を
持
つ
写
本
で
あ
っ
て
も
、
同
筆
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
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こ
の
結
果
か
ら
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
仮
名

字
母
の
出
現
傾
向
が
似
た
写
本
は
、
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
写
本

で
あ
っ
て
も
多
く
は
な
い
こ
と
と
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
場
合
は
、
同
じ
一
揃
え

の
写
本
内
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。ま
た
、

日
大
本
を
中
心
と
し
た
調
査
か
ら
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
似
た
写
本
は
、
何
ら

か
の
写
本
間
関
係
が
あ
り
、
同
一
人
物
が
複
数
の
写
本
の
書
写
を
担
当
し
て
い
る
可

能
性
や
、
異
な
る
筆
跡
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
場
合
は
、
同

筆
の
親
本
を
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

五
．
四　

紅
梅
本
と
熊
本
大
学
本
と
の
比
較

　

前
稿

（
７
）（
８
）（
９
）

の
報
告
後
に
、
中
城
さ
と
子
氏
よ
り
、
熊
大
本
「
夢
浮
橋
」
の

奥
書
が
、紅
梅
本
「
夢
浮
橋
」
と
一
致
す
る
と
の
知
見
を
ご
教
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
た
め
、
熊
大
本
の
う
ち
、
二
十
五
写
本
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
調
査
し
、

紅
梅
本
と
の
比
較
を
試
み
た
。

　

そ
の
分
類
結
果
を
図
四
に
示
す
。
そ
の
結
果
、
調
査
し
た
熊
大
本
の
写
本
に
関
し

て
は
、
多
く
の
熊
大
本
の
写
本
が
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
で
グ
ル
ー
プ
構
成
し

た
。
こ
の
た
め
、
熊
大
本
は
同
一
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。
一
方
で
、
多
く
の
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
で

同
一
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
か
ら
は
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
が
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
と
は
指
摘
で
き
な
い
。

　

加
え
て
、
紅
梅
本
「
横
笛
」
は
、
実
隆
筆
写
本
と
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
類
似

す
る
と
前
述
し
た
。
し
か
し
、熊
大
本
「
横
笛
」
は
、他
の
熊
大
本
と
同
一
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
横
笛
」
の
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
前
述
し
た
様
に
、「
横
笛
」
を
除

く
他
の
紅
梅
本
が
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
、
熊
大
本
の
書
写
者
が

紅
梅
本
の
書
写
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
紅
梅
本
「
横
笛
」
の
仮
名
字
母

の
出
現
傾
向
だ
け
が
異
な
る
理
由
を
知
っ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
理
由
が
、

実
隆
筆
写
本
を
尊
重
し
て
仮
名
字
母
ま
で
転
写
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
熊
大
本
「
横

笛
」も
同
様
に
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
異
な
る
よ
う
に
書
写
す
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
調
査
結
果
は
、
熊
大
本
の
書
写
者
は
、
紅
梅
本
「
横
笛
」
の
仮
名
字
母
の

出
現
傾
向
が
他
の
紅
梅
本
と
異
な
る
理
由
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
自
分
の
仮
名
字
母

を
用
い
て
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
と
説
明
が
し
易
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
仮
定
に
仮
定
を
重
ね
て
い
る
議
論
で
は
あ
る
が
、
紅
梅
本
と
熊
大

本
の
書
写
者
を
考
察
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
横
笛
」
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾

向
の
相
違
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、「
篝
火
」
に
関
し
て
は
紅
梅
本
と
熊
大
本
で
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距

離
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
同
筆
で
あ
る
可
能
性
の
他
に
、
紅
梅

本
と
熊
大
本
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
親
本
と
し
て
他
方
を
仮
名
字
母
ま
で
転
写
し
た
可

能
性
が
指
摘
で
き
る
。
図
四
か
ら
は
、「
篝
火
」
の
本
文
文
字
数
が
少
な
い
た
め
、

紅
梅
本
と
熊
大
本
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
、
ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
か
明
ら
か
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
対
し
て
、
主
成
分
分
析
を
用
い
、
二

次
分
析
と
し
て
非
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
て
分
類
を
試
み
た
。そ
の
結
果
、

熊
大
本
「
篝
火
」
は
紅
梅
本
の
一
部
が
分
類
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
熊
大
本
「
篝
火
」
は
紅
梅
本
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
近
い
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
結
果
の
意
味
す
る
こ
と
と
し
て
、
紅
梅
本
か
ら
熊
大
本
が
転
写
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
は
異
な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写

さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
な
が
ら
も
、「
夢
浮
橋
」
の
奥
書
の
他
に
、「
篝
火
」
の
写
本
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本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
両
写
本
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
詳

細
な
調
査
の
必
要
が
あ
る
、
と
言
え
る
。

六　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

奥
書
と
は
異
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
紅
梅
本
を
位
置
付
け
る
た
め
に
、
同
時
期
に

書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
源
氏
物
語
写
本
の
本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾

向
に
着
目
し
て
、
写
本
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
明
応
四
年
と
近
い
時
期
の

実
隆
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
距
離
が
近
い
写
本
を
紅
梅
本
の
中
に
発
見
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
は
、
そ
の
時
期
の
実
隆
筆
で
あ
る

こ
と
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
但
し
、
伝
称
筆
者
を
含
み
、
異
な
る
書
写
年

代
か
ら
な
る
実
隆
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
写
本
グ
ル
ー
プ
は
、
紅
梅
本
「
横
笛
」
と
写

本
間
距
離
が
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
熊
大
本
を
調
査
し
紅
梅
本
と

の
関
係
を
考
察
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
本
手
法
で
は
、
こ
の
様
な
写
本
の
関
連
性

の
指
摘
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
関
連
す
る
分
野
の
複
数
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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注
　

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
次
の
手
順
で
写
本
を
分
類
し
て
い
く
。
最
初
に
、

全
て
の
写
本
の
組
合
せ
に
対
し
て
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
相
違
を
表
す
写
本
間
距

離
を
求
め
る
。次
に
、そ
の
距
離
が
最
も
近
い
二
つ
の
写
本
か
ら
な
る
写
本
グ
ル
ー
プ（
ク

ラ
ス
タ
ー
）
を
構
成
す
る
。
以
降
、
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
や
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て

い
な
い
写
本
を
対
象
に
距
離
を
求
め
、
そ
の
距
離
が
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

や
写
本
か
ら
な
る
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
グ
ル
ー
プ
間
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
と

写
本
と
の
距
離
は
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
全
写
本
の
組
合
せ
の
距
離

を
求
め
、
そ
の
距
離
の
平
均
を
グ
ル
ー
プ
の
写
本
間
距
離
と
す
る
。
最
終
的
に
は
、
仮

名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
し
た
写
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
、
全
て
の
写
本
か
ら

な
る
樹
形
図
が
構
成
さ
れ
る
。
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ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』

の
位
置
付
け
⑵
」
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第
40
号
（2021

年
３
月
）

（
10
）	

金
明
哲
「
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
統
計
科
学
入
門
」	
岩
波
書
店	2011

出
典

調
査
対
象
写
本
は
、
出
版
ま
た
は
画
像
公
開
さ
れ
た
写
本
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に

書
名
の
な
い
写
本
は
源
氏
物
語
を
表
し
て
い
る
。

•	

紅
梅
本
（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
）	

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
上
野
英
子
教
授
よ

り
画
像
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

•	

書
陵
部
本
（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
）	

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開

シ
ス
テ
ム

	
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/T

oshoryo/D
etail/1000629260000

•	

保
坂
本	

保
坂
本
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
四
巻	

お
う
ふ
う	1995,1996

•	

大
正
大
本	

大
正
大
学
図
書
館
・
研
究
所	

源
氏
物
語
写
本

	
https://tais.ac.jp/library_labo/library/genji/

	

（2021/09/30

現
在
リ
ン
ク
切
れ
）

•	

日
大
本
（
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
）	

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
五
巻
三
条
西
家
証

本	

八
木
書
店	1995

•	

高
松
宮
家
本	

高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
第
４
巻	

臨
川
書
店	1973

•	

榊
原
家
本	

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

	
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200016474/

•	

蓬
左
文
庫
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
）	

源
氏
物
語
青
表
紙
本
54
巻
・
目
録
２
巻
・

極
１
巻
56
冊
・
１
冊	

請
求
番
号1-164-4

•	

吉
川
本
（
吉
川
史
料
館
蔵
青
表
紙
本
）
整
理
番
号555

•	

熊
大
本
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
所
蔵
本
）

	
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100137183/

•	

和
泉
式
部
日
記
（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
）	

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像

公
開
シ
ス
テ
ム

	
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/T

oshoryo/D
etail/1000613360000?search

Index=7

•	

新
撰
菟
玖
波
集
（
天
理
図
書
館
蔵
）	

天
理
図
書
館	

善
本
叢
書	

和
書
之
部	

第
二
十
巻	

新
撰
菟
玖
波
集	

實
隆
本	

八
木
書
店	1975
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表
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調
査
対
象
と
し
た
写
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字
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調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
文
字
数
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続
き
）
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図
一　

日
大
本
を
中
心
と
し
た
実
隆
筆
写
本
の
分
類
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図
二　

紅
梅
本
を
中
心
と
し
た
分
類
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図
三　

同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
同
時
代
写
本
の
分
類
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図
四　

紅
梅
本
と
熊
大
本
の
分
類
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N
gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け
の
調
査

― 

書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
、
日
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
を
中
心
と
し
た
写
本
と
の
比
較
を
通
し
て 

―

齊
　
藤
　
鉄
　
也

【
要
旨
】

　

本
調
査
の
目
的
は
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
本
文
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作

成
し
た
写
本
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の
頻
度
に
基
づ
き
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
や
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
、
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
と
い
っ
た
源
氏
物
語
の
各
巻

ご
と
に
写
本
本
文
を
分
類
し
た
。
表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
日
大
本
と
本
文
が
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
写
本
が
計
十
七
存
在
し
、
そ
の
中
で
も
大
永
五

（1525

）
年
に
書
写
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
四
写
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
程
度
に
本
文
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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一　

は
じ
め
に

　

本
研
究
の
目
的
は
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
送
り
仮
名
、
仮
名
遣
い
、
音
便

と
い
っ
た
表
記
の
相
違
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
計
量
的
な
処
理
の
み

で
写
本
を
分
類
す
る
こ
と
と
、そ
の
結
果
を
文
学
や
文
献
学
の
研
究
成
果
と
比
較
し
、

本
方
法
の
有
効
性
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
本

稿
で
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』（

１
）

の
本
文
を
中
心
に
、
統
計
学
の
手

法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
、
相
対
的
な
位
置
付
け
を
試
み
た
調

査
結
果
を
報
告
す
る
。

　

本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
写
本
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の

頻
度
に
基
づ
き
、
源
氏
物
語
の
各
巻
ご
と
に
写
本
本
文
を
分
類
し
た
。
調
査
対
象
と

し
た
写
本
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
五
十
一
帖
（
以
下
、
紅
梅
本
と
す

る
）、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
五
十
三
帖
（
以
下
、
日
大
本
）、
書
陵
部
蔵
三
条
西

家
本
五
十
四
帖
（
以
下
、
書
陵
部
本
）、
室
町
時
代
補
写
の
保
坂
本
十
七
帖
、
大
正

大
学
本
五
十
四
帖
（
以
下
、
大
正
大
本
）、
池
田
本
五
十
二
帖
、
大
島
本
五
十
三
帖
、

熊
本
大
学
教
育
学
部
本
の
一
部
で
あ
る
二
十
五
帖
（
以
下
、
熊
大
本
）
の
源
氏
物
語

を
中
心
と
し
た
計
三
百
五
十
九
写
本
で
あ
る
。

　

表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
は
日
大
本
と
本
文
が
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ

る
写
本
が
計
十
七
存
在
し
、
そ
の
中
で
も
大
永
五
（1525

）
年
に
書
写
さ
れ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
四
写
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
程
度
に
本
文
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　

本
調
査
の
目
的
は
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比

較
し
、
紅
梅
本
の
本
文
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
計
量
文
献
学
は
、
本
文
が
持

つ
何
ら
か
の
特
徴
や
関
係
を
数
値
を
用
い
て
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
統
計
学
の
手
法

を
適
用
す
る
文
献
学
の
一
領
域
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
写
本
本

文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の
頻
度
に
基
づ
き
、
紅
梅
本
と
、
紅
梅
本
の
奥

書
に
記
さ
れ
て
い
る
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
日
大
本
と
い
っ
た
室
町
時
代
に
書
写

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
複
数
の
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
た
本
文
と
比
較
し
て
、

紅
梅
本
の
本
文
の
相
対
的
な
位
置
付
け
を
明
ら
か
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

同
様
の
手
法
を
用
い
た
本
文
分
類
の
例
と
し
て
は
稿
者
に
よ
る

（
２
）

が
あ
る
。
そ

の
調
査
で
は
、源
氏
物
語
の
六
帖「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」

の
全
文
と
、「
柏
木
」の
一
部
を
調
査
対
象
の
写
本
と
し
て
選
択
し
た
。
各
帖
ご
と
に
、

本
文
か
ら
五
文
字
の
文
字
列
（5gram

）
を
生
成
し
、
そ
の
頻
度
デ
ー
タ
を
用
い
て

統
計
分
析
を
行
い
、
写
本
の
分
類
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
定
家
（
青

表
紙
）
本
系
統
、
河
内
本
系
統
、
別
本
群
と
い
っ
た
二
系
統
一
群
に
近
い
分
類
結
果

が
得
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
、
書
写
年
代
と
い
っ
た
書
誌
情
報
に
関
連
し
た

分
類
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
前
稿

（
３
）（
４
）

で
は
、
分
類
結
果
を
考
察
し
易
い
よ
う
に
、
調
査
対
象

写
本
を
定
家
（
青
表
紙
）
本
系
統
と
し
、書
写
年
代
が
近
く
、三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
写
本
を
中
心
と
し
て
選
択
し
て
、
本
文
を
分
類
し
た
。
本
稿

に
お
い
て
も
前
稿
と
同
様
の
調
査
方
法
を
用
い
て
い
る
が
、
写
本
の
分
類
尺
度
を
変

更
し
た
こ
と
と
、
熊
大
本
を
調
査
対
象
写
本
と
し
て
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
再
調
査

す
る
こ
と
と
し
た
。
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三　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　

紅
梅
本
の
比
較
対
象
に
用
い
た
源
氏
物
語
の
写
本
は
、
日
大
本
、
書
陵
部
本
、
大

正
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
、
室
町
期
補
写
の
保
坂
本
の
全
帖
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

加
え
て
、
奥
書
よ
り
、
紅
梅
本
の
転
写
本
か
と
考
え
ら
れ
る
熊
大
本
の
一
部
の
写
本

を
比
較
対
象
と
し
た
。

　

分
析
に
用
い
た
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
の
本
行
本
文
を
対
象

に
、
仮
名
と
漢
字
、
改
行
位
置
を
同
一
と
し
て
い
る
。
一
音
で
読
む
漢
字
は
全
て
仮

名
と
見
做
し
て
仮
名
と
漢
字
を
区
別
し
て
い
る
。
漢
字
の
異
体
字
は
通
行
化
し
て
い

る
。
ミ
セ
ケ
チ
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
傍
記
は
採
字
せ
ず
、
本
行
本
文
に
書
写

さ
れ
た
文
字
を
採
字
し
た
。

　

本
調
査
で
用
い
た
本
文
デ
ー
タ
を
本
稿
末
の
表
一
に
ま
と
め
た
。
表
一
で
は
、
写

本
名
と
仮
名
と
漢
字
の
文
字
数
、
文
字
数
に
占
め
る
漢
字
の
割
合
を
漢
字
率
と
し
て

ま
と
め
て
い
る
。
本
文
デ
ー
タ
の
調
査
範
囲
は
お
お
よ
そ
五
千
文
字
程
度
を
対
象
と

し
た
。
五
千
字
に
満
た
な
い
本
文
を
持
つ
帖
は
全
文
を
対
象
と
し
て
い
る
。

四　

調
査
方
法

　

本
調
査
で
用
い
た
写
本
の
本
文
デ
ー
タ
の
生
成
方
法
と
分
類
方
法
を
述
べ
る
。
生

成
方
法
で
は
、
調
査
対
象
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
本
行
本
文
の
漢
字
と
仮
名
の

使
い
分
け
や
仮
名
遣
い
、
音
便
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ
を
生
成
し
、
そ
れ
に
対
し

て
、
写
本
の
先
頭
文
字
か
ら
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
、
一
定
文
字
数
（N

文
字
）

の
本
文
の
断
片
（N

gram

）
を
生
成
す
る
。
分
類
方
法
で
は
、
同
一
の
文
字
列
を

集
計
し
た
頻
度
を
用
い
て
計
算
し
た
写
本
間
距
離
に
よ
っ
て
、
表
記
の
似
た
本
文
の

分
類
を
、
統
計
的
方
法
を
用
い
て
行
う
。
統
計
的
分
類
方
法
に
関
す
る
詳
細
は
注
に

ま
と
め
た
。

　

本
方
法
で
は
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
音
便
と
い
っ

た
同
義
で
は
あ
る
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
本
文
は
「
異
同
」
と
見
做
し
、
生
成
さ
れ

た
本
文
の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
に
反
映
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
表
記
の
異
同
に
よ
っ
て

異
な
る
文
字
列
が
生
成
さ
れ
、
本
文
の
相
違
と
し
て
扱
わ
れ
統
計
処
理
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
定
家
（
青
表
紙
）
本
系
統
の
写
本
の
う
ち
、「
本
文
が
類
似
し
て
い
る
」
と

指
摘
さ
れ
る
二
つ
の
写
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
写
本
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
本

文
の
場
合
、
写
本
間
の
距
離
は
遠
く
な
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
本
調

査
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
写
本
間
距
離
が
近
い
場
合
は
、
本
文
に
加
え
て
、

表
記
ま
で
含
め
て
近
い
こ
と
を
示
し
、
写
本
の
本
文
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ

と
、
例
え
ば
、「
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
」、
ま
た
は
、「
世
代
が
近
い
」
と
い
っ

た
写
本
関
係
が
存
在
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、

写
本
系
統
の
分
類
の
際
に
重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
が
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
と

い
っ
た
大
量
の
表
記
の
相
違
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、『
源
氏
物

語
大
成
』
を
用
い
た
分
類
結
果
と
は
一
致
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

五　

短
編
を
用
い
た
写
本
間
距
離
の
尺
度
の
設
計

　

前
稿

（
２
）

で
調
査
対
象
と
し
た
「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴

虫
」
の
全
文
と
「
柏
木
」
の
一
部
で
あ
る
約
五
千
文
字
の
本
文
を
調
査
対
象
に
、「
本

文
が
類
似
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
間
の
距
離
か
ら
写
本
間
距
離
を
測
る

尺
度
を
設
計
し
、そ
の
尺
度
に
基
づ
い
て
閾
値
と
な
る
距
離
を
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

写
本
間
距
離
を
測
る
尺
度
を
設
計
す
る
た
め
に
採
用
し
た
写
本
と
し
て
、
本
文
が
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類
似
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
、
次
の
写
本
を
取
り
上
げ
た

（
３
）。

		
⑴	
親
本
と
臨
模
本
の
関
係
が
あ
る
尊
経
閣
本
と
明
融
臨
模
本
の
「
柏
木
」、

		

⑵	

字
詰
や
行
詰
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
が
同
一
と
の
指
摘
が
あ
る
日
大
本
と

中
院
文
庫
本
の
「
空
蝉
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」
の
全
文
、「
柏

木
」
の
一
部
、

		

⑶	

共
通
の
親
本
を
持
つ
と
の
指
摘
が
あ
る
池
田
本
と
明
融
臨
模
本
の
「
桐
壺
」「
花

宴
」、

		

⑷	

本
文
間
が
「
似
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
に
は
、
本
文
の
同
一
系
統
内

で
異
同
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
河
内
本
の
う
ち
、
尾
州
家
本
と
高
松
宮
家

本
の
「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」
の
全
文
、「
柏

木
」
の
一
部
、

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
群
の
写
本
間
距
離
を
計
算
し
た
。
こ
れ
ら
の
写
本

の
本
文
デ
ー
タ
を
表
二
に
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
写
本
群
の
写
本
間
距
離
を
計
算
し
、箱
ひ
げ
図
と
し
て
図
一
に
表
す
。

箱
ひ
げ
図
は
、調
査
し
た
デ
ー
タ
の
25
％
か
ら
75
％
が
集
ま
る
範
囲
を
示
す「
箱
」と
、

最
小
値
か
ら
最
大
値
の
範
囲
を
示
す
「
ひ
げ
」
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
写
本
群
の
写

本
間
距
離
の
分
布
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
中
の
黒
点
は
、
調
査
し
た
写

本
組
の
写
本
間
距
離
の
値
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
図
を
用
い
て
、
簡
易
的
な
写
本
間
距
離
を
測
る
尺
度
を
設
計
す
る
。
本
調
査

で
は
、
尺
度
の
指
標
と
し
て
、
デ
ー
タ
が
集
ま
る
範
囲
の
中
で
、
箱
ひ
げ
図
の
「
箱
」

の
上
端
の
値
で
あ
る
分
布
の
75
％
を
示
す
値
を
選
択
し
た
。
そ
の
結
果
、
臨
模
の
関

係
に
あ
る
写
本
間
距
離
は0.01

、
字
詰
や
行
詰
が
一
致
す
る
写
本
間
距
離
は0.04

、

共
通
の
親
本
を
持
つ
写
本
間
距
離
は0.07

、
本
文
異
同
が
少
な
い
写
本
間
距
離
は

0.17

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
写
本
間
距
離
の
指
標
は
、
今
回
の
調
査
で
暫
定
的
に
決

定
し
た
数
値
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
写
本
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
変
更
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

六　

各
帖
の
写
本
間
距
離
の
調
査
結
果
と
考
察

　

調
査
対
象
と
し
た
紅
梅
本
を
含
む
八
写
本
間
の
写
本
間
距
離
を
求
め
、
写
本
間
距

離
の
尺
度
を
用
い
て
、
本
文
が
類
似
す
る
写
本
を
探
索
す
る
。
こ
こ
で
は
各
帖
の
調

査
結
果
を
集
約
し
た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
考
察
を
述
べ
て
い
く
。

　

最
初
に
、
各
帖
ご
と
に
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
し
樹
形
図
と
し
て
表
し
た
。
こ

の
結
果
を
本
稿
末
に
図
二
と
し
て
示
し
た
。
次
に
、
図
二
の
結
果
を
、
写
本
間
関
係

ご
と
に
表
に
集
約
し
、
本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
写
本
間
関
係
を
、
表
三
と
し
て

ま
と
め
た
。
ま
た
、
紅
梅
本
と
本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
巻
を
、
推
定
書
写
年
代

を
含
め
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
室
町
時
代
の
写
本
と
比
較
し
、
表
四
と
し
て
ま
と
め

た
。
最
後
に
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
写
本
間
関
係
を
表
五
と
し
て
別
に
ま
と
め
た
。

六
．
一　

各
帖
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類

　

本
調
査
で
は
、
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
結
果
は
、
樹
形
図
と
し
て
可
視
化
さ

れ
る
。写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
樹
形
図
の
中
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。グ
ル
ー

プ
の
写
本
間
距
離
は
、
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
樹
形
図
の
高
さ
と
し
て
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
高
さ
を
、
写
本
間
距
離
の
尺
度
と
比
較
し
、
グ
ル
ー
プ
に

所
属
す
る
写
本
の
写
本
間
関
係
を
分
類
す
る
。
図
二
で
は
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る

尺
度
で
点
線
を
引
き
、
写
本
間
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　

図
二
か
ら
は
、
調
査
対
象
が
限
定
さ
れ
た
暫
定
的
な
尺
度
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る

が
、
本
調
査
結
果
か
ら
は
、
表
記
が
類
似
す
る
写
本
は
多
く
は
存
在
せ
ず
、
存
在
し

― 52 ―



た
と
し
て
も
、
本
文
異
同
が
少
な
い
写
本
間
距
離
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
表
記
が
類
似
す
る
写
本
が
少
な
い
こ
と
か
ら
は
、
本
方
法
を
用
い
た
調

査
に
よ
り
、
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
群
を
探
索
し
、
詳
細
な
調
査
を
必
要
と
す
る

写
本
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
写
本
間
に
何
ら
か

の
関
係
や
そ
の
理
由
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
関
係
や
理
由

は
奥
書
と
い
っ
た
文
献
学
や
書
誌
学
の
根
拠
と
共
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
方

法
だ
け
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
調
査
す
べ
き
写
本
の
選
択
に
関

し
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
比
較
対
象
と
な
る
写
本
が
増
加
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
連
の
分
類
手
続
き
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
統
計
処
理
と
し
て

「
自
動
化
」
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査
対
象
写
本
を
拡
大
し
た
場
合
に
も
対
応
で
き
、

調
査
や
研
究
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
言
え
る
。

六
．
二　

各
帖
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
の
集
約

　

図
二
の
結
果
を
、
熊
大
本
を
除
く
、
全
帖
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
写
本
の
写
本

間
関
係
ご
と
に
表
三
に
集
約
し
た
。
表
三
で
は
、
尺
度
に
基
づ
い
た
写
本
間
関
係
ご

と
に
、グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
を
括
弧
で
表
し
て
い
る
。括
弧
が
入
れ
子
と
な
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
三
写
本
以
上
が
同
一
グ
ル
ー
プ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
紅
梅
本
と
日
大
本
、
熊
大
本
の
関
係
は
後
述
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以

外
の
写
本
関
係
を
述
べ
る
。

　

表
三
か
ら
は
、
大
島
本
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
本
の
三
写
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成

す
る
こ
と
が
、他
の
写
本
の
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
大
島
本
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
本
の
三
写
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
三
帖
、
大
島
本
と
書
陵
部
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
五
帖
、
大
島
本
と
大
正
大

本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
五
帖
、
書
陵
部
本
と
大
正
大
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
十
二
帖
が
あ
る
。
特
に
、
書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
書
写
年
代
が
近
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
写
本
に
至
る
ま
で
の
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
可
能
性

に
加
え
て
、
同
時
代
に
流
通
し
て
い
た
写
本
の
様
相
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
表
四
と
し
て
別
に
ま
と
め
て
い
る
。
表
四

で
は
、
紅
梅
本
の
比
較
対
象
と
し
て
、
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
を
縦
方
向
に
、

推
定
を
含
む
書
写
年
代
順
に
並
べ
、
紅
梅
本
と
比
較
し
た
。
紅
梅
本
が
欠
帖
ま
た
は

後
補
の
巻
は
巻
名
に
ア
ス
タ
リ
ス
ク
を
付
け
て
い
る
。
比
較
対
象
写
本
が
存
在
し
な

い
巻
に
は
斜
線
を
引
い
て
い
る
。
紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
、
前
述
の

尺
度
の
程
度
に
応
じ
て
記
号
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

　

最
初
に
日
大
本
以
外
の
写
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
紅
梅
本
は
、書
陵
部
本
と
二
帖
、

保
坂
本
と
二
帖
と
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
日
大
本
よ
り
書

写
年
代
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
紅
梅
本
の
本
文
の
位
置
付
け
を
考
察
す

る
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
紅
梅
本
と
日
大
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
計
十
七
帖
が

グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
そ
の
う
ち
、「
桐
壺
」
か
ら
「
夕
顔
」
ま
で
は
共
通
の
親

本
を
持
つ
写
本
間
距
離
以
下
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
に
は
、
奥
書
よ
り
大
永

五
年
の
書
写
年
代
を
持
つ
写
本
を
含
む
。
こ
れ
は
、
紅
梅
本
の
本
文
が
日
大
本
の
多

く
が
書
写
さ
れ
た
享
禄
三
、四
年
よ
り
以
前
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
の
関
係
を
考
察

す
る
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
表
四
の
比
較
対
象
か
ら
外
れ
た
写
本
の
う
ち
、
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本

と
し
て
は
、
表
三
か
ら
、
池
田
本
と
日
大
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
「
若
紫
」「
末

摘
花
」「
明
石
」「
絵
合
」「
朝
顔
」「
総
角
」
の
六
帖
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
日
大
本

を
書
写
す
る
際
に
、
池
田
本
ま
た
は
そ
の
転
写
本
を
用
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
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六
．
三　

紅
梅
本
と
熊
大
本
の
各
帖
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
の
集
約

　

最
後
に
、
表
五
と
し
て
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
関
係
を
ま
と
め
た
。
紅
梅
本
と
熊

大
本
は
、
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
十
二
帖
を
含
み
、
調
査
し
た
全
二
十
五
帖
の

う
ち
、
紅
梅
本
が
欠
帖
ま
た
は
補
写
で
あ
る
三
帖
と
「
若
紫
」
を
除
い
た
二
十
一
帖

が
、
本
文
異
同
が
少
な
い
写
本
間
距
離
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
紅
梅
本
と
熊
大

本
の
本
文
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
未
調
査
の
写
本
の
確
認
も

必
要
で
は
あ
る
が
、
紅
梅
本
が
欠
帖
ま
た
は
補
写
で
あ
る
「
蓬
生
」「
若
菜
上
」「
総

角
」
の
本
文
は
、
熊
大
本
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

七　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、
表
記
に
着
目
し
た
写
本
間
距
離
の
調
査
を
行
っ
た
。
表
記
を
用
い
た

場
合
、
仮
名
と
漢
字
の
区
別
と
い
っ
た
点
ま
で
同
一
で
な
け
れ
ば
類
似
し
て
い
る
と

判
断
で
き
な
い
た
め
、調
査
対
象
写
本
と
し
て
、同
じ
定
家
（
青
表
紙
）
本
系
統
内
で
、

三
条
西
実
隆
に
関
連
し
た
写
本
を
選
択
し
、
そ
の
分
類
の
細
分
化
を
試
み
た
。
表
記

が
類
似
す
る
写
本
に
関
し
て
は
、
写
本
系
統
の
分
類
や
同
系
統
内
で
の
分
類
の
際
に

重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
に
基
づ
い
た
分
類
と
は
異
な
り
、
転
写
の
過
程
に
共
通
の
写

本
が
存
在
す
る
と
い
っ
た
、
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
本
調
査
で
は
、
本
文
表
記
の
類
似
性
を
測
る
写
本
間
距
離
の
尺
度
を
設
計

し
、
距
離
に
基
づ
い
た
写
本
の
分
類
を
試
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
「
本

文
が
類
似
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
定
性
的
な
記
述
を
さ
れ
て
き
た
写
本
間
関
係
に
対

し
て
、
定
量
的
な
写
本
間
距
離
に
基
づ
き
、「
臨
模
本
と
同
程
度
に
」「
字
詰
や
行
詰

が
一
致
す
る
程
度
に
」「
共
通
の
親
本
を
持
つ
程
度
に
」「
同
系
統
の
本
文
の
中
で
本

文
異
同
が
少
な
い
程
度
に
」
類
似
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
記
述
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
紅
梅
本
の
写
本
は
、
表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
日
大

本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
紅
梅
本
の
「
夢

浮
橋
」
の
奥
書
に
よ
り
、
実
隆
筆
の
親
本
を
少
な
く
と
も
二
度
転
写
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
紅
梅
本
で
は
あ
る
が
、
書
写
年
代
や
書
写
者
が
異
な
る
日
大
本
と
「
同

系
統
の
本
文
の
中
で
本
文
異
同
が
少
な
い
程
度
に
」
類
似
し
て
い
る
本
文
を
持
つ
写

本
が
存
在
す
る
。
こ
の
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
文
明
年
間
に
書
写
さ
れ
た
実
隆

筆
写
本

（
１
）

か
ら
の
派
生
し
た
写
本
と
し
て
紅
梅
本
と
日
大
本
を
位
置
付
け
る
仮
説

や
、
日
大
本
を
含
む
写
本
を
取
合
せ
た
親
本
を
転
写
し
た
写
本
と
し
て
紅
梅
本
を
位

置
付
け
る
仮
説
を
提
案
で
き
る
。
し
か
し
、
本
調
査
で
は
、
比
較
対
象
と
す
る
写
本

が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
仮
説
を
考
察
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
実
隆
が
書
写
し
た
と
さ
れ
る
写
本
を
含
む
吉
川
史
料
館
蔵
本
や
蓬
左
文

庫
蔵
本
と
い
っ
た
源
氏
物
語
写
本
を
調
査
対
象
と
し
、
同
様
の
方
法
を
用
い
た
調
査

を
試
み
、
紅
梅
本
の
位
置
付
け
を
考
え
て
い
き
た
い
。

謝
辞

　

上
野
英
子
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
本
文
研
究
会
の
参
加
者
の
諸
先
生
の
ご
教
示

に
、
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
研
究
はJSPS

科
研
費

JP19K
00349

の
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

注
　

本
文
の5gram

を
生
成
す
る
手
法
は
、
本
文
の
先
頭
文
字
か
ら
五
文
字
ず
つ
順
に
本

文
の
断
片
文
字
列
を
生
成
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
文
字
ず
つ
ず
れ
た
五
文
字
の
本
文
の

断
片
が
以
下
、
調
査
対
象
範
囲
の
最
後
ま
で
順
に
生
成
さ
れ
る
。
文
字
列
の
長
さ
に
関
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し
て
は
暫
定
的
に
五
文
字
と
決
定
し
た
。
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
文
字
数
は

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
文
デ
ー
タ
か
ら
は
、
次
の
手
順
で
処
理
す
る
デ
ー
タ
を

生
成
す
る
。

（
１
）	

作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
の
最
初
の
文
字
よ
り
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
最
後
ま

で
長
さ
五
文
字
の
文
字
列
（5gram

）
を
生
成
す
る
。
こ
の
文
字
列
は
、
同
じ
帖

の
写
本
ご
と
に
機
械
的
に
生
成
さ
れ
る
。

（
２
）	

帖
単
位
で
写
本
に
出
現
す
る
同
一
の5gram

の
頻
度
を
集
計
し
、
こ
れ
を
本
文

の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
と
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
統
計
手
法
を
用
い
て
分

類
す
る
。

（
３
）	

集
計
し
た5gram

の
頻
度
に
基
づ
い
て
写
本
間
の
距
離
を
計
算
す
る
。
頻
度
の

差
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
異
な
る
種
類
の
文
字
列
が
多
い
ほ
ど
、
写
本
間
の
距
離

は
大
き
く
な
り
、
本
文
の
表
記
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
。
本
調
査
で
は
、
異
な
る

巻
を
同
一
の
尺
度
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
に

は
、
情
報
検
索
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
コ
サ
イ
ン
（cosine

）
距
離

を
用
い
て
い
る
。
コ
サ
イ
ン
距
離
は
、
距
離
が
０
か
ら
１
の
間
で
表
さ
れ
る
。
写

本
間
距
離
が
０
の
場
合
は
、
そ
の
本
文
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

（
４
）	

こ
の
写
本
間
距
離
に
対
し
て
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
し
可
視
化
す
る
。
可
視

化
す
る
統
計
手
法
は
、「
教
師
情
報
」
と
呼
ば
れ
る
既
知
の
分
類
結
果
が
事
前
に

明
ら
か
で
な
い
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
の
特
徴
だ
け
に
基
づ
い
て
分
類
す
る

「
教
師
な
し
分
類
手
法
」
を
用
い
る
。
本
調
査
で
は
、
互
い
に
近
い
写
本
間
距
離

を
持
つ
写
本
を
可
視
化
す
る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
る
。
階
層

的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
写
本
間
関
係
が
木
構
造
と
し
て
表
さ
れ
、
互
い
に
写

本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
本
調
査
で
は
写
本
の
グ
ル
ー

プ
の
構
成
方
法
と
し
て
、
写
本
間
距
離
が
最
も
遠
い
距
離
を
群
間
距
離
と
し
て
採

用
す
る
、
最
遠
距
離
法
を
用
い
る
。

出
典

調
査
対
象
写
本
は
、
出
版
ま
た
は
画
像
公
開
さ
れ
た
写
本
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に

書
名
の
な
い
写
本
は
源
氏
物
語
を
表
し
て
い
る
。

•	

紅
梅
本
（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
）	

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
上
野
英
子
教
授
よ

り
画
像
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

•	

書
陵
部
本
（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
）	

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開

シ
ス
テ
ム

	
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/T

oshoryo/D
etail/100062926000

•	

大
正
大
学
本	

大
正
大
学
図
書
館
・
研
究
所	

源
氏
物
語
写
本
（2021/09/30

現
在
リ

ン
ク
切
れ
）https://tais.ac.jp/library_labo/library/genji/

•	

日
大
本
（
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
）	

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
十
一
巻

三
条
西
家
証
本	

八
木
書
店	1994,1995,1996

•	

池
田
本	

源
氏
物
語
池
田
本
一
～
十	

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書	

天
理
図
書
館
附
属
天

理
図
書
館
編	

八
木
書
店	2016,2017,2018

•	

大
島
本	

大
島
本
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
十
巻	

角
川
書
店	1996

•	

保
坂
本	

保
坂
本
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
四
巻	

お
う
ふ
う	1995,1996

•	

熊
大
本
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
旧
蔵
本
）	

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス	

	
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100137183/

参
考
文
献

（
１
）	

上
野
英
子
「
源
氏
物
語
三
条
西
家
本
の
世
界	

―	

室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
」

武
蔵
野
書
院	2019
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（
２
）	

齊
藤
鉄
也
「
仮
名
のN

gram

を
用
い
た
源
氏
物
語
写
本
の
系
統
分
類
の
試
み
」

人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集V

ol.2017	N
o.1	89-96

（D
ec.	

2017
）

（
３
）	

齊
藤
鉄
也
「N

gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』

の
位
置
付
け
⑴
」
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第
39
号2020

年
３
月
）

（
４
）	

齊
藤
鉄
也
「N

gram
を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』

の
位
置
付
け
⑵
」
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第
40
号2021

年
３
月
）

（
５
）	

齊
藤
鉄
也
「
表
記
のN

gram
を
用
い
た
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
源
氏
物
語
の

親
本
の
推
定	

―
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
と
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
源
氏
物

語
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」
淑
徳
大
学
経
営
学
部
・
教
育
学
部
研
究
年
報	2020

（2021

年
３
月
）
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 紅梅本 書陵部本 ⼤正⼤本 
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 

01-桐壺 5688 537 8.6% 5828 477 7.6% 5695 520 8.4% 
02-箒⽊ 5814 373 6.0% 5876 356 5.7% 5764 413 6.7% 
03-空蝉 4582 262 5.4% 4601 243 5.0% 4566 269 5.6% 
04-⼣顔 5341 497 8.5% 5746 304 5.0% 5624 361 6.0% 
05-若紫 5456 414 7.1% 5414 452 7.7% 5297 511 8.8% 
06-末摘花 5564 404 6.8% 5615 385 6.4% 5623 393 6.5% 
07-紅葉賀 5835 578 9.0% 5617 667 10.6% 5683 642 10.2% 
08-花宴 5828 356 5.8% 4046 417 9.3% 4261 314 6.9% 
09-葵 5150 407 7.3% 5991 505 7.8% 5805 593 9.3% 
10-賢⽊ 5710 610 9.7% 5436 743 12.0% 5291 808 13.2% 
11-花散⾥ 1602 97 5.7% 1542 120 7.2% 1681 115 6.4% 
12-須磨 3414 288 7.8% 5527 465 7.8% 5072 671 11.7% 
13-明石 5939 375 5.9% 5531 564 9.3% 5473 577 9.5% 
14-澪標 5698 563 9.0% 5826 540 8.5% 5702 573 9.1% 
15-蓬⽣    5852 588 9.1% 5978 542 8.3% 
16-関屋 1964 120 5.8% 1943 137 6.6% 1967 127 6.1% 
17-絵合 5578 541 8.8% 5587 529 8.6% 5535 554 9.1% 
18-松風 5488 389 6.6% 5413 416 7.1% 5442 409 7.0% 
19-薄雲 5187 375 6.7% 5574 349 5.9% 5337 481 8.3% 
20-朝顔 5431 355 6.1% 5201 453 8.0% 5506 325 5.6% 
21-少⼥ 5582 556 9.1% 5589 581 9.4% 5605 566 9.2% 
22-玉鬘 5278 256 4.6% 5173 327 5.9% 4996 396 7.3% 
23-初⾳ 6077 364 5.7% 6241 290 4.4% 6113 339 5.3% 
24-胡蝶 5729 436 7.1% 5571 510 8.4% 5822 370 6.0% 
25-蛍 6394 270 4.1% 6172 376 5.7% 5792 498 7.9% 
26-常夏 6018 407 6.3% 5999 412 6.4% 5637 600 9.6% 
27-篝⽕ 1343 117 8.0% 1360 112 7.6% 1370 107 7.2% 
28-野分 6678 484 6.8% 6725 477 6.6% 6538 563 7.9% 
29-⾏幸 11517 817 6.6% 10961 1038 8.7% 11568 772 6.3% 
30-藤袴 5707 494 8.0% 5775 462 7.4% 5620 539 8.8% 
31-真⽊柱 6330 528 7.7% 6144 606 9.0% 6111 632 9.4% 
32-梅枝 5374 551 9.3% 5379 609 10.2% 5390 556 9.4% 
33-藤裏葉 5369 490 8.4% 5530 412 6.9% 5246 618 10.5% 
34-若菜上    5709 531 8.5% 5695 541 8.7% 
35-若菜下 5457 585 9.7% 5423 621 10.3% 5513 580 9.5% 
36-柏⽊ 5238 382 6.8% 5063 454 8.2% 3259 388 10.6% 
37-横笛 5424 443 7.6% 5498 413 7.0% 4767 706 12.9% 
38-鈴⾍ 5803 549 8.6% 5690 601 9.6% 5811 557 8.7% 
39-⼣霧 5551 412 6.9% 5485 445 7.5% 5382 514 8.7% 
40-御法 5846 425 6.8% 5677 508 8.2% 5674 509 8.2% 
41-幻 6569 392 5.6% 6423 460 6.7% 6359 514 7.5% 
42-匂兵部卿 5720 550 8.8% 5286 744 12.3% 5204 791 13.2% 
43-紅梅 5309 460 8.0% 5047 580 10.3% 5177 514 9.0% 
44-竹河 5488 536 8.9% 5394 593 9.9% 5018 543 9.8% 
45-橋姫 15678 1088 6.5% 5068 323 6.0% 5172 279 5.1% 
46-椎本 5375 545 9.2% 5439 525 8.8% 5472 500 8.4% 
47-総角    5330 463 8.0% 5634 328 5.5% 
48-早蕨 7338 583 7.4% 7070 717 9.2% 6619 922 12.2% 
49-宿⽊ 5570 528 8.7% 5672 523 8.4% 5720 475 7.7% 
50-東屋 5662 431 7.1% 5695 422 6.9% 5587 474 7.8% 
51-浮舟 5310 457 7.9% 5323 433 7.5% 5236 476 8.3% 
52-蜻蛉 5473 405 6.9% 5498 390 6.6% 5161 547 9.6% 
53-⼿習 5361 357 6.2% 5312 381 6.7% 5200 451 8.0% 
54-夢浮橋 5486 400 6.8% 5492 388 6.6% 5371 464 8.0% 
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 保坂本 ⽇⼤本 熊⼤本 
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 

01-桐壺 5857 469 7.4% 5670 540 8.7% 4534 429 8.6% 
02-箒⽊ 5565 515 8.5% 5804 376 6.1% 5857 343 5.5% 
03-空蝉 4464 322 6.7% 4582 257 5.3% 4556 272 5.6% 
04-⼣顔 5568 403 6.7% 5325 503 8.6%    
05-若紫 5370 468 8.0% 5480 420 7.1% 5412 446 7.6% 
06-末摘花 5546 422 7.1% 5585 388 6.5%    
07-紅葉賀 5762 605 9.5% 5777 586 9.2%    
08-花宴 4272 314 6.8% 4319 304 6.6% 4125 376 8.4% 
09-葵 5790 590 9.2% 6148 422 6.4%    
10-賢⽊ 5563 682 10.9% 6282 332 5.0%    
11-花散⾥ 1585 114 6.7% 1591 97 5.7% 1594 100 5.9% 
12-須磨 5485 466 7.8% 5492 452 7.6%    
13-明石 5738 470 7.6% 5938 359 5.7%    
14-澪標 5661 578 9.3% 6333 289 4.4%    
15-蓬⽣ 6012 518 7.9% 6240 366 5.5% 6070 483 7.4% 
16-関屋 1917 136 6.6% 1989 110 5.2% 1970 117 5.6% 
17-絵合 5449 606 10.0% 5756 444 7.2%    
18-松風    5600 320 5.4%    
19-薄雲    5740 286 4.7%    
20-朝顔    5353 360 6.3%    
21-少⼥    5988 373 5.9%    
22-玉鬘    18053 678 3.6%    
23-初⾳    6145 306 4.7% 5997 401 6.3% 
24-胡蝶    5878 371 5.9%    
25-蛍    6423 235 3.5% 6270 329 5.0% 
26-常夏    5981 407 6.4%    
27-篝⽕    1356 105 7.2% 1331 125 8.6% 
28-野分    6682 458 6.4%    
29-⾏幸    11923 594 4.7% 11317 918 7.5% 
30-藤袴    5726 459 7.4% 5684 500 8.1% 
31-真⽊柱    6658 360 5.1%    
32-梅枝    5570 453 7.5%    
33-藤裏葉    5355 469 8.1%    
34-若菜上    5847 462 7.3% 5701 547 8.8% 
35-若菜下    5585 510 8.4% 5424 599 9.9% 
36-柏⽊    5323 347 6.1% 5195 398 7.1% 
37-横笛    5630 349 5.8% 5358 473 8.1% 
38-鈴⾍    6054 418 6.5% 5748 577 9.1% 
39-⼣霧          
40-御法    6239 237 3.7%    
41-幻    6945 210 2.9%    
42-匂兵部卿    5810 498 7.9% 5679 576 9.2% 
43-紅梅    5560 343 5.8% 5280 476 8.3% 
44-竹河    5659 434 7.1%    
45-橋姫    5292 209 3.8% 4982 356 6.7% 
46-椎本    5472 502 8.4%    
47-総角    5621 324 5.4% 5399 430 7.4% 
48-早蕨    7712 404 5.0% 7263 621 7.9% 
49-宿⽊    5858 403 6.4%    
50-東屋    5849 345 5.6%    
51-浮舟    29369 1804 5.8% 5282 471 8.2% 
52-蜻蛉    5693 317 5.3%    
53-⼿習    5534 260 4.5%    
54-夢浮橋    5593 331 5.6% 5456 417 7.1% 
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 池⽥本 ⼤島本 
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 

01-桐壺 9955 1025 9.3% 5547 635 10.3% 
02-箒⽊ 5895 326 5.2% 5883 334 5.4% 
03-空蝉 4591 251 5.2% 4677 217 4.4% 
04-⼣顔 5723 313 5.2% 5677 339 5.6% 
05-若紫 5502 420 7.1% 5469 421 7.1% 
06-末摘花 5554 388 6.5% 5610 401 6.7% 
07-紅葉賀 5709 594 9.4% 5750 596 9.4% 
08-花宴 4172 356 7.9% 4178 369 8.1% 
09-葵 6104 436 6.7% 5935 522 8.1% 
10-賢⽊ 5287 526 9.0% 5679 614 9.8% 
11-花散⾥    1568 110 6.6% 
12-須磨 5504 468 7.8% 5462 450 7.6% 
13-明石 5875 395 6.3% 5465 583 9.6% 
14-澪標 5722 558 8.9% 5803 542 8.5% 
15-蓬⽣ 6157 396 6.0% 6244 414 6.2% 
16-関屋 1989 96 4.6% 1956 133 6.4% 
17-絵合 5763 419 6.8% 5579 535 8.8% 
18-松風 5453 368 6.3% 5522 375 6.4% 
19-薄雲 5477 397 6.8% 5438 437 7.4% 
20-朝顔 5324 370 6.5% 5508 324 5.6% 
21-少⼥ 5534 560 9.2% 5615 527 8.6% 
22-玉鬘 5469 166 2.9% 16546 1397 7.8% 
23-初⾳ 5976 382 6.0% 5506 646 10.5% 
24-胡蝶 5808 403 6.5% 6570 400 5.7% 
25-蛍 6045 384 6.0% 6128 388 6.0% 
26-常夏 6063 348 5.4% 6694 410 5.8% 
27-篝⽕ 1289 114 8.1% 1360 109 7.4% 
28-野分 6729 415 5.8% 6736 470 6.5% 
29-⾏幸 10906 1039 8.7% 11542 788 6.4% 
30-藤袴 5846 424 6.8% 5656 520 8.4% 
31-真⽊柱 6410 471 6.8% 8867 842 8.7% 
32-梅枝 5335 563 9.5% 5433 530 8.9% 
33-藤裏葉 5701 333 5.5% 5416 489 8.3% 
34-若菜上 5802 468 7.5% 5592 584 9.5% 
35-若菜下 5498 553 9.1% 5606 541 8.8% 
36-柏⽊    5262 349 6.2% 
37-横笛 5834 249 4.1% 5429 445 7.6% 
38-鈴⾍ 5902 485 7.6% 5702 590 9.4% 
39-⼣霧 5572 363 6.1% 5541 423 7.1% 
40-御法 6042 332 5.2% 5663 507 8.2% 
41-幻 6519 398 5.8% 6311 524 7.7% 
42-匂兵部卿 5635 564 9.1% 5181 827 13.8% 
43-紅梅 5190 484 8.5% 5005 587 10.5% 
44-竹河 5614 436 7.2% 5470 553 9.2% 
45-橋姫 15540 1086 6.5% 15629 1125 6.7% 
46-椎本 5577 425 7.1% 5310 574 9.8% 
47-総角 5697 286 4.8% 5489 396 6.7% 
48-早蕨 7320 550 7.0% 7353 589 7.4% 
49-宿⽊ 5613 428 7.1% 5583 549 9.0% 
50-東屋 5598 401 6.7% 5504 495 8.3% 
51-浮舟 5600 295 5.0%    
52-蜻蛉 5485 370 6.3% 5465 402 6.9% 
53-⼿習 5536 334 5.7% 5198 426 7.6% 
54-夢浮橋 5506 356 6.1% 5515 393 6.7% 

 



表
二　

尺
度
の
設
計
に
用
い
た
写
本

図
一　

各
写
本
群
の
写
本
間
距
離
の
箱
ひ
げ
図

― 60 ―



表
三　

本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
写
本
間
関
係
表

― 61 ―

表
三 

本
⽂
表
記
が
類
似
し
て
い
る
写
本
間
関
係
表 

                      

                       

写本間関係 巻 写本群 
臨模   
字詰⾏詰が⼀致 01 (紅梅本,⽇⼤本) 
共通の親本を持つ 02 

03 
04 
08 

(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(保坂本,⼤正⼤本) 

本⽂異同が少ない 01 
02 
05 
06 
07 
10 
13 
14 
16 
17 
18 
20 
21 
24 
26 
27 
28 
29 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
39 
40 
42 
44 
45 
46 
47 
50 
51 
52 
53 

(書陵部本,保坂本) 
((紅梅本,⽇⼤本),書陵部本) 
(池⽥本,⽇⼤本) 
((池⽥本,⽇⼤本),書陵部本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(((⼤正⼤本,⽇⼤本),書陵部本),(紅梅本,保坂本)) 
(紅梅本,保坂本) 
(池⽥本,⽇⼤本) 
(紅梅本,保坂本) (書陵部本,⼤正⼤本) 
(⼤島本,⼤正⼤本) 
(池⽥本,⽇⼤本) ((⼤島本,⼤正⼤本),書陵部本) 
(紅梅本,⼤島本) (書陵部本,⼤正⼤本) 
(池⽥本,⽇⼤本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) (⼤島本,書陵部本) 
((紅梅本,書陵部本),⽇⼤本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) (⼤島本,書陵部本) 
(⼤島本,⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本)  
(⼤島本,書陵部本) 
(紅梅本,⽇⼤本) ((書陵部本,⼤正⼤本),⼤島本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(⼤島本,書陵部本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
((⼤島本,書陵部本),⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) (紅梅本,⽇⼤本） 
(池⽥本,⽇⼤本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(⼤島本,書陵部本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
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表
四 

紅
梅
本
と
書
写
年
代
が
指
摘
さ
れ
る
写
本
の
写
本
間
関
係
表 

                      

                       

写本名 ⼤正⼤本 書陵部本 保坂本 ⽇⼤本 
推定年代 1493 1489-1506 1504?-1521? 1525,1530,1531 

01-桐壺    ◎ 
02-箒⽊  ●  ○ 
03-空蝉    ○ 
04-⼣顔    ○ 
05-若紫     
06-末摘花     
07-紅葉賀 ● ● ● ● 
08-花宴     
09-葵     
10-賢⽊   ●  
11-花散⾥     
12-須磨     
13-明石     
14-澪標   ●  
15-蓬⽣*     
16-関屋     
17-絵合     
18-松風     
19-薄雲     
20-朝顔     
21-少⼥     
22-玉鬘     
23-初⾳     
24-胡蝶    ● 
25-蛍     
26-常夏    ● 
27-篝⽕  ●  ● 
28-野分    ● 
29-⾏幸     
30-藤袴     
31-真⽊柱     
32-梅枝    ● 
33-藤裏葉    ● 
34-若菜上*     
35-若菜下    ● 
36-柏⽊    ● 
37-横笛     
38-鈴⾍     
39-⼣霧     
40-御法     
41-幻     
42-匂兵部卿    ● 
43-紅梅     
44-竹河     
45-橋姫     
46-椎本    ● 
47-総角*     
48-早蕨     
49-宿⽊     
50-東屋    ● 
51-浮舟    ● 
52-蜻蛉     
53-⼿習     
54-夢浮橋     

◎字詰⾏詰が⼀致、◯共通の親本を持つ、●本⽂異同が少ない 



表
五　

本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
写
本
間
関
係
表
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表
五 

本
⽂
表
記
が
類
似
し
て
い
る
紅
梅
本
と
熊
⼤
本
の
写
本
間
関
係
表 

                      

                       

写本間関係 巻 写本群 
臨模   
字詰⾏詰が⼀致   
共通の親本を持つ 08 

11 
16 
23 
27 
35 
36 
37 
38 
42 
43 
51 

(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 

本⽂異同が少ない 01 
02 
03 
05 
15 
25 
27 
29 
30 
34 
35 
36 
42 
45 
48 
51 
54 

((紅梅本,⽇⼤本),熊⼤本) 
((紅梅本,⽇⼤本),熊⼤本) 
((紅梅本,⽇⼤本),熊⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(保坂本,熊⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,⽇⼤本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 

 



図
二　

各
帖
ご
と
の
写
本
間
距
離
の
樹
形
図

第
一
帖
「
桐
壺
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
字
詰
や
行
詰
が
一
致
す
る
距
離
に
あ
る
。
熊
大
本
は
そ
れ
ら

の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
帖
「
箒
木
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
熊
大
本
と
書
陵
部
本
は

そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
三
帖
「
空
蝉
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
熊
大
本
は
そ
れ
ら
の
写

本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
帖
「
夕
顔
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
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第
五
帖
「
若
紫
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
六
帖
「
末
摘
花
」

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

池
田
本
と
日
大
本
、
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
七
帖
「
紅
葉
賀
」

•	

日
大
本
と
大
正
大
本
、
書
陵
部
本
、
保
坂
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
八
帖
「
花
宴
」

•	

保
坂
本
と
大
正
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
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第
九
帖
「
葵
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
十
帖
「
賢
木
」

•	

保
坂
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
十
一
帖
「
花
散
里
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

第
十
二
帖
「
須
磨
」

•	

池
田
本
に
は
調
査
対
象
範
囲
の
本
文
に
脱
落
が
あ
る
。
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第
十
三
帖
「
明
石
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
十
四
帖
「
澪
標
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

保
坂
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
十
五
帖
「
蓬
生
」

•	

保
坂
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
十
六
帖
「
関
屋
」

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
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第
十
七
帖
「
絵
合
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
、
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
十
八
帖
「
松
風
」

•	

紅
梅
本
と
大
島
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
十
九
帖
「
薄
雲
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
二
十
帖
「
朝
顔
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
二
十
一
帖
「
少
女
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
二
帖
「
玉
鬘
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。
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第
二
十
三
帖
「
初
音
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
四
帖
「
胡
蝶
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
二
十
五
帖
「
蛍
」

•	

熊
大
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
六
帖
「
常
夏
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
二
十
七
帖
「
篝
火
」

・	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

・	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
書
陵
部
本
は
そ
れ
ら
の

写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
八
帖
「
野
分
」

・	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

・	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
二
十
九
帖
「
行
幸
」

・	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

・	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
帖
「
藤
袴
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
三
十
一
帖
「
真
木
柱
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
二
帖
「
梅
枝
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
三
十
三
帖
「
藤
裏
葉
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
四
帖
「
若
菜
上
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

熊
大
本
は
中
院
文
庫
本
と
日
大
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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第
三
十
五
帖
「
若
菜
下
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
、
大
島
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
六
帖
「
柏
木
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 81 ―



第
三
十
七
帖
「
横
笛
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
八
帖
「
鈴
虫
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

― 82 ―



第
三
十
九
帖
「
夕
霧
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
帖
「
御
法
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 83 ―



第
四
十
一
帖
「
幻
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
四
十
二
帖
「
匂
宮
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 84 ―



第
四
十
三
帖
「
紅
梅
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
四
帖
「
竹
河
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
大
正
大
本
は
、
そ
れ

ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 85 ―



第
四
十
五
帖
「
橋
姫
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
六
帖
「
椎
本
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 86 ―



第
四
十
七
帖
「
総
角
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
八
帖
「
早
蕨
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 87 ―



第
四
十
九
帖
「
宿
木
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
五
十
帖
「
東
屋
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 88 ―



第
五
十
一
帖
「
浮
舟
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
五
十
二
帖
「
蜻
蛉
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 89 ―



第
五
十
三
帖
「
手
習
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
五
十
四
帖
「
夢
浮
橋
」

•	

熊
大
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 90 ―


